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1. 本業務の概要 

1-1. 調査の背景・目的 

 

 国土交通省では、急速に進展する人口減少・少子高齢化に対応し、インフラ、防災、交通、まちづくり等の

多様な分野における官民の生産性を向上させるため、政策やビジネスにおけるデータ活用や新サービス創出等

を進める必要がある。幅広い施策・制度・手続を所管する国土交通省には膨大な行政情報が蓄積されているが、

機械利用できる形で整備されておらず、二次利用を含め十分活用されずに宝の持ち腐れ状態となっている。こ

れらを「データ」として整備し、官民が利用可能な基礎的な情報として提供するとともに、行政内での活用環

境を整備することで、オープンデータを利用したビジネス創出や政策立案におけるデータ活用（EBPM）をし、

社会全体の生産性向上の実現を図る取組（Project LINKS)をスタートする。本取組により、データが活用され、

様々なサービスが生み出されていくオープン・イノベーションを創出し、更なる経済成長や生産性の向上、社

会全体のデジタル化等の社会変革を実現していく。 
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1-2. 課題認識 

 

 国土交通省では、行政手続等から取得された膨大な行政情報が蓄積されているものの、これらはデータとし

て整備されていないため、全庁的な政策立案等への活用や、オープン・イノベーションに係る取組の本格的な

展開には至っていない。本取組を通じてこれらの行政情報を「データ」として整備し、官民が利用可能な基礎

的なデータとして提供するとともに、行政内での活用環境を整備することで、オープンデータを利用したビジ

ネス創出や政策立案におけるデータ活用（EBPM）を促進し、社会全体の生産性向上の実現を図る。 

 

表 1-1 本プロジェクトが取組むべき社会課題と解決手法 

項目 内容 

目的 Society5.0 の実現による更なる経済成長や生産性の向上、社会全体のデジ

タル化に向けた様々な施策の推進に向けて、国土交通省が保有する行政情

報のデータ化、オープン化を推進すること。 

現状分析 これまでの DX 施策はインフラ管理等の国土交通政策や所管業界に対する

アプローチが中心であり、国土交通省に蓄積されている膨大な行政情報が

データとして整備がなされていなかったことによって、全庁的な政策立案

等への活用、オープン・イノベーションに係る取組の本格的な展開には至っ

ていない。 

解決すべき社会課題 近年、デジタル化は急速に進展しており、国際社会や企業活動、そして一人

ひとりのライフスタイルに至るまで、そのありようを変化させており、人口

減少による地域の足の衰退や担い手不足、気候変動に伴う災害の激甚化・頻

発化、脱炭素化等が大きな課題となっている。具体的な社会経済の課題とし

ては、国民生活・経済活動の制約、デジタル競争力の低迷、労働力の減少・

国内市場の縮小、災害被害の拡大・人命喪失、温暖化の進行が挙げられる。 

想定する解決手法 ⚫ 国土交通省が保有する行政情報の分野横断的なデータ化及びオープン

データ化。 

⚫ 上記の課題から特に社会的ニーズが高く、即時性が期待できるテーマ

をピックアップした官民の多様な分野における活用事例（ユースケー

ス）の開発。 
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1-3. 課題解決のアプローチ 

 

本業務では、国土交通分野の DX を推進し、分野横断的なデータ化の開発を進める新たな取組(Project 

LINKS)を展開していく。 

本取組に必要なデータの作成、加工、ビジュアライズは「データ管理システムのプロトタイプ開発」にて可能

な限り OSS を用いて実装することで、将来的なシステム自体の利用促進を見据えた開発を行う。国土交通省

の分野横断的なデータ化の開発を並行して実施することで、更なる経済成長や生産性の向上、社会全体のデジ

タル化等の社会変革実現を図る。 

 

データ管理システムのプロトタイプ開発  

➢ 国土交通省保有情報を機械的にデータ化、活用環境へシームレスに接続するためのデータ管理システ

ムのプロトタイプ開発 

➢ データ管理システムおよびデータ可視化システムは指定の機能要件／非機能要件を満たす 

➢ 必要な機能要件、非機能要件、外部設計等を調査検討し提案 

➢ ドキュメンテーション、開発及び技術検証 

➢ プロトタイプを用いた国土交通省の関連部局に対するヒアリング等による有用性調査 
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1-4. 創出価値 

 

本業務では、EBPM の推進およびオープン・イノベーションの創出に向けた方針について以下の通り想定す

る。特に、想定事業機会の観点では、積極的なオープンデータ化を通じて、民間企業や研究機関、シビックテ

ック等でのアプリケーション開発や新たなビジネス創出の活性化が期待できる。 

 

表 1-2 創出価値 

創出価値 方針 

１．多様化する社会課題への柔軟な対応が可能な

行政データの活用による EBPM の推進 

⚫ 多様化する社会課題の解決に向けインフラ DX・まち

づくり DX などの新たな取組と並行して、これまで

蓄積された国土交通省保有行政データの新たな活用

可能性と価値を見出すとともに、その活用環境を提

供することで、効果的な EBPM を推進のための方法

と環境を提供する。 

２．行政データのデジタル化・標準化・一元化によ

る行政手続の DX 推進 

⚫ 行政情報の整備状況を含むデータ特性や、データ相

互の関係性を考慮した上で、連携・統合が望まれるデ

ータの棚卸しを行い、国土交通省及び地方公共団体

の各種手続き行政業務の効率化・サービス向上、各種

調査やデータ整備の負担軽減に資する行政データの

整備・活用スキームを創出する。 

３．適切なデータの秘匿化とオープンデータ化に

よるオープン・イノベーションの創出 

⚫ オープンデータ化の推進により、多様な主体が活用

することで、データそのものの信頼性や透明性の向

上が期待できる。 

⚫ 積極的なオープンデータ化は、民間企業や研究機関、

シビックテック等でのアプリケーション開発や新た

なビジネス創出の活発化が期待できる。 

４．誰もがアクセスしやすく持続的なオープンデ

ータ利活用環境の提供 

⚫ Project LINKS で整備したオープンデータを広く活

用してもらうためには、誰もが自由にデータにアク

セスできることが必要である。持続的なオープンデ

ータ環境を提供するため、利用ルールや運用ルール

の設定、ダウンロード状況や活用状況等をモニタリ

ング・評価し PDCA サイクルを回す。 
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1-5. 想定事業機会 

 

表 1-3 想定事業機会 

項目 内容 

利用者 ⚫ 国土交通省情報政策課 

⚫ 地方整備局や出先機関など、国交省内の他部局 

⚫ 行政文書の構造化・検索・可視化を必要とする地方自治体の行政部門 

サービス仮説 ⚫ 行政文書の構造化・検索・分析を自動化し、職員の業務負担を軽減する 

⚫ 属人性を排除し、業務の標準化・現場性のある運用を可能とする 

⚫ EBPM（エビデンスに基づく政策形成）を支援するためのデータ活用基盤を提供する 

⚫ 再利用性の高い構造設計により、他部局・他自治体への展開も可能とする 

提供価値 ⚫ 実証で得られた成果を基に、構造定義や処理手順をテンプレート化し、他部局・自治

体への展開が可能 

⚫ 文書構造の違いにも柔軟に対応できる仕組みとすることで、導入時の設定コストを最

小化 

⚫ 政策文書、計画書、審査資料など、定型文書の処理分野から段階的に展開し、標準的

な行政支援ツールとして活用 
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2. 実証実験の概要 

2-1. 実証仮説 

 

国土交通省保有行政情報のデータ作成実証の観点の観点から、本業務におけるプロトタイプ開発を通じて以

下を検証する。 

 

⚫ データ作成実証の観点 

国土交通省は、構造化されていない大量の行政情報を保有している。これらの情報は、従来は人の目と手に

より確認・整理される必要があったため、情報を開示するまでに多くの労力とコストがかかる課題があった。

本プロトタイプでは、LLM（大規模言語モデル）や NLP（自然言語処理）等の AI 技術を活用してこれらを自

動的に構造データ化しデータとして管理が可能な状態とすることで、大幅なコストの削減を実現する。さらに

は、関連するデータ同士の紐づけをした上で整備することで、データそのものの利用価値向上を目指す。また、

データ作成における技術検証観点としては、オープンソースソフトウェアと有償ソフトウェアを用途に応じて

使い分けることで、その品質とコストを検証し、継続的なシステム運用に向けた最適な技術要素を明らかにす

る。 
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2-2. 実証フロー 

 

実証実験では、国土交通省が保有する情報を機械的にデータ化し、活用環境とシームレスに連携可能なデー

タ管理システムのプロトタイプを開発する。開発後は、省内の関連部署へのヒアリングおよび、有用性調査を

行う。 

 

1) データ収集 

• 国土交通省が保有する行政情報を対象に、EBPM やオープンデータの観点から活用可能性の高いデ

ータを選定・抽出する。対象データを体系的に整理したうえで、構造化や利活用に向けたデータを収

集する。 

2) プロトタイプ開発 

• 収集・整理したデータを基に、活用環境とシームレスに接続可能なデータ管理システムのプロトタ

イプを開発する。あわせて、システム構成や運用方法を整理した技術ドキュメントを作成する。 

3) 有用性検証 

• 開発したプロトタイプを用いて、国土交通省内の関係部局を対象とした有用性検証を実施する。有

用性・運用性・拡張性の観点からフィードバックを収集し、今後のシステム展開に向けた改善点を整

理・検討する。 
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2-3. 検証ポイント 

 

2-1. 実証仮説で述べた仮説を検証するにあたり、プロトタイプ開発における検証ポイントは以下の通りで

ある。 

 

表 2-1 国土交通省保有行政情報のデータ作成実証における検証ポイント 

項目 内容 

実証 1 仮説 ⚫ 大規模言語処理モデル等の活用により、多種多用なフォーマットに対応

し、柔軟性のあるシステムとすることができる。 

検証ポイント ⚫ データ作成において、どのレベルまでノーコードによる自動化アプローチ

が有効か 

⚫ どの程度複雑なデータセットに適用可能か 

⚫ ユーザーが直面すると考えられる課題とそれに対する基準設定と運用フロ

ー、ユーザービリティを高めるためのインタフェース等の解決策は何か 

⚫ ユーザーが実運用に向けて判断の参考となるように、自動化できる範囲や

ユーザー側において用意する入力データの仕様やシステムへのスキーマ登

録方法は何か 

⚫ 手作業による修正が必要なケースは必ず発生しうること前提に、どのよう

な作業項目において発生するか 

実証 2 仮説 ⚫ 標準的なデータ仕様およびガイドラインの策定により、安定的にシステム

が構造データを生成し、活用されるフォーマットを構築できる。 

検証ポイント ⚫ 各フォーマットの特徴と適用シナリオはどのようなものか 

⚫ 目的に応じた適切なデータ形式の選択基準はどのようなものか 

⚫ 大規模言語処理モデル等の活用が不向きなデータ形式や事前に手動による

作業が必要なケースはどのようなものか 

実証 3 仮説 ⚫ オープンソースと有償 API の使い分けや併用が必要である。 

検証ポイント ⚫ オープンソースでどこまで対応可能か、ショートリストごとに精度を算出 

⚫ 有償 API を用いた場合の性能やコストの違いはどのようなものか 
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2-4. 実施体制 

 

表 2-3 実施体制 

役割 主体 詳細 

全体管理 総合政策局 情報政策課 ⚫ プロジェクト全体ディレクション 

日建設計総合研究所  ⚫ プロジェクト全体マネジメント 

実施事業者 マイクロベース ⚫ プロトタイプ開発における開発・検証 

ユーカリヤ ⚫ プロトタイプ開発における開発・検証 

ESRI ジャパン ⚫ プロトタイプ開発における開発・検証 

三菱総合研究所 ⚫ プロトタイプ開発における開発・検証 

実施協力 観光庁 観光戦略課 ⚫ データ提供・検証 

観光庁 観光戦略課 観光統計調査室 ⚫ データ提供・検証 

観光庁 観光地域振興部 観光地域振興課 ⚫ データ提供・検証 

物流・自動車局 貨物流通事業課 ⚫ データ提供・検証 

物流・自動車局 物流政策課 ⚫ データ提供・検証 

海事局 内航課 ⚫ データ提供・検証 

鉄道局 鉄道事業課 ⚫ データ提供・検証 

鉄道局 安全政策課 ⚫ データ提供・検証 

気象庁 ⚫ データ提供・検証 

大臣官房 総務課 ⚫ データ提供・検証 

大臣官房 地方室 ⚫ データ提供・検証 

道路局 企画課 道路経済調査室 ⚫ データ提供・検証 

水管理・国土保全局 河川計画課 河川情報

企画室 

⚫ データ提供・検証 

航空局 安全部 無人航空機安全課 ⚫ データ提供・検証 

総合政策局 モビリティサービス推進課 ⚫ データ提供・検証 
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2-5. スケジュール 

  

本業務の実行スケジュールは以下の通りである。 

 

表 2-4 スケジュール 

実施事項 2024 年 2025 年 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 

1. 要件定義書・基本設計書・内部設計書

の作成 

            

2. 【データ管理機能】（プロトタイプ）

フロントエンド開発 

            

3. 【データ管理機能】（プロトタイプ）

バックエンド開発 

            

4. 【データ生成機能】（プロトタイプ）

バックエンド開発 

            

5. 【データ配信機能】（プロトタイプ）

バックエンド開発 

            

6. 【データ可視化機能】（プロトタイプ）

フロントエンド開発 

            

7. データ管理システム(データ管理、デ

ータ生成、データ配信）有用性検証 

            

8. 有用性調査（データ活用関連の関係者

ヒアリング） 

            

9. 業務報告書作成等             
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3. 開発スコープ 

3-1. 概要 

 

本開発では、国土交通省が管理する行政情報をデータ化し、活用環境へシームレスに接続するためのデータ

管理システム（LINKS Veda）のプロトタイプ開発を行う。本システムは大きく以下の 6 つの機能群で構成さ

れる。（以下、括弧内は仕様書番号を示す。） 

 

1) 正規化データの管理機能（D003） 

• データの登録、編集、削除、検索、ダウンロード、公開 API の発行、バージョン管理等の機能を提

供する。システム内で処理したデータは D004、D005、D006 で実装する省内利用の可視化アプリケ

ーション、外部サードパーティシステムで利用可能なよう CSV 形式、JSON 形式、GeoJSON 形式、

MVT タイル形式で作成し、データ取得可能な URL を発行する。 

2) 非構造データの自動正規化機能（D001） 

• 国土交通省保有行政情報等の非構造データを LLM(大規模言語処理)、OCR(光学的文字認識)や 

NLP(自然言語処理) 等の技術を活用して機械判読可能データ「正規化ローデータ（Processed Data）」

をアウトプットする自動処理機能を提供する。 

• 正規化ローデータ（Processed Data）を後続の D002 で処理可能なようデータクレンジング、地図

データにおいてはジオコーディング、座標系統一処理を提供する。 

3) 正規化ローデータの集計・加工機能（D002） 

• 正規化ローデータ（Processed Data）を集計・加工し「最終構造化データ（Defined Data）」を生成

する機能を提供する。  

4) カスタムグラフ作成機能（D004） 

• D003 の機能と連携したグラフ作成機能を提供する。推移可視化や統計分析等の機能を備える。 

5) マッピング機能（D005） 

• D003 の機能と連携したマップ作成機能を提供する。地図データの表示、重畳、スタイル編集等の機

能を備える。 

6) 帳票・レポート出力機能（D006） 

• D003、D004、D005 と連携した帳票及びレポート出力機能を提供する。 

 

さらに、本プロトタイプの有用性検証を行うため、以下の工程を実施する。 

 

1) データ作成実証 

• 開発したシステム及びデータを用いて、ユーザーによるデータ管理システムのユーザービリティ検

証および作成されたデータの正確性の検証を行う。 

2) 有用性検証 
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• 国土交通省職員へのヒアリングを通じて、システム及びデータの有用性を検証する。データの可視化

環境や活用ソリューションの提案を含む。 

3) 開発成果の公開 

• 開発したシステムを OSS 化し、チュートリアルや構築マニュアル等のドキュメントを作成する。ま

た、サンプルデータの公開等の OSS 利用促進施策を実施する。 

4) 業務報告書の作成 

• 本業務で取得した知見を業務報告書としてまとめ、技術資料を作成する。技術資料は公表を前提とし、

技術者向けに再現性を確保した形で作成する。 
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4. 実証システム 

4-1. アーキテクチャ 

4-1-1. システムアーキテクチャ 

 

図 4-1 システムアーキテクチャ 

 

D003:正規化データの管理機能

D001：非構造データの自動正規化機能 D002：正規化ローデータの集計・加工機能

DT004

テーブルデータ

DT003

地図
データ

DT001

原票
データ

DT002

テキスト
データ

D003:正規化データの管理機能

FN006 

データ登録機能

FN021 データ結

合前処理（デー
タクレンジン
グ）

FN020-1

OCR処理
DT203

OCRテキスト
データ

DT202

正規化テーブル
データ

FN022 データ結

合前処理（ジオ
コーディング）

FN023 データ結

合前処理（座標
系統一）

DT201

正規化地図デー
タ

FN020-3

ベクトル解析

FN020-2

データ構造化処
理

DT204

構造データ化済
テキストデータ

FN024 データ結

合機能（テキス
トマッチング）

FN025 データ集

計機能（クロス
集計処理）

FN026 データ結

合機能（空間結
合処理）

FN027 データ集

計機能（空間集
計処理）

DT206

テキスト結合済
構造化データ

DT209

クロス集計済構
造化データ

DT207

空間結合済構造
化データ

DT208

地域集計済構造
化データ

DT901

最終構造化
データ

DT902-1

ベクトルデータ

FN018 

データ承認機能

FN019 

データ配信機能

FN016データ
ダウンロード
機能

FN010 データ

結合前処理実行
機能

FN007 データ構

造化処理実行機
能

FN031 ベクトル

データ作成処理
実行機能

FN012 データ集
計実行機能(クロ
ス集計)

FN011 データ結
合実行機能(テキ
スト結合)

FN013 データ結

合実行機能（空
間結合）

FN014 データ集

計実行機能（空
間集計）

FN001 ワークス
ペース管理機能

FN002 プロジェ
クト管理機能

FN003

スキーマ
管理機能

FN004

アセット管理機
能

FN005

アイテム
管理機能

DT903

オープンデータ

FN008 処理状況
確認機能

FN009 構造デー

タプレビュー機
能

FN015

データ検索機能

G空間情報セン
ター

サードパーティ
アプリ

Row Data
Processed 

Data

Defined 

Data【凡例】 機能名
外部シス
テム

非構造データ 構造データ
FN017 結合・集

計データプレビ
ュー機能

DT902-2

ベクトルメタデ
ータ

FN031_2

アカウント管理
機能

FN035 

テンプレート
管理機能

FN033 ベクトル
データ作成処理

FN028 カスタム
グラフ機能

FN029

マッピング機能

FN030

レポート出力機
能

FN034

チャット生成機
能

D004:カスタムグラフ作成機能

D005:マッピング機能

D006:帳票・レポート出力機能

D009:チャット機能可視化アプリケーション

FN032 

お問い合わせ文
入出力画面

FN031_1

認証機能

D011:認証機能

FN031_3データ

セット読み込み
機能

FN031_４画面

レイアウト変更
機能

FN031_5

設定API読み込
み機能

可視化共通機能

可視化共通機能

可視化共通機能

ベクトルデータの結合

FN036

データセット
管理機能
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4-1-2. データアーキテクチャ 

 

図 4-2 データアーキテクチャ 

 

D003:正規化データの管理機能

D001：非構造データの自動正規化機能 D002：正規化ローデータの集計・加工機能

D003:正規化データの管理機能

FN021 データ結

合前処理（デー
タクレンジン
グ）FN020-1

OCR処理

JSON

FN022 データ結

合前処理（ジオ
コーディング）

FN023 データ結

合前処理（座標
系統一）

FN020-3

ベクトル解析

FN020-2

データ構造化処
理

JSON

FN024 データ結

合機能（テキス
トマッチング）

FN025 データ集

計機能（クロス
集計処理）

FN026 データ結

合機能（空間結
合処理）

FN027 データ集

計機能（空間集
計処理）

JSON

ベクトルデータ

FN028 カスタム
グラフ機能

FN029

マッピング機能

FN030

レポート出力機
能

FN034

チャット生成機
能

D004:カスタムグラフ作成機能

D005:マッピング機能

D006:帳票・レポート出力機能

D009:チャット機能可視化アプリケーション

G空間情報セン
ター

サードパーティ
アプリ

Row Data
Processed 

Data

Defined 

Data

【凡例】

機能名
外部シス
テム

ベクトルデータの結合

Re:Earth CMS

MongoDB

Backend:Go

Frontend:ReactType

Script

MongoDB

MongoDB

CSV
SHP,

GeoJSON

PDF、
PNG

DOCX,、
XLSX

データ登録・更新 データ読込

AWS Claude API、
Azure OpenAI

Langchain、
Pandas、Tesseract

構造データモデル

AWS Claude API

Langchain、Faiss、
Pandas

構造データモデル、LLM

GDAL

GeoPandas

Turf.js

Pandas

GDAL

GeoPandas

Turf.js

Veda APIサーバー

MongoDB

Mecab

Scikit-Learn、
Pandas

Pandas

GDAL

GeoPandas

Turf.js

GDAL

GeoPandas

Turf.js

GeoJSON

FN010 データ

結合前処理実行
機能

ReactTypeScript

FN007 データ構

造化処理実行機
能

ReactTypeScript

FN033 ベクトル
データ作成処理

ReactTypeScript

FN006 

データ登録機能

ReactTypeScript

FN008 処理状況
確認機能

ReactTypeScript

FN009 構造デ

ータプレビュー
機能

ReactTypeScript

FN015

データ検索機能

ReactTypeScript

FN016データ
ダウンロード
機能

ReactTypeScript

FN001 ワークス
ペース管理機能

ReactTypeScript

FN002 プロジェ
クト管理機能

ReactTypeScript

FN003

スキーマ
管理機能

ReactTypeScript

FN004

アセット管理機
能

ReactTypeScript

FN005

アイテム
管理機能

ReactTypeScript

FN011 データ結
合実行機能(テキ
スト結合)

ReactTypeScript

FN012 データ集
計実行機能(クロ
ス集計)

ReactTypeScript

FN013 データ結

合実行機能（空
間結合）

ReactTypeScript

FN014 データ集

計実行機能（空
間集計）

ReactTypeScript

JSON

GeoJSON

JSON

GeoJSON

ReCharts

ReactTypeScript

ReactTypeScript

MapLibre

ReactTypeScript

FN032 

お問い合わせ文
入出力画面

ReactTypeScript

FN018 

データ承認機能

ReactTypeScript

FN019 

データ配信機能

ReactTypeScript

処理フロー

データ処理

FN017 結合・集

計データプレビ
ュー機能

ReactTypeScript

GeoJSON

GeoJSON

GeoJSON

GeoJSON

RAG(Retrieval-

Augmented 

Generation)

MVT

タイル

JSON

GeoJSON

FN031_1

認証機能

Cloud Identity
D011:認証機能

FN031_2

アカウント管理
機能

FN035 テンプレ
ート管理機能

ReactTypeScript

FN031_3データ

セット読み込み
機能

FN031_４画面

レイアウト変更
機能

FN031_5

設定API読み込
み機能

可視化共通機能

可視化共通機能

可視化共通機能

ReactTypeScript

ReactTypeScript

ReactTypeScript

FN036

データセット管
理機能

ReactTypeScript
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4-1-3. システム構成 

本システムにおける Re:Earth CMS（以下、CMS）は、システム内に登録したデータ（アセット）、システム内

で生成したデータ（コンテンツ）を一元的に管理する役割を持つ。 

 

 

図 4-3 システム構成図 
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表 4-1 利用するコンポーネント一覧 

ID 種別 コンポーネント名 用途 

CO001 Veda フロントエンド HTML・CSS・JavaScript ⚫ Web ブラウザ上で動作する、

（HTML・CSS・JavaScript によ

る）フロントエンドアプリケーショ

ン。API サーバー・Cloud 

Identity・その他各種サーバーとの

通信を行い、オペレーターの実行や

プレビュー機能によるテーブルデー

タや地図データの表示をおこなうア

プリケーション。 

CO002 Veda 可視化フロントエ

ンド 

HTML・CSS・JavaScript ⚫ LINKS Veda 内で作成されたデータ

をもとに地図データ、グラフの可視

化表現をおこなうアプリケーショ

ン。 

CO003 ファイルストレージ Cloud Storage ⚫ フロントエンドのアプリケーション

のソースコードや画像、ユーザーに

よってアップロードされたアセット

ファイルを保存する、オブジェクト

ストレージサーバー。Google 

Cloud Storage（GCS）を使用して

いる。容量は無制限、自動的にスケ

ーリングし、バックアップも自動的

に行われ、データは複数拠点に分散

配置される。巨大なファイルを格

納・配信することが可能。LINKS 

Veda では、静的ファイルを GCS に

保存している。 

CO004 API サーバー Cloud Run ⚫ LINKS Veda は Re:Earth CMS と連

携する。Re:Earth CMS の API サー

バーであり、HTTP サーバーとして

外部からのリクエストを受信してい

る。MongoDB や Google Cloud 

Storage と連携して、アイテムの保

存やプロジェクトの管理・公開など

のさまざまなビジネスロジックを実

行する。API サーバーは、Cloud 
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Run 上で動作する。Cloud Run と

は、Google Cloud で利用可能なサ

ーバーレス（CaaS）プラットフォ

ームであり、Docker コンテナをデ

プロイすることで、サーバーの保守

管理の手間なしに、アプリケーショ

ンをクラウド上で動作させることが

できる。同時接続リクエスト数が規

定数以上に達すると自動的にコンテ

ナが増加し、より多くのトラフィッ

クを自動的に分散処理することがで

きる。Cloud Run は、デフォルト設

定では、HTTP リクエストを受信し

て処理している間のみ CPU が動作

し、リクエストを処理していない時

は動作を停⽌するため、HTTP リク

エストを実際に受信し処理するため

に動作した CPU 時間分のみが課⾦

対象となる。 

CO005 ワーカーサーバー Cloud Run ⚫ LINKS Veda における非同期バック

グラウンド処理を行うサーバーであ

り、HTTP サーバーとして API サー

バーからのリクエストを受信してい

る。ZIP ファイル等の解凍処理や

Webhook の送信などを Cloud 

PubSub と連携しながら行ってい

る。ワーカーサーバーは、API サー

バーと同じく、Cloud Run 上で動

作する。 

CO006 VedaAPI サーバー Cloud Run ⚫ Re:Earth CMS、Microbase バック

エンドと連携し LINKS Veda で動作

する API サーバーであり外部サー

ビスとの連携を担う。詳細は以下の

機能を持つ。 

 ユーザーの権限管理 

 Re:Earth CMS からのアセッ

ト、アイテムなど各種データ

取得、保存。 
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 データ構造化処理、結合処

理、集計処理のリクエスト・

レスポンスの受信と保存 

 チャット機能へのベクトルデ

ータ送信。 

 G 空間情報センターへのデー

タ登録処理。 

 3rd Party 可視化アプリケーシ

ョン向けのデータ配信 API の

発行、共有 URL データの保存 

⚫ Veda API サーバーは、API サーバ

ーと同じく Cloud Run 上で動作す

る。 

CO007 データベース Mongo DB ⚫ MongoDB は、MongoDB 社が開発

し、オープンソースとして提供され

散る NoSQL データベース・ドキュ

メント指向型データベースである。 

⚫ LINKS Veda ではデータベースとし

て Mongo DB を使用し、Re:Earth 

CMS、LINKS Veda（データ管理部

分）でそれぞれデータベースを保持

する。 

⚫ Re:Earth CMS の DB には、ワーク

スペース、プロジェクト、アセッ

ト、コンテンツに関する情報が保存

され、LINKS Veda（データ管理部

分）ではユーザー、テンプレート、

アクセス権限管理に関する情報が保

存される。 

⚫ Compute Engine 上で動作する 

CO008 3ed Party 可視化アプ

リケーション 

- ⚫ ArcGIS、QGIS、ForePaas などの

外部のプラットフォームを指す。

LINKS Veda ではデータ利用のため

の公開 API を発行し、API からデー

タの読み込みを可能とする。 

CO009 G 空間情報センター CKAN ⚫ 官民問わずさまざまな主体により整

備・提供される多様な地理空間情報

を集約し、利用者がワンストップで
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検索・ダウンロードし利用できる、

産学官の地理空間情報を扱うプラッ

トフォーム。LINKS Veda では、シ

ステム管理者がオープンデータ公開

処理を行うタイミングで、自動的に

G 空間情報センターへ登録を行う。 

CO010 チャット機能 Cloud Run ⚫ LINKS Veda 内の機能の一つで、ベ

クトルデータを用いたチャットによ

る問い合わせのためのアプリケーシ

ョンを指す。 

CO011 ID 管理・認証 Cloud Identity Platform ⚫ Google 社が提供する顧客 ID とア

クセス管理（CIAM）のシステムで

あり、ID 管理機能とアクセス管理

機能をアプリケーションに組み込む

ことにより、ユーザーアカウントの

保護と信頼性の高いスケーリングを

可能にするものである。Cloud 

Identity Platform は、マルチテナン

ト SaaS アプリケーション、モバ

イルアプリやウェブアプリ、ゲー

ム、API などに対応している。

Cloud Identity を使用することで、

開発者はアプリケーションに安全で

使いやすく信頼性の高い認証認可機

能を組み込むことができる。 

CO012 データベース MongoDB  ⚫ Re:Earth CMS とのやり取りで追従

データを保管する。 

⚫ Compute Engine 上で動作する 

CO013 API エントリー Cloud Functions ⚫ Re:Earth CMS からのアセットデー

タを受け取る。 

⚫ LLM とのやり取りが必要なアセッ

ト情報を VedaAPI サーバーから受

け取る。 

⚫ バックグラウンド処理が必要な場

合、Pub/Sub 経由で CloudRun の

ジョブへ依頼する。 

CO014 チャットボット Cloud Function ⚫ ユーザーからの問い合わせ内容を受
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け、ベクトルデータベース DB に関

連データを取得し、LLM への回答

生成を依頼する。 

⚫ 処理後 Re:Earth CMS にデータを返

却する。 

CO015 データ構造化 Cloud Run ⚫ Re:Earth CMS からのアセットデー

タを受け取る。 

⚫ 取得したアセットを OCR 処理し、

LLM を用いて構造データを生成す

る。 

⚫ 処理後 Re:Earth CMS にデータを返

却する。 

CO016 サジェッション Cloud Run ⚫ Re:Earth CMS からのアセットデー

タを受け取る。 

⚫ 取得したアセットを OCR 処理し、

LLM を用いてファイルの構造化に

必要なカラム名や説明文などを抽出

する。 

⚫ 処理後 Re:Earth CMS にデータを返

却する。 

その他 - Cloud DNS ⚫ Google Cloud の DNS。LINKS 

Veda で使用しているドメインに対

応するレコードは全て Cloud DNS

で管理されている。 

 - Cloud CDN ⚫ Google Cloud の CDN（Content 

Deliver Network = ウェブコンテン

ツをインターネット経由で配信する

ために最適化されたネットワー

ク）。Google Cloud などと組み合わ

せて使用することで、リクエスト元

から地理的に近いサーバーにコンテ

ンツのキャッシュを自動的に配置

し、コンテンツ配信を高速化・効率

化させることができる。 

  Cloud Load Balancing ⚫ Google Cloud のマネージドなロー

ドバランサ（負荷分散システム）。

LINKS Veda で使用されるドメイン
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の IP アドレスは全て Cloud Load 

Balancing に向いており、リクエス

トのホスト（ドメイン）に応じて

API サーバーやストレージサーバー

に自動的にルーティングされる。 

  Cloud SQL ⚫ LINKS Veda におけるユーザー管

理、ユーザーとアセットの紐づけ、

EBPM Tools で利用する設定ファイ

ル等を保存する。 

 ログ収集 Cloud Logging ⚫ Google Cloud のログ収集サービ

ス。Cloud Run などから出力される

ログを閲覧可能。システムのトラブ

ルシューティング時に役立つ。 

 Webhook 送信 Cloud Pub/Sub ⚫ Google Cloud のメッセージングサ

ービス。アプリケーション間の連携

を実施するために利用される。

LINKS Veda では、API サーバーと

ワーカーサーバー間の通信に使用し

ている。 

 Pub/Sub Topic Cloud Pub/Sub ⚫ Google Cloud のメッセージングサ

ービス。API エントリーからメイン

処理へタスクを割り振る。 

 ベクトルデータベース Google Big Query ⚫ ベクトル化したデータを格納するデ

ータベースになる。 

  AWS Bedrock ⚫ LLM モデルへの問い合わせする際

に使うサービスになる。 

  API Gateway ⚫ Google Cloud のフルマネージド

API ゲートウェイ。 Cloud 

Functions、Cloud Run、App 

Engine 向け API を管理する。シ

ステム上の API へアクセスする承

認機能を対応し、パフォーマンス改

善する技術などもサポートするサー

ビスである。 
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4-1-4. ハードウェアアーキテクチャ 

利用したハードウェア一覧 

 

図 4-4 ハードウェアアーキテクチャ 

 

 

表 4-2 利用するハードウェア一覧 

ID 種別 品番 用途 

HW001 実証用 PC HP ProBook 635 

Aero G8 

⚫ LINKS Veda へのアクセス、データ生成に関わる処理

の実行およびデータの公開処理 

⚫ Re:Earth CMS へのアクセス 

⚫ LINKS Veda 経由での各ユースケース EBPM Tools の

実行 
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利用したハードウェア詳細 

 

1) HW001 

⚫ 選定理由 

➢ 実証を行う国土交通省職員の標準 PC のスペックであるため。 

⚫ 仕様・スペック 

➢ CPU：AMD Ryzen（TM）3 5400U 

➢ メモリ：32GB 

➢ ブラウザ：Microsoft Edge、Google Chrome 

➢ SSD：512GB 

➢ ディスプレイ：13.3 インチ 

➢ 重さ：約 1000g 

➢ OS：Windows11 Enterprise 

⚫ 画面サイズの制約 

➢ EBPM Tools 検証時は、コンテンツを正常に表示させるため、以下の環境での実証を推奨する。最

小サイズを下回る場合には、正しくコンテンツ表示ができず、オペレーションに影響が出る可能性

がある。 

 推奨動作環境 

⚫ ブラウザ：1440 × 900、コンテンツ領域：1440 × 802 

 最小動作環境 

⚫ ブラウザ：1200 × 832、コンテンツ領域：1200 × 750 
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4-2. システム機能 

4-2-1. システム機能一覧 

 

表 4-3 機能一覧 

大分類 分類名 ID 機能名 機能説明 

D003 

 

 

正規化デー

タの管理機

能 

FN001 ワークスペース管理機能 ⚫ 本機能は、CMS 内の機能である。複数

ユーザーがデータ登録、管理するため

の作業場所としてワークスペースを作

成・管理する。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN002 プロジェクト管理機能 ⚫ 本機能は、CMS 内の機能である。プロ

ジェクトはワークスペースに複数作成

可能で、本機能はデータ管理の目的に

応じてプロジェクトを作成・管理す

る。 

⚫ 1 つのワークスペースに 1 つのプロジ

ェクトは必須で作成となる。LINKS 

Veda では 1 つのプロジェクトを作成

する。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN003 コンテンツ管理機能 ⚫ 本機能では、D001、D002 の処理実行

によって作成されるコンテンツ情報を

管理する機能を提供する。本機能はコ

ンテンツメニューから呼び出す。コン

テンツの検索、削除、名称変更、編

集、ダウンロードが可能である。各コ

ンテンツの編集・参照権限は、ログイ

ンユーザーの所属（原課レベル）によ

って制御する。 

⚫ コンテンツの編集は、レコードのイン

サート、カラムの追加、削除、カラム

名の編集、アイテムの追加、削除、フ

ィールド内の値の編集を可能とする。 

⚫ コンテンツの管理情報として以下を保

持する。 

・ コンテンツは、オープンデータ、

EBPM Tools、チャットでそれぞ

れ利用する。それらを管理する公

開ステータスとして、「オープン



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 28 -  

 

データ」、「可視化」、「チャット」

を保持する。公開ステータスは、

コンテンツ管理と【FN036】デー

タセット管理機能の双方で保持す

る。 

・ 「オープンデータ」の公開ステー

タスは、データ作成、データ公開

のステータスによって管理する。

データ作成では、スイッチのオン

/オフにより、オープンデータ向

けの CSV、JSON、GeoJSON、

MVT タイル形式データの作成を

行う。データ公開では、スイッチ

のオン/オフを行うことでオープ

ンデータの公開可否を管理する。

オープンデータの公開ステータス

は、システム管理者のみ更新を行

うことができる。 

・ 「チャット」の利用ステータス

は、ベクトルデータの作成スイッ

チのオン/オフによって管理す

る。 

⚫ 公開ステータスの他、コンテンツ名、

データサイズ、作成者、作成日、更新

者、最終更新日などのメタデータとし

て保持する。メタデータの詳細は 4-2-

3. 開発機能の詳細にて記載する。 

⚫ コンテンツ情報は、スキーマ情報と合

わせてユーザーがダウンロード可能と

する。ダウンロードファイルの詳細は

4-2-3. 開発機能の詳細にて記載する。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN004 アセット管理機能 ⚫ 本機能では、アップロードされたファ

イルの単位（Raw Data）であるアセッ

トを管理する機能を提供する。本機能

はアセットメニューから呼び出す。ア

セットの追加、検索、削除が可能であ

る。 

⚫ アセット管理のため、システム内でデ
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ータ管理するためのメタデータとし

て、ファイル名、ファイル形式

（PDF/CSV/JSON/GeoJSON/SHP/ZI

P/DOCX/XLSX）、ファイルサイズ、作

成者、作成日時の情報を保持する。 

⚫ アセット画面では、アセットを選択す

ることで、アセット一覧と同様の画面

でファイルのプレビューを確認でき

る。GeoJSON の場合が地図ビューワ

ーで地図のプレビューが可能である。 

D003 

 

正規化デー

タの管理機

能 

FN005 アイテム管理機能 ⚫ 本機能は、CMS で管理するデータの最

小単位で、コンテンツのレコードを管

理する。 

D003 

 

正規化デー

タの管理機

能 

FN006 データ登録機能 ⚫ 本機能は、アセットメニューから呼び

出す。任意の静的ファイルをローカル

から選択し、アセットとして新規アッ

プロードしデータ登録をする機能であ

る。登録データは編集、削除可能であ

る。 

⚫ アップロードファイルのデータ形式

は、原票データ（PDF、PNG）、パッ

ケージ（ZIP）、テキストデータ

（DOCX、XLSX）、テーブルデータ

（CSV、JSON）、地図データ（SHP、

CSV、GeoJSON）での登録を許容す

る。 

⚫ データ登録時に ZIP でファイルがアッ

プロードされた場合には、登録時に解

凍処理を自動で実行する。 

D001 非構造デー

タの自動正

規化機能 

FN007 データ構造化処理（UI） ⚫ 本機能では、非構造データ（原票デー

タ、テキストデータ）に対し、構造デ

ータ化（コンテンツ作成）する処理を

実行する画面を提供する。ユーザーは

自身がアップロードしたアセット選択

し、アセットビューワーで参照しなが

ら、構造化するためのスキーマ構成を

入力項目に則って指定する。なお、さ

らに詳細な条件文の記入やテンプレー
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トを利用しないプロンプト入力に慣れ

ているユーザー向けの UI として自由文

の記述項目を設ける。 

⚫ 事前にテンプレートとして定義したプ

ロンプトを利用する場合には、「テンプ

レート選択」ボタンから呼び出すこと

ができる。実行時に利用したプロンプ

トを新規にテンプレートとして保存す

る場合には「テンプレートとして保

存」ボタンを押下する。 

⚫ スキーマ構成の入力サポートとして、

サジェッションも可能である。「スキー

マ提案の実行」ボタンを押下すること

で、【FN020_4】データ構造化前サジェ

ッション機能を起動し、アセットから

想定しうるスキーマ構成を LLM で提

案することができる。 

⚫ データ構造化は、1 ファイル 1 レコー

ドで作成されるが、オプションとして

1 ファイル複数レコードを作成するこ

ともできる。 

⚫ データ構造化に加えて、出典名の付与

を行う。ユーザーは構造化対象のカラ

ム名、自由入力のテキストを組み合わ

せることで出典名の作成を行う。本機

能で付与した出典名は、【FN034】チャ

ット生成機能のレスポンスで利用す

る。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN008 処理状況確認機能 ⚫ 本機能では、D001、D002 のオペレー

ターごとの処理ステータス（処理待/処

理中/処理済/保存済/エラー）を実行ユ

ーザーごとに一覧で確認できる機能を

提供する。処理状況一覧メニューから

遷移する。 

⚫ 処理状況を押下することで、実行時の

オペレーターの詳細画面に遷移するこ

とができる。 
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D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN009 構造データ化プレビュー

機能 

⚫ D001 処理実行後の確認として、構造

化されたデータプレビューをテーブル

形式で行う機能を提供する。 

⚫ 本機能はデータ構造化処理（UI）に具

備する。 

D001 非構造デー

タの自動正

規化機能 

FN010 データ結合前処理実行機

能（UI） 

⚫ 本機能では、D001 で構造化されたデ

ータ、地図データ、テーブルデータに

対し、【FN021】データ結合前処理（デ

ータクレンジング）を実行する。ユー

ザーはデータクレンジングに必要な条

件をオプションとして設定し、実行可

能とする。 

⚫ 本機能では、地図データでないコンテ

ンツに対し、【FN022】データ結合前処

理（ジオコーディング）を実行する。

ユーザーはジオコーディングを行う住

所を保持するカラムを指定し、対象の

カラムに対してジオコーディングを実

行する。処理の結果、新規に緯度経度

の情報とポイントのジオメトリが追加

される。 

⚫ カラムの秘匿化処理を行う。秘匿化処

理には、ランク化、偏差値化、コード

の新規採番、住所カラムの秘匿化の処

理が含まれる。 

⚫ 資料名の付与を行う。任意のテキスト

を入力することで資料名の作成を行

う。本機能で付与した資料名は、

【FN034】チャット生成機能のレスポ

ンスで利用する。 

⚫ 地図データの場合は、バックエンドで

【FN003】データ結合前処理（座標系

統一）を実行し座標系を WGS84 に設

定する。 

D002 正規化ロー

データの集

計・加工機

能 

FN011 データ結合実行機能（テ

キストマッチング）

（UI） 

⚫ 本機能では、2 つのコンテンツを対象

に、結合処理を行う機能を提供する。

ユーザーは、結合元のコンテンツ（以

下、メインコンテンツ）と、情報を付
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加する結合先のコンテンツ（以下、結

合先コンテンツ）を指定し、両者を結

びつける基準となるカラム（以下、キ

ーカラム）を選択して結合処理を実行

する。なお、メインコンテンツのデー

タを基準として、結合先コンテンツの

データが付加される形で結合処理され

る。 

⚫ 結合先コンテンツについては、結合後

にメインコンテンツに保持させたいカ

ラム（以下、結合カラム）を指定する

ことができる。結合カラムを指定しな

い場合は、結合先コンテンツの全カラ

ムが対象となる。なお、同時に結合で

きる結合先コンテンツは 1 つのみであ

り、複数のコンテンツと結合する場合

は本機能を繰り返し使用する必要があ

る。 

⚫ 結合条件に一致しなかったデータは後

続の処理対象からは除外される。 

D002 正規化ロー

データの集

計・加工機

能 

FN012 データ集計実行機能（ク

ロス集計）（UI） 

⚫ 本機能では、選択したコンテンツに対

し、集計単位と集計対象を指定し、カ

ラムの合計・平均値、およびカウント

値を算出する機能を提供する。 

D002 正規化ロー

データの集

計・加工機

能 

 

FN013 データ結合実行機能（空

間結合）（UI） 

⚫ 本機能では、地図データの空間結合を

実施する。結合処理の基準となる地図

データ(以下、メイン地図データ)と、

情報を付加するために結合される地図

データ(以下、結合地図データ)を指定

し、結合方式を選択してデータを結合

する。結合方式には交差結合、最近傍

結合が存在し、ユーザーは任意の結合

方式を選択し実行することができる。

最近傍結合の場合には、検索上限範囲

を指定する。 

⚫ 【FN024】 データ結合実行機能（テキ

ストマッチング）と同様、結合条件に

一致しなかったデータは後続の処理対
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象からは除外される。 

D002 正規化ロー

データの集

計・加工機

能 

FN014 データ集計実行機能（空

間集計）（UI） 

⚫ 本機能では、地図データの集計を実施

する。メイン地図データ、集計地図デ

ータ、集計単位、集計対象を指定し、

カラムの合計・平均値、およびカウン

ト値を算出する機能を提供する。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN015 データ検索機能 ⚫ 【FN003】コンテンツ管理機能、

【FN004】アセット管理機能、

【FN035】テンプレート管理機能のそ

れぞれにおいて、一覧から検索可能な

機能を提供する。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN016 データダウンロード機能 ⚫ 本機能では、コンテンツ情報、スキー

マ情報を【FN003】コンテンツ管理機

能からダウンロードできる機能を提供

する。 

⚫ データダウンロードは、コンテンツ管

理機能の管理パネルから実行できるデ

ータ作成後に実行可能となる。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN017 結合・集計データプレビ

ュー機能（UI） 

⚫ D002 処理実行後の確認として、結合/

集計されたデータプレビューをテーブ

ル形式、地図形式で行う機能を提供す

る。 

D003 

 

正規化デー

タの管理機

能 

FN018 データ承認機能 ⚫ 最終構造化データに対し、システム管

理者によるデータ承認を【FN003】コ

ンテンツ管理機能から行う機能を提供

する。【FN019】データ配信機能におけ

るオープンデータ公開処理と同義とす

る。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN019 データ配信機能 

 

⚫ データ配信には、①オープンデータ向

けの配信（G 空間情報センターへの公

開）、②EBPM Tools 向けの配信の 2 種

類が存在する。 

⚫ オープンデータ化向けの配信について

は、システム管理者によってのみ処理

可能とする。②EBPM Tools 向けの配

信については一般ユーザーにて可能と

する。データの公開処理は【FN003】
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コンテンツ管理機能の管理パネル、

【FN036】データセット管理機能のデ

ータ公開スイッチから実施する。 

D001 非構造デー

タの自動正

規化機能 

FN020_1 OCR 処理 ⚫ 【DT001】原票データを対象に、画像

データから文章および丸囲み等の図形

オブジェクトを抽出し、テキストデー

タに変換する機能を提供する。 

FN020_2 データ構造化処理 ⚫ 【FN020_1】でテキスト化したデータ

および【DT002】テキストデータを対

象に、【AL02】構造データ生成モデル

によって、指定した出力スキーマに従

い、構造データに変換する機能を提供

する。 

FN020_3 ベクトル解析 ⚫ 【FN034】チャット生成機能にてユー

ザーが登録したデータの内容を問い合

わせることができるよう、ベクトル化

処理を実施する機能を提供する。 

FN020_4 データ構造化前サジェッ

ション機能 

⚫ 【FN020_2】データ構造化処理に必要

な出力スキーマの候補を提案し、ユー

ザーがデータ構造化処理の入力を支援

する機能を設ける。 

D001 非構造デー

タの自動正

規化機能 

FN021 データ結合前処理（デー

タクレンジング） 

⚫ 【FN024】データ結合処理（テキスト

マッチング）前にユーザーが指定した

カラムを対象に表記ゆれの修正やデー

タクレンジング処理（スペースの削除

や全角・半角の削除、テキストの置換

処理など）を行う。 

⚫ 表記ゆれの正規化には、番地表記、市

区町村名に含まれる小書き文字表記、

数字表記の統一、単位、日時表記の統

一が含まれる。 

D001 非構造デー

タの自動正

規化機能 

FN022 データ結合前処理（ジオ

コーディング） 

⚫ 住所情報を保持するカラムに対してジ

オコーディング（座標付与）を実行

し、新規に緯度経度のカラムを追加す

る機能を提供する。  
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D001 非構造デー

タの自動正

規化機能 

FN023 データ結合前処理（座標

系統一） 

⚫ 登録データとなる【DT003】地図デー

タにおいて複数の座標系が混在してい

る場合に備え、WGS84 に座標系統一

処理を実行する。 

D002 正規化ロー

データの集

計・加工機

能 
 

FN024 データ結合処理（テキス

トマッチング） 

⚫ 任意のテーブルデータに対しテキスト

マッチングによるインデキシング処理

を行う機能を提供する。 

⚫ テキストマッチングにおいて、結合に

用いるデータ間における類似度を算出

し、指定した類似度の閾値以上の類似

度となるデータを属性結合する。  

⚫ テキストマッチングを利用した属性結

合において、結合前後における総件数

および結合率の表示を選択する。 

D002 正規化ロー

データの集

計・加工機

能 

FN025 データ集計処理（クロス

集計） 

⚫ ユーザーが指定した任意のカラムをキ

ーに要約統計量（合計、カウント、平

均）を算出する機能を提供する。 

D002 正規化ロー

データの集

計・加工機

能 

 

FN026 データ結合処理（空間結

合） 

⚫ 複数データを選択し、ポリゴンとポイ

ントにおける交差結合をする機能を提

供する。位置精度によるずれを防ぐた

め、最近傍結合も考慮する。 

D002 正規化ロー

データの集

計・加工機

能 

 

FN027 データ集計処理（空間集

計） 

⚫ ユーザーが指定した条件にのっとり

（都道府県単位等）、ユーザーがアップ

ロードした地域ポリゴンデータを結合

し、地域単位で集計し、新規地図デー

タとして保存する機能を提供する。 

D004 カスタムグ

ラフ作成機

能 

FN028 グラフカスタマイズ機能 ⚫ 本機能は、EBPM Tools における共通

機能として提供する。【FN019】データ

配信機能のアプリケーション利用で紐

づけされたコンテンツに対し、事前に

定義されたレイアウトパターンを選択

しグラフ化する機能を提供する。 

D005 マッピング

機能 

FN029 マッピング機能 ⚫ 本機能は、EBPM Tools における共通

機能として提供する。【FN019】データ

配信機能で紐づけされたコンテンツ
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（地図データ）に対し、ダッシュボー

ドに地図データをマッピングする機能

を提供する。地図データの表示、レイ

ヤの重畳、スタイル編集等の機能を提

供する。 

D006 レポート出

力機能 

FN030 レポート出力機能 ⚫ 本機能は、EBPM Tools における共通

機能として提供する。D004、D005 と

連携したレポート出力機能を提供す

る。 

- 共通機能 FN031_1 認証機能 ⚫ 任意のユーザーに対してアカウント発

行、メールアドレスおよびパスワード

の変更を行う機能を提供する。 

⚫ 2 段階認証による認証機能を提供す

る。 

  FN031_2 アカウント管理機能 ⚫ ユーザーの権限管理を行う機能を提供

する。 

  FN031_3 データセット読み込み機

能 

⚫ 本機能は、EBPM Tools における共通

機能として提供する。ユーザー(=原課

レベル)は、EBPM Tools 画面訪問時

に、利用するデータセットをリストか

ら選択して読み込み、EBPM Tools と

データの紐づけを行う。データセット

にはユースケースで利用するコンテン

ツ情報が紐づけられている。 

⚫ 選択するデータセットは【FN036】デ

ータセット管理機能にて作成した

EBPM 用データセットのみ表示され

る。利用できるコンテンツは

【FN004】コンテンツ管理の公開ステ

ータスで「可視化」がオンであるもの

に限る。 

  FN031_4 設定 API 機能 ⚫ 設定 API 機能は、ユースケース＋ユー

ザーの組み合わせで設定情報を Veda 

API サーバー内に保存する機能であ

る。初期設定後、画面再訪問時に自動

で読み込みがなされるため、ユーザー

による都度の読み込みは不要である。 
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⚫ 取り込んだデータセット、グラフレイ

アウトの変更、色の変更、グラフ種類

の変更などユーザーレベルで実施する

カスタマイズはオペレーションの都度

DB に保存される。 

  FN031_5 データ参照機能 ⚫ Defined Data をブラウザ上で参照でき

る。 

D009 チャット機

能 

FN032 問い合わせ文入出力画面 ⚫ ユーザーがお問い合わせ内容を入力

し、入力内容に対して【FN034】での

生成結果を出力する機能である。 

  FN033 ベクトルデータ作成機能

（ベクトル解析） 

⚫ Defined データおよび原票データ・テ

キストデータの Raw Data に対して、

【FN20-3】ベクトル解析を実行する機

能である。 

  FN034 チャット生成機能 ⚫ 【FN032】問い合わせ文入出力画面の

ユーザーからのお問い合わせ入力内容

を元に関連性のあるデータを

【FN033】ベクトルデータ作成機能

（ベクトル解析）で生成したベクトル

データから検索・取得し、質問と取得

したデータを埋め込んだプロンプトを

作成し、LLM によって【FN032】問

い合わせ文入出力画面で出力するユー

ザーへの返答文（自然言語）を生成す

る機能である。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN035 テンプレート管理機能 ⚫ 本機能では、データ生成に必要な処理

を一連処理として実行するため、各オ

ペレーターをシーケンシャルに設定し

たワークフローテンプレート（以降、

ワークフロー）、個別のオペレーター起

動に必要なパラメータ情報を設定する

個別テンプレートを作成・実行する。 

D003 正規化デー

タの管理機

能 

FN036 データセット管理機能 ⚫ 本機能では、LINKS Veda 内で管理す

るコンテンツ情報を同一の属性情報を

持ったデータ群として管理するため、

ユースケースの単位でデータセットと

して管理する機能を提供する。 
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⚫ データセット管理画面では、G 空間情

報センターに公開する際のメタデータ

情報を入力する。 

  FN037 秘匿化処理機能 ⚫ データ公開に向けて、数値情報の階層

化・偏差値化や新規コードの追加、住

所の秘匿化を行い、元の情報を特定で

きないように秘匿化する機能を提供す

る。 

  FN038 英語カラム化機能 ⚫ データ公開に向けて、LLM を用いて日

本語カラムを英語カラムへと変換する

機能を提供する。 

 

 

図 4-5 Veda と EBPM Tools 機能の関連 
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4-2-2. 利用したソフトウェア・ライブラリ 

 

表 4-4 利用するソフトウェア・ライブラリ 

ID 項目 バージョン 内容 

SL001 Ubuntu 20.04 LTE ⚫ Linux Distribution 

SL002 miniconda 4．9．2 ⚫ Python ライブラリの管理 

SL003-1 AWS Bedrock API bedrock-

2023-05-31 

⚫ 大規模言語処理モデルを呼び出し、プロンプ

トに基づきデータ生成するための API。API

には AWS 社の Bedrock API を利用、モデル

には Claude3 を利用。 

⚫  

SL003-2 Azure AI Vision API 3.1 ⚫ OCR の精度向上のため、マイクロソフト社が

提供する Azure AI Vision API を利用。 

SL004 Langchain 0.1.2 ⚫ オープンソース自然言語処理(NLP) LLM ライ

ブラリ 

SL005 Faiss 1.5.3 ⚫ Meta 社が提供する、高性能な類似性検索ラ

イブラリ 

SL006 Mecab 0.996 ⚫ 日本語のテキストの形態素解析を行う OSS ラ

イブラリ 

SL007 Scikit-Learn 1.4.2 ⚫ テキストマッチングを実施するための OSS ラ

イブラリ 

SL008 GDAL 3.8.5 ⚫ 地理空間情報データ操作のライブラリで、ラ

スター・ベクター形式の変換等を実施 

SL009 Pandas 2.2.2 ⚫ データフレームの操作を行うためのライブラ

リ 

SL010 GeoPandas 0.14.3 ⚫ 地理空間情報データ操作のライブラリで、テ

ーブルデータ処理等を実施 

SL011 Tesseract 5.4.0 ⚫ オープンソースの OCR ライブラリ 

SL012 React/TypeScript - ⚫ フロントエンドの Web アプリケーション開発

言語 

SL013 Turf.js - ⚫ オープンソースの地理空間解析ライブラリ 

SL014 ReCharts - ⚫ オープンソースの統計グラフ可視化ライブラ

リ 

SL015 Leaflet - ⚫ 2D 地図ライブラリ 

SL016 Re:Earth CMS - ⚫ データ登録・管理・配信をノーコードで実行

可能なオープンソースのヘッドレス CMS 
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SL019 MongoDB - ⚫ ドキュメント指向の NoSQL のデータベース

で、データの柔軟性と拡張性が特徴である。 

SL020 Go - ⚫ バックエンドの Web サーバー開発言語 

SL021 GraphQL - ⚫ API のクエリ言語およびランタイムを指す。

バックエンドとフロントエンド間の通信で利

用する 

SL022 Cloud Identity - ⚫ ユーザーの認証を行う外部サービス 

SL023 Python  3.12 ⚫ オープンソースのプログラミング言語のひと

つ 

SL024 Remix - ⚫ Web アプリケーション開発フレームワーク 

SL025 Hono - ⚫ Web アプリケーション開発フレームワーク 

SL026 AWS Location API 4.0 ⚫ 住所情報から緯度経度(WGS84)を入手するジ

オコーダーAPI 

SL027 MapLibre - ⚫ EBPM Tool で利用する地図ライブラリ。2.5

次元での表現などが可能 
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4-2-3. 開発機能の詳細要件 

 

【FN001】 ワークスペース管理機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ CMS におけるデータ管理用ワークスペース管理機能を指す。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ なし 

➢ 出力 

⚫ なし 

⚫ 機能詳細 

➢ システム管理者のみが CMS 上にデータ管理用のワークスペースを作成する。本システムでは、ワ

ークスペースを 1 つのみ作成する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ Re:Earth CMS 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN002】 プロジェクト管理機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ CMS におけるデータ管理用プロジェクト管理機能を指す。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ なし 

➢ 出力 

⚫ なし 

⚫ 機能詳細 

➢ システム管理者のみが CMS 上にデータ管理用のプロジェクトを作成する。本システムでは、プロ

ジェクトを 1 つのみ作成する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ Re:Earth CMS 
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➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

【FN003】 コンテンツ管理機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、D001、D002 の処理実行によって作成されるコンテンツ情報を管理する機能を提供

する。本機能はコンテンツメニューから呼び出す。コンテンツの検索、削除、名称変更、編集が可

能である。各コンテンツの編集・参照権限は、ログインユーザーの所属（原課レベル）によって制

御する。 

➢ コンテンツを選択し、オペレーターボタンから各オペレーター画面（構造化処理画面、データ結

合前処理画面、テキストマッチング画面、空間結合画面、クロス集計画面、空間集計画面）に遷移

し、実行が可能である。 

➢ コンテンツの編集では、インサート、カラムの追加、削除、カラム名の編集、コンテンツ内のデー

タ編集、コピーを可能とする。 

➢ コンテンツの管理パネルにて、公開ステータスの管理等を実施する。 

 

⚫ フローチャート 

 

図 4-6 コンテンツ管理処理フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ JSON 形式、GeoJSON 形式（D001、D002 で作成されたコンテンツ） 

➢ 出力 

⚫ 【DT904】コンテンツスキーマデータ 

⚫ 【DT905】コンテンツデータ 
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⚫ 機能詳細 

➢ コンテンツ管理機能では、システム内で作成された Processed Data、Defined Data の検索、削

除、編集、コピー、ダウンロードが可能である。 

➢ コンテンツ一覧画面では、コンテンツのプレビューを確認することができ、画面下部のボタンか

らコンテンツの編集、コンテンツの削除、コンテンツダウンロード、オペレーターの起動、テンプ

レートの呼び出しが可能である。画面右部の管理パネルからは、コンテンツの管理情報を確認、

更新することができる。コンテンツで保持しているメタデータは以下の通り。 

⚫ 公開ステータス 

⚫ オープンデータ、可視化、チャットのステータスを保持する。オープンデータ公開のオ

ン/オフ、利用するユースケースの紐づけ、ベクトルデータの作成スイッチのオン/オフ

の操作によって更新される。 

⚫ 「オープンデータ」ステータス 

⚫ 本ステータスは、データ作成、データ公開のステータスによって管理する。 

⚫ データ作成では、スイッチのオン/オフにより、オープンデータ向けの CSV、JSON、

GeoJSON、タイル形式データの作成を行う。データ公開では、スイッチのオン/オフを

行うことでオープンデータの公開可否を管理する。オープンデータの公開ステータスは

システム管理者のみ更新を行うことができる。 

⚫ 「可視化」ステータス 

⚫ 本ステータスは、可視化利用のユースケースを紐づけることによってオンになる。ユー

スケースは複数紐づけと削除が可能である。 

⚫ 「チャット」ステータス 

⚫ 「チャット」の利用ステータスは、ベクトルデータの作成スイッチのオン/オフによって

管理する。ベクトルデータの作成スイッチを押下することで【FN033】ベクトルデータ

作成機能（ベクトル解析）を起動し、【FN034】チャット生成機能で検索可能なベクトル

データを作成する。 

⚫ 更新日 

⚫ コンテンツの更新日を保持する。 

⚫ 更新者 

⚫ コンテンツの更新者を保持する。 

⚫ 以下はコンテンツで設定するメタデータである。G 空間情報センターに公開される際には、

リソースのメタデータとして公開する。 

 

表 4-5 コンテンツ用メタデータ 

ID 入力項目名称 デフォルト入力値 内容 

1 管理 ID ProjectLinks{ID となる数字}_{年度} ⚫ G 空間情報センターで管理

するデータセットを一意で

判断するための ID。 

2 タイトル（データセッ  ⚫ G 空間情報センターで管理
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ト名称） するデータセットを一意で

判断するための名称。 

3 説明 データの作成にあたっては、紙で保管

された報告書をスキャンして PDF 化

し、LINKS Veda を使用しました。

LINKS Veda によるデータ作成の精度は

紙資料の保存状態や記入状況に依存

し、データの完全性や正確性を保証す

るものではありません。

https://www.mlit.go.jp/links/本データ

は政府標準利用規約（第 2.0 版）に準

拠しています。また、クリエイティ

ブ・コモンズ・ライセンスの表示 4.0

国際と互換性があるとともに、利用者

が Open Data Commons による ODC 

BY 又は ODbL での利用を希望する場合

に、それを妨げるものではありませ

ん。 

⚫ G 空間情報センターに公開

するデータに関する詳細説

明。Project LINKS では、

左記を固定とする。 

4 キーワード  ⚫ G 空間情報センターでデー

タ検索を補助するためのキ

ーワード情報。 

5 テーマ分類  ⚫ G 空間情報センターでデー

タ検索を補助するためのタ

グで保持する情報。 

6 対象地域 日本全国 ⚫ データ対象地域。Project 

LINKS では、左記を固定と

する。 

7 対象期間  ⚫ 公開するデータ対象期間を

示す。 

8 提供者 国土交通省 総合政策局 情報政策課 ⚫ データ提供者を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

9 連絡先情報  ⚫ データ提供者の連絡先情報

を示す。 

10 作成者 国土交通省 総合政策局 情報政策課 ⚫ データ作成者を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 
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11 公開日  ⚫ G 空間情報センターへのデ

ータ公開日を示す。 

12 最終更新日  ⚫ 作成されたデータセットの

最終更新日を示す。 

13 更新頻度 不定期 ⚫ 更新頻度を示す。Project 

LINKS では、左記を固定と

する。 

14 言語 ja ⚫ データの言語を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

15 公開範囲 制限付き公開 ⚫ データの公開範囲を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

16 公開条件  ⚫ データの公開条件を示す。 

17 ライセンス 政府標準利用規約（第 2.0 版） ⚫ データのライセンスを示

す。Project LINKS では、

左記を固定とする。 

18 利用規約 https://www.mlit.go.jp/links/terms-

of-use.html 

⚫ データの利用規約を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

19 バージョン ver1.0 ⚫ データの利用規約を示す。

データ更新の度にバージョ

ンを上げて対応する。 

⚫ データセットを変更した場

合：ver 番号を更新する。

（例：1.0→2.0） 

⚫ データセット内のコンテン

ツを更新した場合：枝番を

更新する。（例：1.0→1.1） 

20 タイプ CSV、JSON、GeoJSON ⚫ G 空間情報センターに公開

する際のリソースのファイ

ル形式を示す。 

21 エンコーディング UTF-8 ⚫ G 空間情報センターに公開

するファイルのエンコーデ

ィング。UTF-8 BOM 付の

ファイルで公開される。 

22 来歴情報  ⚫ G 空間情報センターへの来
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歴情報。空欄とする。 

23 品質評価 正確性、完全性、一貫性 ⚫ LINKS Veda で作成したデ

ータの品質評価を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

24 データ品質（品質測定

結果） 

統計的な分析を行うのに十分な品質。

ただし、データ型の統一などデータク

レンジング処理を行っておりますが、

紙資料の保存状態や記入状況によって

は、正確な記載となっていない場合が

ございます。 

⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

25 制約 利用規約による ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

26 有償無償区分* 無償 ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

27 災害時区分* 無償提供 ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

28 価格情報 無償 ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

29 使用許諾 Project LINKS の利用規約に従って、ど

なたでも、複製、公衆送信、翻訳・変

形等の翻案等、自由に利用できます。

商用利用も可能です。

（https://www.mlit.go.jp/links/terms-

of-use.html） 

⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

30 準拠する標準 https://www.w3.org/TR/vocab-dcat-

3/ 

⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

31 関連ドキュメント https://www.mlit.go.jp/links/ ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

 

➢ コンテンツの編集では、コンテンツの詳細画面からコンテンツ名の変更、コンテンツ更新（イン

サート、カラム追加、カラム削除、コンテンツ内のセル単位の更新）を行う。更新結果は、上書き

保存が可能である。 

➢ コンテンツのインサート処理は、同一のスキーマ情報を保持するコンテンツに対してのみ実行可

能である。コンテンツ定義が異なる場合、本処理は実行できない。 

➢ セル単位の更新では、単一セルの選択、複数セルの選択、セル内の値の編集を可能とする。 

➢ ダウンロード機能では、作成したコンテンツのスキーマ情報、およびコンテンツ情報の両方を
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JSON 形式でダウンロード可能とする。 

➢ 登録したコンテンツ情報は Re:Earth CMS へ連携する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ Re:Earth CMS 

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN004】 アセット管理機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、アップロードされたファイルの単位（Raw Data）であるアセットを管理する機能

を提供する。本機能はアセットメニューから呼び出す。アセットの追加、検索、削除が可能であ

る。 

➢ アセット管理のため、メタデータとして、ファイル名、ファイル形式

（PDF/CSV/JSON/GeoJSON/SHP/ZIP/DOCX/XLSX）、ファイルサイズ、作成者、作成日時を

保持する。 

➢ アセットを選択することで、アセット一覧と同様の画面でアセット内ファイルのプレビューをで

きる。 

➢ テンプレートボタンを押下することで、適用するテンプレートを選択した状態で後続処理となる

【FN007】データ構造化処理（UI）、【FN010】データ結合前処理実行機能（UI）を起動できる。 

➢ オペレーターボタンを押下することで、後続処理となる【FN007】データ構造化処理（UI）、

【FN010】データ結合前処理実行機能（UI）を起動できる。 
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⚫ フローチャート 

 

図 4-7 アセット管理機能処理フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ 【DT001】原票データ（PDF、PNG 形式）、原票データの ZIP 形式 

⚫ 【DT002】テキストデータ（DOCX、XLSX 形式）、テキストデータの ZIP 形式 

⚫ 【DT003】地図データ（SHP 形式、GeoJSON 形式） 

⚫ 【DT004】テーブルデータ（CSV 形式） 

➢ 出力 

⚫ なし 

⚫ 機能詳細 

➢ アセット管理機能では、【FN006】データ登録機能でアップロードされたファイルをアセットとし

て管理、CMS 上に登録する機能を指す。ZIP 形式でファイルがアップロードされた場合は、ZIP

形式で 1 つのアセットの扱いとなる。 

➢ アセット一覧より登録済みアセットを選択すると、同一画面からアセット詳細をプレビューでき

る。画面からアセットに含まれるファイルの 1 つ１つのファイル名、ファイルサイズ、メタデー

タ（オープンデータ）、作成者、作成日時、ファイルの中身のプレビューを確認することができる。 

➢ アセット一覧画面より、後続処理となるオペレーターの起動を実行することができる。【FN007】

データ構造化処理（UI）は【DT001】原票データ（PDF、PNG 形式）、【DT002】テキストデータ

（DOCX、XLSX 形式）のアセットのみが対象であり、【FN010】データ結合前処理実行機能（UI）

では、【DT003】地図データ、【DT004】テーブルデータが対象となる。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ Re:Earth CMS 

⚫ React/TypeScript 
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➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN005】アイテム管理機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能は、CMS で管理するデータの最小単位で、コンテンツのレコードを管理する機能を提供す

る。Veda 内では、コンテンツ管理画面から参照可能である。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ JSON 形式、GeoJSON 形式（D001、D002 で作成されたコンテンツ） 

➢ 出力 

⚫ なし 

⚫ 機能詳細 

➢ 【FN003】コンテンツ管理機能においてユーザーが実行したコンテンツ更新の結果をレコード単

位で CMS に反映する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ Re:Earth CMS 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN006】 データ登録機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能は、アセットメニューから呼び出す。任意の静的ファイルをローカルから選択し、アセッ

トとして新規アップロードする機能を提供する。 

➢ アップロードファイルは、アップロードファイルのデータ形式は、原票データ（PDF、PNG）、パ

ッケージ（ZIP）、テキストデータ（DOCX、XLSX）、テーブルデータ（CSV）、地図データ（SHP、

CSV、GeoJSON）を許容する。 

➢ データ登録時に ZIP でファイルがアップロードされた場合には、登録時に解凍処理を自動で実行

する。 

➢ 登録したアセット情報は Re:Earth CMS へ連携する。 
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⚫ フローチャート 

 

図 4-8 データ登録機能処理フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ 【DT001】原票データ（PDF、PNG 形式） 

⚫ 【DT002】テキストデータ（DOCX、XLSX 形式） 

⚫ 【DT003】地図データ（SHP、GeoJSON） 

⚫ 【DT004】テーブルデータ（CSV 形式） 

➢ 出力 

⚫ なし 

⚫ 機能詳細 

➢ ユーザーはアセットメニューのアップロードボタンを押下し、アセットをアップロードする。ア

ップロード後に削除する場合には、同画面のアセット削除ボタンを押下し削除する。 

➢ ZIP でファイルを圧縮する際には、同様の種類のファイルのみ許容する。 

➢ 【DT003】地図データ（SHP）は、.SHP：図形の情報を格納する主なファイル、.SHX： 図形のイ

ンデックス情報を格納するファイル、.DBF： 図形の属性情報を格納するテーブルで構成される。

アップロードする際には、これらは ZIP で 1 アセットにまとめた上でアップロードをする。 

➢ 利用するライブラリ  

⚫ 【SL009】Pandas 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 
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【FN007】データ構造化処理実行機能(UI) 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、非構造データ（原票データ、テキストデータ）に対し、構造データ化（コンテンツ作

成）する処理を実行する画面を提供する。ユーザーは自身がアップロードしたアセット選択し、

プレビュー画面で参照しながら、抽出するためのプロンプト情報を入力項目に則って指定する。

なお、さらに詳細な条件文の記入やテンプレートを利用しないプロンプト入力に慣れているユー

ザー向けの UI として自由文の記述項目を設ける。 

➢ 事前にテンプレートとして定義したプロンプトを利用する場合には、テンプレート選択ボタンか

ら呼び出すことができ、新規に入力した項目をテンプレートとして保存する場合には保存テンプ

レートとして保存ボタンを押下する。 

➢ データ構造化に加えて、出典名の付与を行う。ユーザーは構造化対象のカラム名、自由入力のテ

キストを組み合わせることで出典名の作成を行う。本機能で付与した出典名は、【FN034】チャッ

ト生成機能のレスポンスで利用する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ 【FN020_2】データ構造化処理に準ずる 

➢ 出力 

⚫ 【FN020_2】データ構造化処理に準ずる 

⚫ 機能詳細 

➢ 【FN007】データ構造化処理実行機能(UI)へは、アセット登録直後の実行、もしくはオペレーター

単体処理での実行が想定されることから、アセットメニュー、もしくはホーム画面のオペレータ

ーメニューから遷移する。 

➢ データ構造化対象となるアセットは、【DT001】原票データ（PDF、PNG 形式）、【DT002】テキス

トデータ（DOCX、XLSX 形式）である。アセット選択ボタンよりアセットを選択し、データ構造

化処理を実行する。 

➢ アセット選択後、アセットビューワーからファイルの中身をプレビューで参照することができる。

ユーザーは設定タブより構造化に必要な以下のパラメータを入力し、構造化処理を実行する。本

パラメータをもとにプロンプトがシステム内で作成され、コンテンツデータが生成される。構造

化するカラムを追加する場合には、カラムを追加ボタンよりカラムを追加する。 （*は必須項目

を表す。） 

⚫ パラメータ 

⚫ カラム名*：作成コンテンツのカラム名。生成されるコンテンツのスキーマ情報となる。 

⚫ タイプ*：作成コンテンツカラムのデータ型（String、Number、Boolean） 

⚫ ポジション：抽出元のアセット内で、抽出する値が存在する章立て等の情報 

⚫ 単位：円、千円、百万円など数値データを抽出する値の単位 
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⚫ キーワード：抽出元のアセット内で、抽出する値を特定する際に参考となる情報。近く

に存在するテキスト情報 

⚫ 自由文：ユーザーが任意に入力できるプロンプトエリア 

➢ 処理実行時のパラメータ情報は、事前にテンプレートとして登録しているものからテンプレート

選択ボタンを押下し、呼び出すことができる。処理実行時に新規にテンプレート保存したい場合

にはテンプレートとして保存ボタンを押下し、保存することができる。 

➢ データ構造化処理と同タイミングで、出典名の作成を必須で行う。出典名の作成に必要なパラメ

ータは以下の通り。 

⚫ パラメータ 

⚫ テキスト/カラムリスト：出典名生成に必要な情報をテキストによる自由入力、もしくは

カラム名による選択をする。 

⚫ 入力項目：テキストを選択した場合、自由入力のテキスト、カラムを選択した場合はカ

ラム名を入力する。カラム名は、構造化実行時に生成するカラム名とする。 

➢ 実行ボタンより【FN020_2】データ構造化処理を実行する。実行後に処理結果タブに自動で遷移

し、実行ログを確認できる。実行ログは、【FN008】処理状況確認機能からも確認可能である。 

➢ アウトプットとしては、1 ファイル 1 レコードとしてコンテンツが作成される。作成されたコン

テンツをアウトプットフィールドから確認し（【FN009】構造データプレビュー機能（プレビュー））、

問題がなければ保存を押下し保存する。内容に問題がある場合には、パラメータを再設定、処理

を再実行し、期待する結果が得られるまで本処理を繰り返す。 

➢ データ構造化処理結果として正しく抽出されたかを確認するための指標として複数の LLM の判

定結果によって付与される一致度よってアウトプットのカラムを色づけする。一致度は 0.0~1.0

の範囲で抽出結果の正しさを示し、1.0 が最も正しい値を示す。ユーザーはカラムの色から抽出

結果の正確性を判断する。（一致度の設定ロジックは、【FN020_2】データ構造化処理にて詳細を

記載する） 

⚫ White：1.0 

⚫ DustyRed02：0.9~0.7 

⚫ DustyRed04：0.6~0.4 

⚫ DustyRed06：0.3~0.0 

➢ 登録したコンテンツ情報は Re:Earth CMS へ連携する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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【FN008】処理状況確認機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、D001、D002 のオペレーターごとの処理ステータス（処理待/処理中/処理済/保存済

/エラー）を実行ユーザーごとに一覧で確認できる機能を提供する。 

➢ 処理状況を押下することで、実行したオペレーターのログ詳細に遷移することができる。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ なし 

➢ 出力 

⚫ なし 

⚫ 機能詳細 

➢ 処理状況一覧では、ユーザー自身が発行した処理結果のみ確認/編集できる。ファイル名、ファイ

ル形式、処理内容、ステータス、実行者、実行日を一覧で確認できる。処理状況を押下すること

で、同一画面内で処理結果を確認できる。 

➢ 処理状況を選択し、開くボタンを押下することで、処理実行したオペレーターの詳細を開くこと

ができる。 

➢ 処理ステータスの詳細は以下の通り 

⚫ 処理待：【FN035】テンプレート管理の一部であるワークフロー処理内で、複数のオペレータ

ーの処理を連続して実行する場合、前段の処理の完了を待つ状態を指す。 

⚫ 処理中：各オペレーターで実行ボタンが押下され、処理が完了していない状態を指す。 

⚫ 処理済：各オペレーターで実行ボタンが押下され、処理が完了した状態を指す。 

⚫ 保存済：各オペレーターで処理が完了し、作成されたコンテンツに名前をつけて保存した状

態を指す。 

⚫ エラー：各オペレーターで実行ボタンが押下され、処理の結果何らかの不具合が発生してい

る状態を指す。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 
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【FN009】構造データプレビュー機能（プレビュー） 

 

⚫ 機能概要 

➢ D001 処理実行後の妥当性検証として、構造化されたデータプレビューをテーブル形式で行う機能

である。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ なし 

➢ 出力 

⚫ なし 

⚫ 機能詳細 

➢ データプレビュー時点のデータは、すでに CMS に保存された状態のものであり、ユーザーは画面

から任意の名称を入力して保存する。 

➢ ユーザーが任意の名称を入力して保存したタイミングで、【FN008】処理状況確認機能におけるス

テータスを「保存済」に更新する。 

➢ プレビュー画面でのコンテンツの直接編集を行うことは許容しない。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ Re:Earth CMS 

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

【FN010】データ結合前処理実行機能（UI） 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、D001 で構造化されたデータ、地図データ、テーブルデータに対し、【FN021】デー

タ結合前処理（データクレンジング）を実行する。ユーザーはデータクレンジングに必要な条件

をオプションとして設定し、実行可能とする。 

➢ 本機能では、地図データでないコンテンツに対し、【FN022】データ結合前処理（ジオコーディン

グ）を実行する。ユーザーはジオコーディングを行う住所を保持するカラムを指定し、対象のカ

ラムに対してジオコーディングを実行する。処理の結果、新規に緯度経度の情報とポイントのジ

オメトリが追加される。 

➢ カラムの秘匿化処理を行う。秘匿化処理には、ランク化、偏差値化、コードの新規採番、住所カラ

ムの秘匿化の処理が含まれる。 

➢ 資料名の付与を行う。任意のテキストを入力することで資料名の作成を行う。本機能で付与した

資料名は、【FN034】チャット生成機能のレスポンスで利用する。 
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➢ 地図データの場合は、バックエンドで【FN003】データ結合前処理（座標系統一）処理を実行し座

標系を WGS84 に設定する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ 【FN021】データ結合前処理（データクレンジング）、【FN022】データ結合前処理（ジオコ

ーディング）、【FN023】データ結合前処理（座標系統一）に準ずる。 

➢ 出力 

⚫ 【FN021】データ結合前処理（データクレンジング）、【FN022】データ結合前処理（ジオコ

ーディング）、【FN023】データ結合前処理（座標系統一）に準ずる。 

⚫ 機能詳細  

➢ 本機能では、【DT003】地図データ、【DT004】テーブルデータ、【DT204】構造データ化済テキス

トデータに対し、データクレンジング、ジオコーディング、地図データに対し座標系統一の処理

を実行する。D001 を介さないデータは構造化未実行の状態であるため、アセットを選択し実行す

る。アセットとコンテンツの選択の違いは以下の通り。 

⚫ アセット選択：【DT003】地図データ、【DT004】テーブルデータ 

⚫ コンテンツ選択：【DT204】構造データ化済テキストデータ 

➢ 上記に則りアセット、もしくはコンテンツを選択後、本機能の処理オプションとして、資料名作

成、データクレンジング、ジオコーディング、秘匿化処理を選択する。各処理オプションの処理内

容は以下の通り。 

⚫ 資料名作成：ユーザー任意のテキストにて資料名を入力する。コンテンツ作成時、資料名カ

ラムは必須とする。本機能で付与した資料名は、【FN034】チャット生成機能のレスポンスで

利用する。 

⚫ データクレンジング：コンテンツ内の値更新として、以下のクレンジングオプションを準備

する。以下のオプション以外のクレンジング処理が必要な場合には、プロンプト入力内に自

由文で入力しデータクレンジングを実行する。 

⚫ 削除：カラムを指定し、削除条件に則って削除する。 

➢ 削除条件：一致する文字列、カンマ、全角スペース、半角スペース、タブ 

⚫ 置換：カラムを指定し、特定の文字列と一致する文字列を置換する。 

⚫ 表記ゆれの正規化：住所カラムを指定し住居表示又は地番住所の表記を正規化する。 

⚫ ジオコーディング：【DT202】正規化テーブルデータ、【DT204】構造データ化済テキストデ

ータに対し、指定した住所カラムを元に【FN022】データ結合前処理（ジオコーディング）

を起動しジオコーディングを行う。ジオコーディングを行い、緯度経度のカラムとジオメト

リ（ポイント）を新規に追加する。カラム名は「元のカラム名_lat、「元のカラム名_lon」と

する。 

⚫ 秘匿化処理：オープンデータ用、EBPM Tools 利用用にランク化カラム、偏差値化カラム、

新規 ID カラム、秘匿化住所カラムの付与を行う。 
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⚫ ランク化カラム付与：ランク化対象のカラムを指定し、新規にランク化されたカラムを

追加する。 

⚫ 偏差値化カラム付与：偏差値化対象のカラムを指定し、新規に偏差値化されたカラムを

追加する。 

⚫ 新規 ID カラム付与：個人や企業等を特定できる ID のカラムを指定し、新規にシステム

内で採番した ID カラムを追加する。 

⚫ 秘匿化住所カラム付与：住所を都道府県市町村のレベルに秘匿化したカラムを追加する。 

➢ 本処理内では、【DT201】正規化地図データに対して【FN023】データ結合前処理（座標系統一）

をシステム内で自動実行し座標系を WGS84 に統一する。 

➢ 【DT003】地図データ、【DT004】テーブルデータの正規化処理をシステム内で自動実行し、【DT201】

正規化地図データ、【DT202】正規化テーブルデータを作成する。 

➢ 登録したコンテンツ情報は Re:Earth CMS へ連携する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN011】データ結合実行機能（テキストマッチング）（UI） 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、結合元のコンテンツ（メインコンテンツ）、結合先コンテンツと結合するカラムをキ

ーカラムと指定し結合する機能を提供する。 

➢ 結合コンテンツでは、結合後に保持するカラムを結合カラムとして指定することができる。結合

カラムの指定のない場合は、全カラム結合となる。なお、結合コンテンツは 1 つのみ指定するこ

とができ、複数のコンテンツを結合する場合は本処理を繰り返し実行する。 

➢ 結合条件に一致しなかったデータは後続の処理対象からは除外される。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ 【FN024】データ結合処理（テキストマッチング）に準ずる。 

➢ 出力 

⚫ 【FN024】データ結合処理（テキストマッチング）に準ずる。 

⚫ 機能詳細  

➢ 本機能では、【DT201】正規化地図データ、【DT202】正規化テーブルデータ、【DT206】データ結

合済構造化データ、【DT207】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構造化データ、【DT209】

クロス集計済構造化データを対象にコンテンツ同士の結合処理を行う。ユーザーはコンテンツ選

択から結合元とするメインコンテンツと結合先とするコンテンツ選択し、それぞれ結合するカラ
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ムをキーカラムとして指定し【FN024】データ結合処理（テキストマッチング）を実行する。な

お、結合コンテンツは 1 つのみ指定することができるため、複数を選択しようとした場合は警告

が出る。 

➢ 処理の結果作成された結合コンテンツは、新規コンテンツとして登録され、Re:Earth CMS へ連携

する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN012】データ集計実行機能（クロス集計）（UI） 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、選択したコンテンツに対し、集計キーごとに指定カラムの合計・平均値、およびカウ

ント値を算出する機能を提供する。ユーザーが任意のカラムを指定し、指定したカラムをキーに集

計を行う。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ 【FN025】データ集計処理（クロス集計）に準ずる。 

➢ 出力 

⚫ 【FN025】データ集計処理（クロス集計）に準ずる。 

⚫ 機能詳細  

➢ 本機能では、【DT201】正規化地図データ、【DT202】正規化テーブルデータ、【DT206】データ結

合済構造化データ、【DT207】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構造化データ、【DT209】

クロス集計済構造化データを対象に単一コンテンツのクロス集計処理を行う。 

➢ ユーザーはコンテンツ選択から集計するコンテンツを選択し、集計単位と集計対象と指定し、

【FN025】データ集計処理（クロス集計）を実行する。 

➢ 集計単位、集計対象はコンテンツのカラムから複数指定可能であり、集計対象の要約統計量（合

計、平均、カウント）を集計できる。 

⚫ 合計/平均：数値のカラムを対象とする。 

⚫ カウント：テキストのカラムを対象とする。 

➢ 処理の結果作成された集計コンテンツは、新規コンテンツとして登録され、Re:Earth CMS へ連携

する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  
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⚫ なし 

 

【FN013】データ結合実行機能（空間結合）（UI） 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、地図データの結合を実施する。メイン地図データ、結合地図データ、結合方式を選択

しデータを結合する。結合方式には交差結合、最近傍結合が存在し、ユーザーは任意の結合方式

を選択し実行することができる。最近傍結合の場合には、検索上限範囲を指定する。 

➢ 【FN024】 データ結合実行機能（テキストマッチング）と同様、結合条件に一致しなかったデー

タは後続の処理対象からは除外される。なお、結合コンテンツは 1 つのみ指定することができ、

複数のコンテンツを結合する場合は本処理を繰り返し実行する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ 【FN026】データ結合機能（空間結合処理）に準ずる。 

➢ 出力 

⚫ 【FN026】データ結合機能（空間結合処理）に準ずる。 

⚫ 機能詳細  

➢ 本機能では、【DT201】正規化地図データ、【DT207】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構

造化データに対し、【FN026】データ結合処理（空間結合）を行う。 

➢ ユーザーはコンテンツ選択から結合元とするコンテンツをメインコンテンツと結合するコンテン

ツ、結合方式を選択し【FN026】データ結合機能（空間結合処理）を実行する。なお、結合コンテ

ンツは 1 つのみ指定することができるため、複数を選択しようとした場合は警告が出る。 

➢ 結合方式には交差結合、最近傍結合を選択でき、最近傍結合の場合には検索上限範囲もあわせて

指定する。 

➢ 【FN024】データ結合処理（テキストマッチング）と同様、結合条件に一致しなかったデータは後

続の処理対象からは除外される。 

➢ 処理の結果作成された結合コンテンツは、新規コンテンツとして登録され、Re:Earth CMS へ連携

する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 
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【FN014】データ集計実行機能（空間集計）（UI） 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、地図データの集計を実施する。メイン地図データ、集計地図データ、集計単位、集計

対象を指定し、カラムの合計・平均値、およびカウント値を算出する機能を提供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

⚫ 【FN027】データ集計機能（空間集計処理）に準ずる。 

➢ 出力 

⚫ 【FN027】データ集計機能（空間集計処理）に準ずる。 

⚫ 機能詳細  

➢ 本機能は、【DT201】正規化地図データ、【DT207】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構造

化データを対象に空間集計を行う。 

➢ ユーザーはコンテンツ選択から集計する地図データ（ポリゴンデータとポイントデータ）、集計単

位と集計対象と指定し、【FN027】データ集計機能（空間集計処理）を実行する。 

➢ 集計単位は、メイン地図データのカラムから選択し、集計対象は集計地図データのカラムから選

択する。集計単位、集計対象はコンテンツのカラムから複数指定可能であり、集計対象の要約統

計量（合計、平均、カウント）を集計できる。 

⚫ 合計/平均：数値のカラムを対象とする。 

⚫ カウント：テキストのカラムを対象とする。 

➢ 処理の結果作成された集計コンテンツは、新規コンテンツとして登録され、Re:Earth CMS へ連携

する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN015】データ検索機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 【FN003】コンテンツ管理機能、【FN004】アセット管理機能、【FN035】テンプレート管理機能の

それぞれにおいて、一覧から検索可能な機能を提供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 
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⚫ なし 

➢ 出力 

⚫ なし 

⚫ 機能詳細  

➢ 本機能は、【FN003】コンテンツ管理機能、【FN004】アセット管理機能、【FN035】テンプレート

管理機能に登録された情報を名称およびシステム内メタデータにより検索機能を提供する。

【FN035】テンプレート管理機能は、テンプレート名称での検索のみとする。 

➢ アセット、コンテンツでは、それぞれ以下の情報をシステム内メタデータとして保持する。 

⚫ アセット：ファイル名、ファイル形式、ファイルサイズ、更新者、更新日時 

⚫ コンテンツ：ファイル名、公開ステータス（オープンデータ/可視化/チャット）、ファイルサ

イズ、作成者、作成日、更新者、更新日時 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN016】データダウンロード機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、スキーマ定義、コンテンツ情報（正規化ローデータ、最終構造化データ）を【FN003】

コンテンツ管理機能からダウンロードできる機能を提供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ なし 

➢ 出力 

⚫ JSON 形式、GeoJSON 形式 

⚫ 機能詳細  

➢ 本機能では、正規化ローデータ（【DT206】テキスト結合済構造化データ、【DT207】クロス集計済

構造化データ、【DT208】空間結合済データ、【DT209】地域集計済構造化データ、最終構造化デー

タ（【DT901】最終構造化データ）をコンテンツメニューから選択し、ダウンロードボタンを押下

することで、スキーマ情報、コンテンツ情報を JSON 形式、GeoJSON 形式ファイルでダウンロー

ドする。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 
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【FN017】結合・集計データプレビュー機能（UI） 

 

⚫ 機能概要 

➢ D002 処理実行後の妥当性検証として、結合・集計されたデータプレビューをテーブル形式、地図

データ形式で行う機能を提供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ なし 

➢ 出力 

⚫ なし 

⚫ 機能詳細  

➢ データプレビュー時点のデータは、すでに CMS に保存された状態のものであり、ユーザーは画面

から任意の名称を入力して保存する。 

➢ ユーザーが任意の名称を入力して保存したタイミングで、【FN008】処理状況確認機能におけるス

テータスを「保存済」に更新する。 

➢ プレビュー画面でのコンテンツの直接編集は行うことは許容しない。 

➢ プレビュー画面で確認可能な地図データは、2 次元地図のみ対応する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN018】データ承認機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 最終構造化データに対し、システム管理者によるデータ承認を行う機能を提供する。本機能は

【FN019】データ配信機能における G 空間情報センターへの公開処理と同義とする。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ なし 

➢ 出力 

⚫ なし  
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⚫ 機能詳細  

➢ データ公開をする場合、システム管理者はコンテンツ一覧から「オープンデータ」ステータスが

オンになっていないコンテンツを検索し、「オープンデータ」公開ステータスをオンにする。本ス

テータスは G 空間情報センターのリソース公開を制御する。なお、本ステータスをオンにしても

即座に G 空間情報センターに公開されるものではない。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 

 

【FN019】データ配信機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ データ配信には、①オープンデータ向けの配信（G 空間情報センターへの公開）、②EBPM Tools

向けの配信の 2 種類が存在する。 

➢ ①オープンデータ向けの配信については、システム管理者によってのみ処理可能とする。②EBPM 

Tools 向けの配信については一般ユーザーにて可能とする。これらの公開処理は【FN003】コンテ

ンツ管理機能の管理パネル、【FN036】データセット管理機能の公開ステータス制御から実施する

ものとし、G 空間情報センターへは【FN036】データセット管理機能の公開ステータスがオンに

なったタイミングで公開されるものとする。 

➢ データ配信制御に関する処理権限は以下の通り。すでに EBPM Tools やオープンデータ向け G 空

間情報センターに配信済みのコンテンツ、データセットについては、一度ステータスをオフにし

ない限り削除できないものとする。 

 

表 4-6 コンテンツ管理/データセット管理の処理権限 

処理権限 システム管理者 一般ユーザー 

コンテンツ：EBPM Tools 公開 ✓ ✓ 

コンテンツ：オープンデータ公開 オン - 

データセット：EBPM Tools 公開/非公開 ✓ ✓ 

データセット：オープンデータ公開/非公開 オン - 

 

表 4-7 コンテンツ/データセットの配信制御 

配信状況の制御 公開ステータス G 空間情報センター 

リソース データセット 

コンテンツ  オフ 非公開 非公開 

データセット オフ 

コンテンツ  オン 非公開 非公開 
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データセット オフ 

コンテンツ  オフ 非公開 公開 

データセット オン 

コンテンツ  オン 公開 公開 

データセット オン 

 

➢ 配信処理はデータ作成処理時に公開 URL を発行する機能を提供する。外部よりこれらを利用する

場合には、本公開 URL を利用してデータ利用を行う。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

⚫ なし 

➢ 出力 

⚫ テーブルデータは CSV 形式、JSON 形式、JSONL 形式、地図データの場合は GeoJSON 形

式、GeoJSONL 形式、MVT 形式での配信とする。 

⚫ オープンデータ公開、EBPM Tools 向けの座標系およびファイル形式は以下の通り。 

⚫ 座標系：WGS84 

➢ フォーマット：GeoJSON RFC7946 

⚫ 座標系：JGD2011 

➢ フォーマット：GeoJSON 2008 

⚫ 機能詳細  

➢ 公開 URL はコンテンツ単位で発行するものとする。 

➢ 公開データは上記の出力形式に則り作成する。 

➢ 利用するソフトウェア  

⚫ React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

⚫ なし 
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【FN020_1】OCR 処理 

 

⚫ 機能概要 

➢ 【DT001】原票データを【FN020_2】データ構造化処理を適用できるように、OCR 処理によりテ

キストデータ化する機能。読み取り対象として、画像内にある活字・手書き文字の両方を対象とす

るとともに、チェックボックス等の文字列以外も読み取り、テキストデータ化を行う。 

⚫ フローチャート 

 

図 4-9 OCR 処理フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT001】原票データ 

⚫ 形式 

➢ PDF 形式、PNG 形式 

⚫ データ詳細 

➢ アセットとして登録された PDF 形式や PNG 形式のデータ。 

➢ OCR 処理を実行しテキスト化した後、【FN020_2】データ構造化処理を行う。 

➢ 最終的にデータの可視化を行う際に必要となる、名称、座標、日時などの情報を含

む。  
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➢ 出力 

 【D203】OCR 処理済テキストデータ 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT001】原票データに対し、OCR 処理を行いテキストデータ化したデータ。 

➢ 原票データ内で画像データ化されていた文字情報を含む。  

⚫ 機能詳細 

➢ OCR 処理 

 画像データである【DT001】原票データに対し、【SL011】Tesseract もしくは【SL003】

AWS Bedrock API (OCR 精度向上のため、Azure OCR API もユーザーによる選択で利用可)を

用いて OCR 処理を行いテキストデータ化する。 

 画像の前処理（リサイズ、回転、トリミング、ノイズの除去等）により、文字認識に適した状

態に加工後、画像内の文字のセグメンテーションを実施。 

 抽出結果から抽出した文字形状やサイズなどの特徴を取得し、機械学習により文字認識モデル

から文字を識別。 

 画像内にある活字・手書き文字の両方を対象とするとともに、チェックボックス等の文字列以

外も読み取り、テキストデータ化を行う。 

➢ 利用するライブラリ  

 【SL003】AWS Bedrock API / Azure OCR API 

 【SL004】Langchain 

 【SL009】Pandas 

 【SL011】Tesseract  

  



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 66 -  

 

【FN020_2】データ構造化処理 

 

⚫ 機能概要 

➢ 【DT002】テキストデータを、構造データとして既存プログラミング言語や既存ソフトで読み取る

ことができるように、【DT004】テーブルデータ形式に変換を行う機能。 

➢ テーブルデータの生成にあたり、ユーザーは出力コンテンツを定義・入力することで、出力コンテ

ンツにしたがってテーブルデータが生成される。 

⚫ フローチャート 

 

図 4-10 データ構造化処理フロー 

 

➢ 入力 

 【DT002】テキストデータ 

⚫ 形式 

➢ DOCX 形式、XLSX 形式 

⚫ データ詳細 

➢ アセットとして登録された DOCX 形式、XLSX 形式のデータ。 

➢ 【AL01】LLM や【AL02】を用いて構造データ化を行う。 
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➢ XLSX 形式ですでに構造データ化されているデータもテキストデータとして入力さ

れる。 

 【DT203】OCR 処理済テキストデータ 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT001】原票データに対し、【FN020_1】 OCR 処理を行いテキストデータ化した

データ。 

➢ 【DT001】原票データ内で画像データ化されていた文字情報を含む。 

➢ 出力 

 【DT204】構造データ化済テキストデータ 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT203】OCR 処理済テキストデータおよび【DT002】テキストデータを、構造デ

ータ化処理をしたデータ。 

⚫ 機能詳細 

➢ データ構造化処理 

 構造データ化されていないテキストデータとして、【DT203】OCR 処理済テキストデータ・

【DT002】テキストデータを【AL01】LLM ならびに【AL02】構造データ生成モデルを用いて

構造データ化させる機能。 

 ユーザーが生成したい構造データ構成（カラム構成、データ型等の詳細条件）を指定すると、

LLM に投入するプロンプトを自動生成し、プロンプトに従い、構造データを自動生成する。

生成にあたり、【AL02】構造データ生成モデルに基づき、生成結果が入力データとの一致度合

いを示す類似度を出力する。 

 プロンプトの入力補助として、【FN035】 テンプレート管理機能で事前に登録したコンテンツ

テンプレートを利用し、所定のカラム構成、データ型、単位の調整などを行うことができる。 

 さらに詳細な指定（住所のハイフンの有無、氏名の間の半角スペースの有無など）が必要な場

合には、自由文を入力することでプロンプトを制御・拡張する。 

 出力時にはハルシネーションの検出に向けて、【AL02】構造データ生成モデルにより信頼度

confidence を出力する。 

 チャット機能で出典情報を閲覧できるようにする為、構造化処理の段階でユーザーが命名した

い情報を入力すると、構造化処理によって生成されたカラム名と結合し、出典名をカラムとし

て登録できる。 

➢ 利用するライブラリ 

 【SL003】AWS Bedrock API 

 【SL004】Langchain 

 【SL005】Faiss 
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 【SL009】Pandas 

➢ 利用するアルゴリズム  

 【AL01】LLM 

 【AL02】構造データ生成モデル 
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【FN020_3】ベクトル解析 

 

⚫ 機能概要 

➢ 【FN034】チャット生成機能において、ユーザーが問い合わせ内容へ【AL04】チャット生成によ

り自動返答ができるように、【DT901】最終構造化データをベクトル化処理する機能。 

⚫ フローチャート 

 

図 4-11 ベクトル解析処理フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT901】最終構造化データ 

⚫ 内容 

➢ 【DT206】テキスト結合済構造化データ、【DT207】クロス集計済構造化データ、

【DT208】空間結合済データ、【DT209】地域集計済構造化データのうち、最終的に

出力されるデータ。 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式 

➢ GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 
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➢ D002 正規化ローデータの集計・加工機能の処理を完了し、【FN018】にてデータ

承認を行うことができる状態のデータ。 

➢ 出力 

 【DT902】ベクトルデータ 

⚫ 内容 

➢ 【DT901】最終構造化データをベクトル解析によって、高次元空間上における数値

ベクトルに変換したデータ。意味的に近い単語は互いに近い位置に配置され、遠い

単語は遠くに配置される。 

➢ 【AL01】LLM において、本データによって入力テキストの意味と文脈を理解し、

適切な応答を生成可能とするために作成される。 

⚫ 形式 

➢ PKL 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT901】最終構造化データを、ベクトル解析したデータ。 

⚫ 機能詳細 

➢ べクトル解析 

 【AL03】ベクトル解析により、【AL01】LLM が入力テキストの意味と文脈を理解できるよう

に、テキストデータとなる【DT901】最終構造化データを高次元空間上における数値ベクトル

に変換する。 

 生成されたベクトルデータは Python オブジェクトとして PKL 形式にて出力され、【FN032】

チャット機能の処理において利用される。 

➢ 利用するライブラリ 

 【SL003】AWS Bedrock API 

 【SL004】Langchain 

 【SL005】Faiss 

➢ 利用するアルゴリズム  

 【AL01】LLM(Large Language Model)  

 

【FN020_4】データ構造化前サジェッション機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 【FN020_2】データ構造化処理に必要な出力スキーマの候補を提案し、ユーザーがデータ構造化処

理の入力を支援する機能。 
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⚫ フローチャート 

 

図 4-12 データ構造化前サジェッション処理フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT002】テキストデータ 

⚫ 形式 

➢ DOCX 形式、XLSX 形式 

⚫ データ詳細 

➢ アセットとして登録された DOCX 形式、XLSX 形式のデータ。 

➢ 【AL01】LLM や【AL02】を用いて構造データ化を行う。 

➢ XLSX 形式ですでに構造データ化されているデータもテキストデータとして入力さ

れる。 

 【DT203】OCR 処理済テキストデータ 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式 

⚫ データ詳細 
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➢ 【DT001】原票データに対し、【FN020_1】 OCR 処理を行いテキストデータ化した

データ。 

➢ 【DT001】原票データ内で画像データ化されていた文字情報を含む。 

➢ 出力 

 出力スキーマ候補データ 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT203】OCR 処理済テキストデータおよび【DT002】テキストデータを対象に、

ヘッダにあたる情報を自動的に読込み、生成された出力スキーマ候補となるデー

タ。 

⚫ 機能詳細 

➢ スキーマサジェッション機能 

 【DT203】OCR 処理済テキストデータおよび【DT002】テキストデータを対象に、ヘッダにあ

たる情報を自動的に読込み、生成された出力スキーマ候補となるデータを生成する。生成され

たデータは【FN007】データ構造化処理実行機能(UI)に送られ、出力スキーマ候補としてユーザ

ーの入力支援に用いられる。 

➢ 利用するライブラリ 

 【SL003】AWS Bedrock API 

 【SL004】Langchain 

 【SL005】Faiss 

 【SL009】Pandas 

➢ 利用するアルゴリズム  

 【AL01】LLM 

 【AL02】構造データ生成モデル 
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【FN021】データ結合前処理（データクレンジング） 

 

⚫ 機能概要 

➢ データ結合の処理、および、データ集計が可能なデータセットを作成するため、【DT003】、

【DT004】、【DT204】を対象にデータの正規化、およびデータフォーマットの統一を行う機能。 

➢ ユーザーが命名したい資料名を入力する事でカラムとして追加できる機能。本資料名は、チャット

機能でも利用する。 

⚫ フローチャート 

 

図 4-13 データ結合前処理（データクレンジング）フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT003】地図データ 

⚫ 形式 

➢  SHP 形式、GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ ジオメトリを含み、カラムとローが整理されテーブル化されたデータ。 

 【DT004】テーブルデータ 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ データ処理がしやすいように、カラムとローが整理されテーブル化されたデータ。 

 【DT204】構造データ化済テキストデータ 

⚫ 形式 
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➢ JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT203】OCR 処理済テキストデータおよび【DT002】テキストデータを、構造デ

ータ化処理をしたデータ。 

➢ 出力 

 【DT202】正規化テーブルデータ 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT004】テーブルデータをもとに、正規化を行ったデータ。 

 【DT201】正規化地図データ 

⚫ 形式 

➢ GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT003】地図データをもとに、正規化を行ったジオメトリを含むデータ。 

⚫ 機能詳細 

➢ データクレンジング 

⚫ 結合時にテキストマッチングを行う際に、【FN020_1】OCR 処理、および、【FN020_2】

データ構造化処理の過程において発生した不要文字列や、元々のデータが保持していた

表記揺れを、適切にデータ結合を行うために表記を統一させる。 

⚫ データクレンジングでは、表記揺れの正規化、削除・置換、異常値の除去を実施する。 

⚫ 表記揺れの正規化では小書き文字表記、数字表記を統一、置換処理を行い特定の用語を

変換・除去させる。置換処理などの具体の指示は【FN010】データ結合前処理実行機能

（UI）で記載の通りデータクレンジングテンプレートを用いて行う。クレンジングイメ

ージの具体例は以下の通り。 

➢ ○番地〇を〇-〇に変換  

 例：「○○町 1 丁目 3 番地 2 号」を「○○町 1-3-2」  

➢ 全角表記を半角表記に変換 

 例：「○○町１ー３ー２」を「○○町 1-3-2」  

➢ ガ・ケ・ツ・ノをひらがな表記へ変換  

 例：「旭ヶ丘」を「旭が丘」 

➢ 置換処理キーワード入力による置換処理・除去 

 例：「【（かっこ）」を除去 

➢ 日付において、和暦・西暦が含まれる場合に西暦に統一 

 例：「令和 2 年」を「2020 年」 

➢ 日付において、年月日表記を Date 型として読込可能な yyyy/mm/dd 表記に統一。 

 例：「2023 年 8 月 11 日」を「2023/08/11」 

⚫ 削除・置換ではユーザーがアプリ上で指定して文字列を全データ、もしくは、特定のカラ



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 75 -  

 

ムに絞り、削除・置換を実施する。 

⚫ 異常値の除去では数値型でのカラムを対象に、単位の違いや OCR の抽出ミス等によって

著しく値が大きい、または、小さくなってしまっているレコードを除外対象として検出す

る。検出には、対象カラムのデータ分布をコルモゴロフ・スミルノフ検定によって正規分

布を対象とした場合の p 値が有意水準（例：5%）以下である場合に外れ値として検出す

る。 

➢ 資料名作成 

 チャット機能で資料情報を閲覧できるようにする為、全ての資料に対してクレンジング処理の

段階でユーザーが命名したい資料名情報を入力する事でカラムとして登録される。 

➢ 利用するライブラリ  

 【SL009】Pandas  

➢ 利用するアルゴリズム 

 なし 

 

【FN022】データ結合前処理（ジオコーディング） 

 

⚫ 機能概要 

➢ 【DT202】正規化テーブルデータ、および、座標情報が不完全な【DT201】正規化地図データを地

図に読み込み可能とし、【FN026】【FN027】の処理が可能となるように、住所情報をもとに緯度経

度の座標情報を付与する機能。 

⚫ フローチャート 

 

 

図 4-14 データ結合前処理（ジオコーディング）フロー 
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⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT202】正規化テーブルデータ 

⚫ 形式 

➢  JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT004】テーブルデータをもとに、正規化を行ったデータ。 

➢ 出力 

 【DT201】正規化地図データ 

⚫ 正規化地図データ形式 

➢ GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT003】地図データをもとに、ジオコーディングにより座標情報を付与したデー

タ。 

 

⚫ 機能詳細 

➢ ジオコーディング 

 処理内容 

⚫ ユーザーは【SL026】Amazon Location API を利用して、各データに住所情報から座標

情報を取得する。 

 利用するライブラリ  

⚫ 【SL008】GDAL 

⚫ 【SL010】GeoPandas  

⚫ 【SL013】Turf.js 

⚫ 【SL026】Amazon Location API 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし  
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【FN023】データ結合前処理（座標系統一） 

 

⚫ 機能概要 

➢ 【DT201】正規化地図データを対象に、位置情報の座標系を統一する機能。 

➢ 【FN021】データクレンジング実施時に同時に実行される。 

⚫ フローチャート 

 

    図 4-15 データ結合前処理（座標系統一）フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT201】正規化地図データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT003】地図データをもとに、正規化を行ったジオメトリを含むデータ。 

➢ 出力 

 【DT201】正規化地図データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT003】地図データをもとに、正規化を行ったジオメトリを含むデータ。 

⚫ 利用するライブラリ  

 【SL008】GDAL 

 【SL010】GeoPandas  

 【SL013】Turf.js  
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⚫ 機能詳細 

➢ 座標系統一 

 処理内容 

⚫ 地理座標系か投影座標系など、各データの座標情報の座標系を統一させる。 

⚫ システム側で各データセットに使用している座標系を確認し、空間解析において一般的

に用いられる座標系である WGS84（EPSG:4326）に変換する。この座標系の統一によっ

て、ユーザーがアップロードする地図データの座標系にかかわらず、【FN026】空間結合

処理および【FN027】空間集計処理が可能となる。 

 利用するライブラリ 

⚫ 【SL008】GDAL 

⚫ 【SL010】GeoPandas  

⚫ 【SL013】Turf.js  

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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【FN024】データ結合機能（テキストマッチング） 

 

⚫ 機能概要 

➢ 複数の異なるデータセットを結合するため、ユーザーが結合元データと結合対象データを入力し、

結合条件（結合に用いるカラムや部分一致の類似度の閾値の条件）を設定することで、文字列カラ

ムの一致するレコードを対象に属性結合する機能。 

⚫ フローチャート 

  

図 4-16 データ結合機能（テキストマッチング）フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT201】正規化地図データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT003】地図データをもとに、正規化を行ったジオメトリを含むデータ。 

 【DT202】正規化テーブルデータ 

⚫ 形式 
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➢  JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT204】構造データ化済テキストデータをもとに、正規化を行ったデータ。 

 【DT206】データ結合済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT201】正規化地図データ、【DT202】正規化テーブルデータ、【DT205】クロス

集計済データに対し、テキストマッチングを行ったデータ。 

 【DT207】空間結合済データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT201】正規化地図データをもとに、空間結合によってポリゴンデータが結合さ

れたデータを含む構造化データ。 

 【DT208】地域集計済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT201】正規化地図データをもとに、 都道府県や市区町村、メッシュ単位など地

域ごとにデータが集計されたデータ。 

 【DT209】クロス集計済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 入力されたデータに対し、クロス集計処理がなされた構造化データ。 

➢ 出力 

 【DT206】データ結合済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT201】正規化地図データ、【DT202】正規化テーブルデータ、【DT205】クロス

集計済データに対し、テキストマッチングを行ったデータ。 

⚫ 機能詳細 

➢ テキストマッチング 

 処理内容 
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⚫ ２種類の共通のキーカラムを持つデータセットを対象に、メインコンテンツ（結合元）

と結合コンテンツ（結合対象）を指定し、結合条件となる住所などの結合に用いるカラ

ムを指定することで、文字列の一致による結合を行う。 

⚫ 出力結果には結合したデータとともに、文字列の一致を示す類似度を出力する。文字列

類似度の計算手法の一つである N-gram 法により、各データの住所と結合先の住所との

類似度を算出し、その一致度が設定した閾値以上のデータを抽出する。なお類似度は文

字列が完全に一致する場合には 1.0、部分的に一致する場合には 1.0 未満の小数値とな

り、値が大きいほど高い一致度となる。 

⚫ 文字列の一致には、完全一致と部分一致の２種類の方式がある。前者は文字列が完全に

一致している場合の結合方式である。後者は文字列の一致度を示す類似度を結合対象レ

コードごとに算出し、類似度がもっとも高いレコードを候補として抽出する。ユーザー

は閾値を指定し、閾値以上であった場合に結合を行う。なお、類似度が閾値を下回るデ

ータについては結合されず、結合後のデータにおける該当箇所は欠損値となる。 

⚫ 結合条件となる住所などの結合に用いるカラムは、複数指定することができる。 

⚫ 結合方法は、left join で行い、メインコンテンツに対して、上記の結合方式で一致する結

合コンテンツを追加する。 

 利用するライブラリ  

⚫ 【SL006】Mecab 

⚫ 【SL007】Scikit-Learn 

⚫ 【SL009】Pandas 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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【FN025】データ集計機能（クロス集計処理） 

 

⚫ 機能概要 

➢ ユーザーが指定したデータの要約統計量（合計、カウント、平均）を確認できるように、指定した

任意のカラムを集計単位とし集計する機能。 

⚫ フローチャート 

 

図 4-17 データ集計機能（クロス集計処理）フロー 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT201】正規化地図データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT003】地図データをもとに、正規化を行ったジオメトリを含むデータ。 

 【DT202】正規化テーブルデータ 

⚫ 形式 

➢  JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT204】構造データ化済テキストデータをもとに、正規化を行ったデータ。 

 【DT206】データ結合済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT201】正規化地図データ、【DT202】正規化テーブルデータ、【DT205】クロス

集計済データに対し、テキストマッチングを行ったデータ。 

 【DT207】空間結合済データ 

⚫ 形式 
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➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT201】正規化地図データをもとに、空間結合によってポリゴンデータが結合さ

れたデータを含む構造化データ。 

 【DT208】地域集計済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 地図データで保持するジオメトリの単位ごとにデータが集計されたデータ。 

 【DT209】クロス集計済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 入力されたデータに対し、クロス集計処理がなされた構造化データ。 

➢ 出力 

 【DT209】クロス集計済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 入力されたデータに対し、クロス集計処理がなされた構造化データ。 

⚫ 機能詳細 

➢ クロス集計処理 

 処理内容 

⚫ １種類の入力データを対象とし、入力データ内にあるカラムを対象に、ユーザーは集計

対象とするカラムおよび集計時にキーとするカラムを指定し、クロス集計する機能。 

⚫ カテゴリごとのサンプル数（出現回数・頻度、UI 上ではカウントと表現）や合計・平

均・カウントを算出することができる。集計対象が数値の場合には、合計・平均・カウ

ントを適用可能とし、文字列の場合にはカウントのみとする。 

 利用するライブラリ  

⚫ 【SL009】Pandas 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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【FN026】データ結合機能（空間結合処理） 

 

⚫ 機能概要 

➢ 複数の異なるデータセットを結合するため、ユーザーが結合元データと結合対象データを入力し、

ポリゴンとポイントにおける交差結合をする機能を提供する。位置精度によるずれを防ぐため、最

近傍結合も考慮する。 

⚫ フローチャート 

 

図 4-18 空間結合機能フロー 

 

⚫ データ仕様  

➢ 入力 

 【DT201】正規化地図データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT003】地図データをもとに、正規化を行ったジオメトリを含むデータ。 

 【DT207】空間結合済データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT201】正規化地図データをもとに、空間結合によってポリゴンデータが結合さ

れたデータを含む構造化データ。 

 【DT208】地域集計済構造化データ 

⚫ 形式 
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➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 地図データで保持するジオメトリの単位ごとに集計されたデータ。 

➢ 出力 

 【DT207】空間結合済データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT201】正規化地図データをもとに、空間結合によってポリゴンデータが結合さ

れたデータを含む構造化データ。 

⚫ 機能詳細 

➢ 空間結合 

 処理内容 

⚫ ２種類の共通の座標系のジオメトリ情報を持つデータセットを対象に、空間上で交差す

ることを条件として、結合させる機能。座標の僅かなずれによってデータが結合されな

い場合は、最近傍結合を行い結合させる。 

⚫ なお、結合条件には交差や最近傍の他にも包含や重なり等があるが、交差結合と最近傍

結合においてカバーが可能であり、ユーザーに専門知識を持たずとも操作しやすくなる

ことを考慮し、交差結合と最近傍結合を結合条件として想定する。 

⚫ 結合時において、ユーザーはメインコンテンツ（結合元）と結合コンテンツ（結合対

象）を指定し、結合条件に合致した結合コンテンツのレコードを、メインコンテンツの

レコードの横方向に 1 対 1 の結合が行われるように実施する。 

⚫ 結合させるジオメトリデータの組み合わせは、ポイントデータとポリゴンデータ同士が

想定される。ポリゴンデータは行政区界データやメッシュデータ等の【DT003】地図デ

ータが想定される。ポイントデータは POI や施設の位置を示す【DT003】地図データ

や、【FN022】データ結合前処理（ジオコーディング）によって【DT201】正規化地図デ

ータとなったデータが該当する。 

➢ 利用するライブラリ  

 【SL008】GDAL 

 【SL010】GeoPandas  

 【SL013】Turf.js  

➢ 利用するアルゴリズム 

 なし 

  



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 86 -  

 

【FN027】データ集計機能（空間集計処理） 

 

⚫ 機能概要 

➢ ユーザーが指定した地域データによって、要約統計量（合計、カウント、平均）を再集計できるよ

うに、ユーザーが指定した条件にのっとり（都道府県単位等）、ユーザーがアップロードした地域

ポリゴンデータを結合させ、地域単位で集計し、新規地図データとして保存する機能。 

⚫ フローチャート 

 

    図 4-19 データ集計機能（空間集計処理）フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT201】正規化地図データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT003】地図データをもとに、正規化を行ったジオメトリを含むデータ。 

 【DT207】空間結合済データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【DT204】構造データ化済テキストデータをもとに、正規化を行ったデータ。 

 【DT208】地域集計済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 
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➢ 地図データで保持するジオメトリの単位ごとに集計されたデータ。 

➢ 出力 

 【DT208】地域集計済構造化データ 

⚫ 形式 

➢  GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 地図データで保持するジオメトリの単位ごとに集計されたデータ。 

⚫ 機能詳細 

➢ 空間集計処理 

 処理内容 

⚫ ２種類の共通の座標系のジオメトリ情報を持つデータセットを対象に、空間上で空間複

数交差することを条件として、都道府県や市区町村、メッシュ単位などユーザーが指定

した地域単位ごとにデータを集計する機能。 

⚫ なお、結合条件には交差や最近傍の他にも包含や重なり等があるが、交差結合と最近傍

結合においてカバーが可能であり、ユーザーに専門知識を持たずとも操作しやすくなる

ことを考慮し、交差結合と最近傍結合を結合条件として想定する。 

⚫ 結合時において、ユーザーはメインコンテンツ（結合元）と結合コンテンツ（結合対

象）を指定する。これらは 1 対多の比率となることを想定する。結合条件に合致した場

合に、メインコンテンツと交差する複数の結合コンテンツのレコードを集計した情報、

結合元のレコードの横方向に追加が行われるように実施する。 

⚫ 地域単位ごとのサンプル数（出現回数・頻度、UI 上ではカウントと表現）や合計・平均・

カウントを算出することができる。結合させるジオメトリデータの組み合わせは、メイン

コンテンツがポリゴンデータまたはラインデータ、結合コンテンツがポイントデータとな

る場合において集計対象が数値の場合には、合計・平均・カウントを適用可能とし、文字

列の場合にはカウントのみとする。上記以外となる場合には、カウントのみとする。 

 利用するライブラリ  

⚫ 【SL008】GDAL 

⚫ 【SL010】Ge、oPandas  

⚫ 【SL013】Turf.js  

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

 

【FN028】グラフカスタマイズ機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能は、EBPM Tools における共通機能として具備する。【FN019】データ配信機能のアプリケー

ション利用で「公開」となったデータに対し、事前に定義されたレイアウトパターンを選択しグラフ

化する機能を提供する。 
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⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 パラメータ 

➢ 出力 

 なし 

⚫ 機能詳細 

➢ ダッシュボード上でパラメータを指定して集計した内容を元に、グラフを作成する。 

➢ グラフはあらかじめ定義されたグラフパターン（円グラフ、棒グラフ、折れ線グラフ、レーダーチ

ャートなど）に則り作成する。 

 利用するライブラリ  

⚫ ReCharts 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

 

【FN029】マッピング機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能は、EBPM Tools における共通機能として具備する。【FN019】データ配信機能のアプリ

ケーション利用で「公開」となった地図データをダッシュボード上にマッピングする機能を提

供する。地図データの表示、レイヤの重畳、スタイル編集等の機能を提供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 パラメータ 

➢ 出力データ仕様  

 【DT906】属性情報出力データ 

⚫ 形式 

➢ CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【FN029】マッピング機能で集計した属性データ 

⚫ 機能詳細 

➢ ダッシュボード上でパラメータを指定して集計した内容を元に、マップエリアにマップを表

示、選択したジオメトリをハイライトする。 

➢ 選択したジオメトリの属性情報、パラメータに則り集計された属性情報をサイドパネルに表示

し、CSV 形式で出力する。 
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➢ マップエリア上で複数のジオメトリを重畳する。 

➢ パラメータ 

 利用するライブラリ  

⚫ MapLibre 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

 

【FN030】レポート出力機能 

 

⚫ 機能概要 

本機能は、EBPM Tools における共通機能として提供する。【D004】、【D005】と連携したレポート出力

機能を提供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 なし 

➢ 出力 

 【DT906】出力レポートデータ 

 【DT907】属性情報出力データ 

⚫ 形式 

➢ PDF 形式、CSV 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【FN028】グラフカスタマイズ機能で作成したグラフ 

➢ 【FN029】マッピング機能で可視化したマップデータ、ジオメトリの属性情報 

 

⚫ 機能詳細 

➢ 作成したマップ及びグラフを PDF 形式、CSV 形式で出力する。 

 利用するライブラリ  

⚫ ReCharts 

⚫ MapLibre 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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【FN031_1】認証機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 任意のユーザーに対してアカウント発行、メールアドレスおよびパスワードの変更を行う機能を提

供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 メールアドレス、パスワード 

⚫ 形式 

➢ テキスト形式 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーのログイン情報 

➢ 出力 

 なし 

⚫ 機能詳細 

➢ Veda ログインの際の認証機能として、メールアドレスとパスワードで認証を行いログインする機

能を提供する。 

➢ メールアドレスにセキュリティコードを送付する 2 段階認証による認証機能を提供する。 

 利用するソフトウェア 

⚫ Cloud Identity Platform 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

 

【FN031_2】アカウント管理機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ UI 上からユーザーの追加・削除、権限管理を行う機能を提供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 なし 

➢ 出力 

 なし 

⚫ 機能詳細 
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➢ システム管理者がユーザー管理を行う。ユーザーの追加、削除、権限の変更を行う。本システムで

は、権限はシステム管理者、一般ユーザーのみとする。 

 利用するソフトウェア 

⚫ React/TypeScript 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

 

【FN031_3】データセット読み込み機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能は、EBPM Tools における共通機能として提供する。ユーザー(=原課レベル)は、EBPM 

Tools 画面訪問時に、利用するデータセットをリストから選択して読み込み、EBPM Tools とデー

タの紐づけを行う。データセットにはユースケースで利用するコンテンツ情報が紐づけられてい

る。 

➢ 選択するデータセットは【FN036】データセット管理機能にて作成した EBPM 用データセットの

み表示される。利用できるコンテンツは【FN004】コンテンツ管理の公開ステータスで「可視化」

がオンであるものに限る。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT901】最終構造化データ 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式、 GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ 【FN036】データセット管理機能にて作成した EBPM 用データセットのみ表示され

る。利用できるコンテンツは【FN004】コンテンツ管理の公開ステータスで「可視

化」がオンであるものに限る。 

➢ 出力 

 なし 

⚫ 機能詳細 

➢ 本機能は、EBPM Tools と利用するデータの紐づけを行う機能である。EBPM Tools 画面の初回訪

問時、および利用するデータに対して更新が入った場合、ユーザーは本機能を利用してデータセッ

トの紐づけを行う必要がある。 

 利用するソフトウェア 

⚫ React/Type Script 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 
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【FN031_4】設定 API 機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能は、ユースケース＋ユーザーの組み合わせで設定情報を Veda API サーバー内に保存する機

能である。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 なし 

➢ 出力 

 なし 

⚫ 機能詳細 

➢ 本機能は、【FN031_3】データセット読み込み機能、【FN028】グラフカスタマイズ機能、

【FN029】マップカスタマイズ機能によって設定したカスタマイズ情報をユーザーごとに保存し、

呼び出すものである。初期設定後、画面再訪問時に自動で読み込みがなされるため、ユーザーによ

る都度の読み込みは不要である。 

➢ 取り込んだデータセット、グラフレイアウトの変更、色の変更、グラフ種類の変更などユーザーレ

ベルで実施するカスタマイズはオペレーションの都度 DB に保存される。 

 利用するソフトウェア 

⚫ React/Type Script 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

 

【FN031_5】データ参照機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能は、EBPM Tools における共通機能として提供する。EBPM Tools 上からアプリ上で利用す

る Defined Data の情報を参照する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 なし 

➢ 出力 

 なし 

⚫ 機能詳細 
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➢ 本機能は、EBPM Tools で利用する Defined Data のデータの中身をモーダル上で参照できる機能

である。複数の Defined Data を取り込む場合、タブによってデータの切り替えを行う。 

 利用するソフトウェア 

⚫ React/Type Script 

 利用するアルゴリズム 

⚫ なし 

 

【FN032】問い合わせ文入出力画面  

 

⚫ 機能概要 

➢ ユーザーがお問い合わせ内容を入力し、入力内容に対して【FN034】チャット生成機能での生成結

果を出力する機能。  

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【FN034】チャット生成機能に則る 

➢ 出力 

 【FN034】チャット生成機能に則る 

➢ 利用するライブラリ  

⚫ React/Type Script 

⚫ 機能詳細 

➢ 【FN034】チャット生成機能を起動するためのインプットとして問い合わせ文を入力し、検索結果

を出典と共に受け取るための画面。 

 

【FN033】ベクトルデータ作成機能（ベクトル解析）  

 

⚫ 機能概要 

【FN032】問い合わせ文入出力画面からユーザーが入力したお問い合わせ文、および、【DT901】最終

構造化データに対して、【FN20-3】ベクトル解析を実行する機能。  

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【FN020_3】ベクトル解析に準ずる。 

➢ 出力 

 【FN020_3】ベクトル解析に準ずる。 
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➢ 利用するライブラリ  

 React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム 

 なし 

⚫ 機能詳細 

➢ 【DT901】最終構造化データに対し、ベクトル解析を実行する機能。チャット機能起動時に、ユー

ザーがベクトルデータ作成を実行する。 

 

【FN034】チャット生成機能  

 

⚫ 機能概要 

【FN032】問い合わせ文入出力画面において、ユーザーからのお問い合わせ入力内容を元に関連性のあ

るデータを【FN033】ベクトルデータ作成機能で生成したベクトルデータから検索・取得し、質問と取

得したデータを埋め込んだプロンプトを作成することで、LLM によってユーザーへの返答文（自然言

語）を出力する機能。  

⚫ フローチャート 

 

図 4-20 チャット生成フロー 

 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT902】ベクトルデータ 

⚫ 内容 

➢ 【FN020_3】ベクトル解析によって生成されたベクトルデータ 

⚫ 形式 
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➢ JSON 形式 

 

 ユーザー入力データ 

⚫ 内容 

➢ ユーザーが【FN032】 お問い合わせ文入出力画面に対して入力したテキストデータ 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式 

 

➢ 出力 

 文章生成結果 

⚫ 内容 

➢ ユーザーからの入力（クエリ）に対して、ベクトルデータから生成した回答文 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ ユーザーからの入力（クエリ）を取得し、【AL02】ベクトル解析によってクエリを

ベクトル化し、【DT902】ベクトルデータから最も類似度の高い情報を抽出し、

【AL01】LLM によってユーザーのクエリに対する自然な回答を生成し出展名と資料

名、URL を含めたデータ。  

⚫ 機能詳細 

➢ チャット生成 

 LLM がユーザーの生成した【DT901】最終構造化データをチャットから情報検索できるよう

に、RAG（Retrieval-Augmented Generation）による回答生成を行えるようにする。  

 ユーザーからの入力（クエリ）を取得し、【AL02】ベクトル解析によってクエリをベクトル化

し、【DT902】ベクトルデータから最も類似度の高い情報を抽出し、【AL01】LLM によってユ

ーザーのクエリに対する自然な回答を生成する。  

➢ 利用するライブラリ  

 【SL003】AWS Bedrock API  

 【SL004】Langchain  

 【SL005】Faiss  

➢ 利用するアルゴリズム 

 【AL04】チャット生成 
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【FN035】テンプレート管理機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ テンプレート管理機能では、データ生成に必要な処理を一連処理として実行するため、各オペレー

ターをシーケンシャルに設定したワークフローテンプレート、個別のオペレーター起動に必要なパ

ラメータ情報を設定する個別テンプレートを作成・実行する機能を提供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 なし 

➢ 出力 

 なし 

⚫ 機能詳細 

➢ テンプレート管理機能では、以下のテンプレートを管理する。 

 ワークフローテンプレート 

⚫ 一連の処理を一気通貫で実行するためにオペレーターをグルーピングしたテンプレート

を指す。 

 構造化テンプレート 

⚫ 【FN007】データ構造化処理（UI）で利用するテンプレート。非構造データを構造化す

る際に利用する。 

⚫ テンプレートには、カラム名、タイプ、ポジション（抽出するキーワードが存在する文

書内の章など）、単位、キーワード、自由文、出典名作成情報を設定することができる。 

⚫ 本テンプレートは【DT001】原票データ（PDF、PNG 形式）、【DT002】テキストデータ

（DOCX、XLSX 形式）のデータ構造化処理で利用する。 

 結合前処理テンプレート 

⚫ 【FN010】データ結合前処理実行機能（UI）で利用するテンプレート。資料名作成、デ

ータクレンジング、ジオコーディング、秘匿化処理を実行する。 

 テキストマッチングテンプレート 

⚫ 【FN011】データ結合実行機能（テキストマッチング）（UI）で利用するテンプレート。

データ結合の際のメインコンテンツ、結合コンテンツ、キーカラム、結合カラム、自由

文が定義されている。 

 空間結合テンプレート 

⚫ 【FN013】データ結合実行機能（空間結合）（UI）で利用するテンプレート。空間結合の

際のメインコンテンツ、結合コンテンツ、結合方式、検索上限範囲（最近傍結合のみ）

の情報が定義されている。 

 クロス集計テンプレート 
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⚫ 【FN012】データ集計実行機能（クロス集計）（UI）で利用するテンプレート。メインコ

ンテンツ、データ集計の際の集計方式（合計/平均、カウント）、集計単位、集計対象の

情報が定義されている。 

 空間集計テンプレート 

⚫ 【FN014】データ集計実行機能（空間集計）（UI）で利用するテンプレート。メインコン

テンツ、集計コンテンツ、データ集計の際の集計方式（合計/平均、カウント）、集計単

位、集計対象の情報が定義されている。 

➢ 【SC014】テンプレート一覧画面より、各テンプレートの削除、編集、実行ができる。 

➢ 利用するソフトウェア  

 React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

 なし 

 

【FN036】データセット管理機能 

 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では、コンテンツをユースケースごとにグルーピングを行い、データセットとして管理する。 

➢ データセットは、新規作成、編集、削除が可能である。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 なし 

➢ 出力 

 なし 

⚫ 機能詳細 

➢ データセット管理画面では、コンテンツの公開ステータス「可視化」がオンであるコンテンツのみ

紐づけ可能である。 

➢ 紐づくコンテンツの公開ステータスが 1 つでもオンの状態であるとき、データセットの削除はでき

ないものとする。 

➢ コンテンツを紐づけ後、メタデータを入力する。以下はデータセットで設定するメタデータであ

る。G 空間情報センターに公開される際には、データセットのメタデータとして公開する。 

➢ データ仕様書の情報をファイルアップロードにて紐づける。データ仕様書には、項目リスト、コー

ドリスト、ER 図を含む。 

➢ データセットは、コンテンツと同様に公開ステータスを保持する。公開ステータスのオン/オフは

オープンデータの公開に影響があるため、システム管理者のみ操作可能である。コンテンツの公開

ステータスとデータセットの公開ステータスの関係性【FN019】データ配信機能の 4-2-3. 開発機

能の詳細要件にて詳細を記載する。 
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表 4-8 データセット用メタデータ 

ID 入力項目名称 デフォルト入力値 内容 

1 管理 ID ProjectLinks{ID となる数字}_{年度} ⚫ G 空間情報センターで管理

するデータセットを一意で

判断するための ID。 

2 タイトル（データセッ

ト名称） 

 ⚫ G 空間情報センターで管理

するデータセットを一意で

判断するための名称。 

3 説明 データの作成にあたっては、紙で保管

された報告書をスキャンして PDF 化

し、LINKS Veda を使用しました。

LINKS Veda によるデータ作成の精度は

紙資料の保存状態や記入状況に依存

し、データの完全性や正確性を保証す

るものではありません。

https://www.mlit.go.jp/links/本データ

は政府標準利用規約（第 2.0 版）に準

拠しています。また、クリエイティ

ブ・コモンズ・ライセンスの表示 4.0

国際と互換性があるとともに、利用者

が Open Data Commons による ODC 

BY 又は ODbL での利用を希望する場合

に、それを妨げるものではありませ

ん。 

⚫ G 空間情報センターに公開

するデータに関する詳細説

明。Project LINKS では、

左記を固定とする。 

4 キーワード  ⚫ G 空間情報センターでデー

タセット検索を補助するた

めのキーワード情報 

5 テーマ分類  ⚫ G 空間情報センターでデー

タセット検索を補助するた

めのタグで保持する情報 

6 対象地域 日本全国 ⚫ データ対象地域。Project 

LINKS では、左記を固定と

する。 

7 対象期間  ⚫ 公開するデータ対象期間を

示す。 

8 提供者 国土交通省 総合政策局 情報政策課 ⚫ データ提供者を示す。
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Project LINKS では、左記

を固定とする。 

9 連絡先情報  ⚫ データ提供者の連絡先情報

を示す。 

10 作成者 国土交通省 総合政策局 情報政策課 ⚫ データ作成者を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

11 公開日  ⚫ G 空間情報センターへのデ

ータセット公開日を示す。 

12 最終更新日  ⚫ 作成されたデータセットの

最終更新日を示す。 

13 更新頻度 不定期 ⚫ 更新頻度を示す。Project 

LINKS では、左記を固定と

する。 

14 言語 ja ⚫ データの言語を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

15 公開範囲 制限付き公開 ⚫ データの公開範囲を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

16 公開条件  ⚫ データの公開条件を示す。 

17 ライセンス 政府標準利用規約（第 2.0 版） ⚫ データのライセンスを示

す。Project LINKS では、

左記を固定とする。 

18 利用規約 https://www.mlit.go.jp/links/terms-

of-use.html 

⚫ データの利用規約を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

19 バージョン ver1.0 ⚫ データのバージョンを示

す。データ更新の度にバー

ジョンを上げて対応する。 

⚫ データセットを変更した場

合：ver 番号を更新する。

（例：1.0→2.0） 

⚫ データセット内のコンテン

ツを更新した場合：枝番を

更新する。（例：1.0→1.1） 

20 タイプ CSV、JSON、GeoJSON ⚫ G 空間情報センターに公開
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する際のデータセットのフ

ァイル形式を示す。 

21 エンコーディング UTF-8 ⚫ G 空間情報センターに公開

するデータのエンコーディ

ング。UTF-8 BOM 付のフ

ァイルで公開される。 

22 来歴情報  ⚫ G 空間情報センターへの来

歴情報。空欄とする。 

23 品質評価 正確性、完全性、一貫性 ⚫ LINKS Veda で作成したデ

ータの品質評価を示す。

Project LINKS では、左記

を固定とする。 

24 データ品質（品質測定

結果） 

統計的な分析を行うのに十分な品質。

ただし、データ型の統一などデータク

レンジング処理を行っておりますが、

紙資料の保存状態や記入状況によって

は、正確な記載となっていない場合が

ございます。 

⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

25 制約 利用規約による ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

26 有償無償区分* 無償 ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

27 災害時区分* 無償提供 ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

28 価格情報 無償 ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

29 使用許諾 Project LINKS の利用規約に従って、ど

なたでも、複製、公衆送信、翻訳・変

形等の翻案等、自由に利用できます。

商用利用も可能です。

（https://www.mlit.go.jp/links/terms-

of-use.html） 

⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

30 準拠する標準 https://www.w3.org/TR/vocab-dcat-

3/ 

⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 

31 関連ドキュメント https://www.mlit.go.jp/links/ ⚫ Project LINKS では、左記

を固定とする。 
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➢ 利用するソフトウェア  

 React/TypeScript 

➢ 利用するアルゴリズム  

 なし 

 

【FN037】秘匿処理機能 

⚫ 機能概要 

➢ 本機能では【FN019】データ配信機能のデータ公開に向けて、数値情報の階層化・偏差値化、新規コ

ードの追加、住所の秘匿化を行い、元の情報を特定できないように秘匿化する機能を提供する。 

➢ 本機能は、【FN010】データ結合前処理実行機能（UI）から実行するものとする。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT901】最終構造化データ 

⚫ 内容 

➢ 【DT206】テキスト結合済構造化データ、【DT207】クロス集計済構造化データ、

【DT208】空間結合済データ、【DT209】地域集計済構造化データのうち、最終的に

出力されるデータ。 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式、GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ D002 正規化ローデータの集計・加工機能の処理を完了し、【FN018】にてデータ承

認を行うことができる状態のデータ。 

➢ 出力 

 【DT901】最終構造化データ 

⚫ 内容 

➢ 【DT206】テキスト結合済構造化データ、【DT207】クロス集計済構造化データ、

【DT208】空間結合済データ、【DT209】地域集計済構造化データのうち、最終的に

出力されるデータ。 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式、GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ D002 正規化ローデータの集計・加工機能の処理を完了し、【FN018】にてデータ承

認を行うことができる状態のデータ。 

 

⚫ 機能詳細 

➢ 秘匿処理機能 
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 本機能ではオープンデータ公開において、直接的な一般公開が望ましくない情報を秘匿化する

ための機能として、階層化・偏差値化、新規コードの追加、住所の秘匿化機能を提供する。 

 階層化、偏差値化：対象項目が数値である場合に、該当項目を等量分類で手動または自動的に

2 から 10 階層までに分ける。また、偏差値化を行うことで同様に、元の情報が確認できない

状態で分布がわかるようにする。 

 新規コードの追加：一意となる ID を新規に生成するため、uuid を生成する。 

 住所の秘匿化機能：住所情報から市区町村名称抽出し、付与する。 

➢ 利用するソフトウェア  

 【SL009】Pandas 

➢ 利用するアルゴリズム  

 なし 

 

【FN038】英語カラム化機能 

 

⚫ 機能概要 

・ 本機能では【FN019】データ配信機能のデータ公開に向けて、【AL01】LLM(Large Language Model) 

を用いて日本語カラムを英語カラムへと変換する機能を提供する。 

⚫ フローチャート 

➢ なし 

⚫ データ仕様 

➢ 入力 

 【DT901】最終構造化データ 日本語カラム一覧 

⚫ 内容 

➢ 【DT206】テキスト結合済構造化データ、【DT207】クロス集計済構造化データ、

【DT208】空間結合済データ、【DT209】地域集計済構造化データのうち、最終的に

出力されるデータ。 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式、GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ D002 正規化ローデータの集計・加工機能の処理を完了し、【FN018】にてデータ承

認を行うことができる状態のデータのうち、カラム一覧だけ取り出したデータ。 

➢ 出力 

⚫ 【DT901】最終構造化データ 英語カラム一覧 

⚫ 形式 

➢ JSON 形式、GeoJSON 形式 

⚫ データ詳細 

➢ D002 正規化ローデータの集計・加工機能の処理を完了し、【FN018】にてデータ承

認を行うことができる状態のデータのうち、カラム一覧だけ取り出したデータ。 
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⚫ 機能詳細 

➢ 英語カラム化機能 

 オープンデータ公開に向けて、【DT901】最終構造化データをデータベースアプリケーション等

へ読み込みがしやすくなるように、カラム情報を英語カラムへと変換する。英訳にあたって、

【DT901】最終構造化データのカラム情報を規定のプロンプトにいれ、【AL01】LLM(Large 

Language Model) によって英訳を実施する。 

➢ 利用するライブラリ 

 【SL003】AWS Bedrock API 

 【SL004】Langchain 

 【SL005】Faiss 

➢ 利用するアルゴリズム  

 【AL01】LLM(Large Language Model)  
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4-3. アルゴリズム 

 

表 4-9 利用するアルゴリズム一覧 

ID ア ル ゴ リ ズ ム

を 利 用 し た 機

能 

名称 説明 

AL01 【FN020_2】 LLM (Large Language Model) 深層学習アーキテクチャ（Transformar）に

大規模なデータを学習することで、質問応

答・翻訳・コード作成など様々なタスクを可

能にしたモデル。 

AL02 【FN020_2】 構造データ生成モデル LLM によって、異なるタイプの非構造データ

からドキュメントを対象に、特定のキーワー

ドやフレーズをもとに構造データ化を可能に

したモデル。 

AL03 【FN020_3】 ベクトル解析 LLM が入力テキストの意味と文脈を理解し、

適切な応答を生成可能とするため、テキスト

データを高次元空間上における数値ベクトル

に変換するアルゴリズム。 

AL04 【FN034】 チャット生成 RAG(Retrieval-Augmented Generation)によ

り、LLM がユーザーの生成した最終構造化デ

ータから情報検索、回答を行えるようにする

機能。 
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4-3-1. 利用したアルゴリズム 

 

表 4-10 利用するアルゴリズム一覧 

ID ア ル ゴ リ ズ ム

を 利 用 し た 機

能 

名称 説明 

AL01 【FN020_2】 LLM (Large Language Model) 大規模なデータを学習することで、質問応

答・翻訳・コード作成など様々なタスクを可

能にしたモデル。 

AL03 【FN020_3】 ベクトル解析 LLM が入力テキストの意味と文脈を理解し、

適切な応答を生成可能とするため、テキスト

データを高次元空間上における数値ベクトル

に変換するアルゴリズム。 
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AL01 【FN020_2】LLM (Large Language Model) 

 

⚫ Transformer と呼ばれる深層ニューラルネットワークアーキテクチャを採用した自然言語処理モデル

で、膨大な量の文書やインターネット上のテキストにおける質問応答、要約作成、翻訳、感情分析など

を学習済。シーケンス内の全ての要素間の関係を同時に考慮して、高度な自然言語理解により、入力し

た情報から汎用的に LLM は投入したデータから、特定のドメインにおける専門知識を反映して出力で

きる。 

⚫ 【AL03】ベクトル解析によって文章からベクトル化・Self Attention 複数トークンの情報を混合したベ

クトルを計算することで、トークン間の依存関係の強さを定量化し、トークン間の依存関係を調節する

ことで、主語、動詞、目的語等の文章構造を理解・生成。 

⚫ 出力指示：「事業所名」、「住所」などのキー項目を抽出し、そのキー項目の右側や下側にある対象項目を

推定して、抽出。レイアウト構造を解析し項目抽出を行い、テキストの内容だけでなく、テキストの配

置やページ上の位置といったレイアウト情報も利用文書内の特定の位置で情報を読み取る Markdown、

HTML、XML、Json など様々な形式のテーブル情報を理解。 

 

図 4-21 LLM データ処理フロー 
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AL03【FN020_3】ベクトル解析 

 

⚫ LLM が入力テキストの意味と文脈を理解し、適切な応答を生成可能とするため、テキストデータを高次

元空間上における数値ベクトル（Embedding）に変換するアルゴリズム。 

 

①トークン化: 入力テキストをトークン（単語やサブワード）に分割し、テキストを一連のトークンのシーケ

ンスとする。 

 

入力例： "海外からのインバウンドを推進する"の場合 

["海外", "から", "の", "インバウンド", "を", "推進", "する"] 

 

②トークンの数値化: 各トークンを一意の数値 ID に変換し、テキストは数値のシーケンスとして表現。 

 

入力例： "海外からのインバウンドを推進する"の場合 

[1234, 567, 89, 4321, 101, 2345, 678] 

 

③エンベディングレイヤー: 数値 ID のシーケンスを高次元ベクトル空間に埋め込み、各トークン ID は事前に

学習されたエンベディングマトリックスを使用して、固定長のベクトルにマッピング。 

 

入力例： "海外からのインバウンドを推進する"の場合 

 [ [0.12, -0.45, ..., 0.34],  

[-0.22, 0.33, ..., -0.14],  

[0.05, 0.19, ..., 0.27],  

[0.36, -0.12, ..., 0.18],  

[-0.15, 0.27, ..., 0.22],  

[0.20, -0.29, ..., -0.08],  

[-0.07, 0.40, ..., 0.15] ] 

 

④コンテキストエンコーディング: Embeddings をモデルに入力し、文脈を考慮したエンコーディングを実施。

Transformer モデルのコアコンポーネントである Self Attention メカニズムを使用して、入力されたテキスト

内で各単語（トークン）が他の単語にどの程度注目するべきかを以下のように計算することで、文脈を考慮し

た意味理解が可能となる。 

 

A. クエリ（Query）、キー（Key）、バリュー（Value）の計算 

各単語（トークン）について、クエリベクトル、キーべクトル、バリューベクトルを計算。 

 

Query (Q): 他の単語に対して「どのような情報を探しているか」を表現するベクトル。 

Key (K): 自分が「どのような情報を持っているか」を表現するベクトル。 
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Value (V): 自分が「どの情報を提供するか」を表現するベクトル。 

 

B. Attention Scores の計算 

ある単語が他の単語にどれだけ注目すべきかを示す Attention Score を計算。クエリとキーのドット積の計算

から得られる。 

 

C. スコアの正規化（Softmax） 

Attention Scores は Softmax 関数を使って正規化し、各単語に対する注目度（重み）を計算。 

 

： キーベクトルの次元数（スコアのスケーリングに使用） 

 

D. コンテキストの集約 

各単語のバリューベクトルと Attention Weights を掛け合わせ、重み付きのバリューベクトルを計算します。

これらをすべての単語について集約することで、その単語の新しい表現が得られます。 

 

 

⑤出力生成: 最終的に、コンテキストを考慮したエンコーディングに基づき、次のトークンを予測し、文脈に

沿ったテキストを出力。 
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4-3-2. 開発したアルゴリズム 

 

表 4-11 開発するアルゴリズム 

ID ア ル ゴ リ ズ ム

を 利 用 し た 機

能 

名称 説明 

AL02 【FN020_2】 構造データ生成モデル LLM によって、異なるタイプの非構造データ

からドキュメントを対象に、特定のキーワー

ドやフレーズをもとに構造データ化を可能に

したモデル 

AL04 【FN034】 チャット生成 RAG(Retrieval-Augmented Generation)によ

り、LLM がユーザーの生成した最終構造化デ

ータから情報検索、回答を行えるようにする

機能。 

 

AL02【FN020_2】構造データ生成モデル 

 

⚫ 非構造データを対象とし、対象データの単語や文といった自然言語の情報を、その単語や文の意味を表

現するベクトル空間にマッピング（embedding）し、大規模な文書集合から関連性の高い情報の検索を

可能とする。 

⚫ 非構造データが画像データの場合には、OCR を適用し、1)画像の前処理（リサイズ、回転、トリミン

グ、ノイズの除去等）により、文字認識に適した状態に加工後、画像内の文字のセグメンテーションを

実施。2)抽出結果から抽出した文字形状やサイズなどの特徴を取得し、機械学習により文字認識モデル

から文字を識別。3)認識された文字にスペル修正やフォーマット調整後、テキストデータとして出力。 

⚫ ユーザーが生成したい構造データ構成（カラム構成、データ型等の詳細条件）を指定すると、LLM に投

入するプロンプトを自動生成し、プロンプトに従い、embeddings データから構造データを自動生成す

る。追加オプション機能により、ユーザーはプロンプトを拡張することができる。たとえば、integer

（整数型）を 1 円単位とするか、100 万単位とするか、住所のハイフンの有無、氏名の間の半角スペー

スの有無などは標準プロンプトを拡張・制御が可能。 

⚫ 生成されるデータの再現性を確保するため、サンプリング等のデータ処理において seed および

fingerprint 等のパラメータを使用することで、類似結果が生成されるように制御する。（ただし、並列

計算や API のハードウェア性能によって理論上、完全な再現は不可能である。） 

⚫ データバリデーションのため、生成したデータがユーザーの指定したコンテンツ設定にしたがって、自動

評価する仕組みを設ける。ハルシネーションを防ぐため、対象データソースごとに適切に生成されたかを

定量的に示す信頼度 confidence（定義域：0-1.0）を算出する。信頼度はアンサンブルで一つの構造デー

タ化処理に 3 つ LLM エージェントによって出力された結果をクラスタリング・距離計算して算出され

る。対象データソースにおいて出力スキーマで指定した情報がある場合には 1.0 に近くなり、妥当な結果



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 110 -  

 

であることを示す。逆に 0.0 に近いほど出力スキーマで指定した情報が対象データソース内になく、LLM

によるハルシネーションが起きている可能性が高いことを示す。また、エージェントでは実行するプロン

プト条件が変更され、通常（default）に加え、下記のテーブル抽出型（”table”）とリスト抽出型（"list”）

に分けて実行される。これにより、対象データソースの文章構造が特異なために抽出に失敗している場合

に confidence が低下し、失敗している可能性があることを検出することが可能となる。 

 

"table":  """For tables, pay extra attention to 

            - Identifying all tables in the document. 

            - Extracting headers and all data rows accurately. 

            - Interpreting merged cells and complex table structures correctly. 

            - Preserving relationships between table headers and data.""" 

"list":  """For lists, pay extra attention to: 

            - Identifying all types of lists (bulleted, numbered, or otherwise). 

            - Capturing the hierarchy and structure of nested lists. 

            - Preserving the relationship between list items and any associated descriptions.""" 

 

 

図 4-22 データ生成における類似度 

 

図 4-23 類似度算出方法 
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AL04【FN034】チャット生成 

 

LLM がユーザーの生成した最終構造化データをチャットから情報検索できるように、RAG（Retrieval-

Augmented Generation）による回答生成を行えるようにする機能。 

LLM はインターネット上に存在するドキュメントデータをクローリング等により大量に収集し、学習デー

タとして機械学習にかけたモデルであるため、デフォルトの状態ではインターネットに公開されていない省内

の情報を加味したテキスト生成を行うことができない。そのため、ユーザーが生成した最終構造化データを加

味した回答を可能とするため、ベクトル DB の生成、および、RAG（Retrieval-Augmented Generation）によ

る検索拡張生成技術を取り入れた処理アルゴリズムを構築する。 

 

 

図 4-24 RAG（Retrieval-Augmented Generation）フロー図 

（出典：https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/sagemaker/latest/dg/jumpstart-foundation-models-customize-rag.html） 

 

処理の流れ： 

①ベクトル DB の生成：クエリとデータベース内のドキュメントは、同じエンコーダ（通常は Transformer ベ

ースのモデル）を使用してエンコードされ、ベクトルに変換される。 

②クエリの生成：ユーザーからの入力（クエリ）を取得 

③情報の検索：クエリを元に、事前に用意されたベクトル DB から関連情報を検索し、関連性の高い情報を取

得。クエリのベクトルとデータベース内のドキュメントのベクトルを比較し、最も類似度の高い情報を抽出。 

④生成モデルによる回答生成：取得した情報を入力として、ユーザーのクエリに対する自然な回答を生成。出

典情報を返すことができる。 

  

https://docs.aws.amazon.com/ja_jp/sagemaker/latest/dg/jumpstart-foundation-models-customize-rag.html


LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 112 -  

 

4-4. データインタフェース 

4-4-1. ファイル入力インタフェース 

 

表 4-12 入力データ一覧 

ID データを利用する

機能 

データ名 データの利用目的 

DT001 FN006/FN007 原票データ（PDF、

PNG 形式） 

EBPM 及びオープンデータ化を実施するにあ

たり、データを結合するメインソースとして

活用。 

DT002 FN006/FN007 テキストデータ

（DOCX、XLSX 形式） 

 

EBPM 及びオープンデータ化を実施するにあ

たり、データを結合するメインソースとして

活用。 

DT003 FN006/FN007 地図データ（GeoJSON

形式、SHP 形式、CSV

形式） 

メインソースデータと結合し、地図上で描画

に活用。 

DT004 FN006/FN007 テーブルデータ（CSV

形式） 

メインソースデータと結合し、データ間の関

係性や傾向等の発展的なデータ分析やグラフ

等で視覚化するために活用。 

 

【DT001】原票データ 

  

データを結合するメインソースとなる PDF 形式や PNG 形式のデータ。OCR を実行しテキスト化したのち構

造データ化を行う。【DT001】原票データとしては、報告書や申請書、調査書などが想定される。最終的なデ

ータの可視化を行う際に必要になる、名称や日時、座標、日時などの情報を含む。 

 

【DT002】テキストデータ 

 

データを結合するメインソースとなる DOCX 形式、XLSX 形式のデータ。【AL01】LLM や【AL02】構造デ

ータ生成モデルを用いて構造データ化を行う。【DT002】テキストデータとしては、報告書や申請書、調査書

などが想定される。最終的なデータの可視化を行う際に必要になる、名称や日時、座標、日時などの情報を含

む。なお、XLSX 形式ですでに構造データ化されているデータもテキストデータとして入力される。 

 

【DT003】地図データ 

 

メインソースデータと結合し、地図上で描画するための GeoJSON 形式、SHP 形式、CSV 形式のデータ。構

造データ化されたデータのうち、ジオメトリを含んだデータが該当する。【DT003】地図データとして、国土
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地理院の地図情報などが想定される。空間最終的にデータを地図上で表示させる際に必要になる情報を含む。 

 

表 4-13 地図データのイメージ 

code subco

de 

year Name Value1 Value2 Value3 Value3 geome

try 

3001 411 7.8  2 0 88.22 1003 略 

3001 411 7.4  2 0 67.67 1003 略 

3001 411 7.5  2 0 55.27 1003 略 

3003 Null 14.1  Null 1 Null Null 略 

3001 413 8  2 0 39.21 1003 略 

: : :  : : : : : 

任意 任意 

 

任意 

 

 任意 

 

任意 

 

任意 

 

任意 

 

必須 

 

数値 数値 数値  数値 ブ ー リ

アン 

数値 カ テ ゴ

リ 

ジ オ メ

トリ 

 

【DT004】テーブルデータ 

 

 メインソースデータと結合し、データ間の関係性や傾向等の発展的なデータ分析やグラフ等で視覚化する

ための情報を含む、CSV 形式のデータ。【DT004】テーブルデータとしては、申請情報や統計調査などが想定

される。 

 

表 4-14 テーブルデータのイメージ 

code subco

de 

year Name Value1 Value2 Value3 Value3 geome

try 

3001 411 7.8  2 0 88.22 1003 21 

3001 411 7.4  2 0 67.67 1003 21 

3001 411 7.5  2 0 55.27 1003 21 

3003 Null 14.1  Null 1 Null Null 21 

3001 413 8  2 0 39.21 1003 21 

: : :  : : : : : 

任意 任意 

 

任意 

 

 任意 

 

任意 

 

任意 

 

任意 

 

任意 

 

数値 数値 数値  数値 ブ ー リ

アン 

数値 カ テ ゴ

リ 

数値 
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4-4-2. ファイル出力インタフェース 

 

表 4-15 出力データ一覧 

ID  データを出力する機能  データ名  形式  

DT901 FN024,FN025,FN026,FN027 最終構造化データ CSV,JSON,GeoJSON 

DT902 FN20-3 ベクトルデータ - （ベクトル DB にイン

ポート） 

DT903 FN024,FN025,FN026,FN027 オープンデータ JSON,GeoJSON 

DT904 FN003 コンテンツスキーマデータ JSON 

DT905 FN003 コンテンツデータ JSON 

DT906 FN030 属性情報出力データ CSV 

DT907 FN030 出力レポートデータ PDF 

 

【DT901】最終構造化データ 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能：【FN024】【FN025】【FN026】【FN027】 

 

 【DT206】テキスト結合済構造化データ、【DT207】クロス集計済構造化データ、【DT208】空間結合済デー

タ、【DT209】地域集計済構造化データのうち、最終的に出力されるデータ。 

 

表 4-16 【DT901】最終構造化データの例 

番号 フ ィ ー

ルド名 

デ ー タ

型 

項目 入力例 備考 出典 

1 ID 整数型 ID   DT001/DT

002 

2 フ ァ イ

ル名 

テ キ ス

ト型 

名称   DT001/DT

002 

3 PAGE テ キ ス

ト型 

日時   DT001/DT

002 

4 TEXT テ キ ス

ト型 

住所   DT001/DT

002/DT00

3 

5 GEOME

TRY 

ジ オ メ

トリ型 

WKT フォー

マット 

  DT001/DT

002/DT00

3 

6 INT_VA

LUE 

整数型 値   DT001/DT

002 
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7 TEXT_V

ALUE 

文字列 値   DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

8 BOOL_

VALUE 

Bool 値   DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

9 REAL_V

ALUE 

小数点 値 … … DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

… … … … … … … 

10 TEXT_V

ALUE 

文字列 値   DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

11 MATCH Bool 完全一致の

有無 

   

12 SIMILA

RITY 

小数点 類似度  0-1.0  

13 OTHER

_ONE 

整数型 結合先 ID   DT001/DT

002 

14 ADDRE

SS2 

テ キ ス

ト型 

住所 2   DT001/DT

002/DT00

3 

15 AREA テ キ ス

ト型 

地域    

… … … … … … … 

 

【DT902】ベクトルデータ 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能： 【FN020_3】ベクトル解析 

 

【DT901】最終構造化データをベクトル解析によって、高次元空間上における数値ベクトルに変換したデー

タ。意味的に近い単語は互いに近い位置に配置され、遠い単語は遠くに配置される。 【AL01】LLM におい

て、本データによって入力テキストの意味と文脈を理解し、適切な応答を生成可能とするために作成される。 

 

記載例： 

ID ベクトル  

1234 [0.12, -0.45, ..., 0.34]  
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567 [-0.22, 0.33, ..., -0.14]  

89 [0.05, 0.19, ..., 0.27]  

4321 [0.36, -0.12, ..., 0.18]  

101 [-0.15, 0.27, ..., 0.22]  

2345 [0.20, -0.29, ..., -0.08]  

678 [-0.07, 0.40, ..., 0.15] 

 

【DT903】オープンデータ 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能：【FN024】【FN025】【FN026】【FN027】 

 

 【DT206】テキスト結合済構造化データ、【DT207】クロス集計済構造化データ、【DT208】空間結合済デー

タ、【DT209】地域集計済構造化データのうち、公開用に最終的に出力されるデータ。【DT901】最終構造化デ

ータから、非公開とすべきカラムを除外したデータ。 

 

【DT904】コンテンツスキーマデータ 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能：【FN003】 

 

 【FN020_2】データ構造化処理、【FN021】データ結合前処理（データクレンジング）、【FN022】データ結

合前処理（ジオコーディング）、【FN023】データ結合前処理（座標系統一）、【FN024】データ結合処理（テキ

ストマッチング）、【FN025】データ集計処理（クロス集計）、【FN026】データ結合処理（空間結合）、【FN027】

データ集計処理（空間集計）の処理によって作成されたコンテンツのデータ定義情報を保持したデータ。 

 

【DT905】コンテンツデータ 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能：【FN003】 

 

 【FN020_2】データ構造化処理、【FN021】データ結合前処理（データクレンジング）、【FN022】データ結

合前処理（ジオコーディング）、【FN023】データ結合前処理（座標系統一）、【FN024】データ結合処理（テキ

ストマッチング）、【FN025】データ集計処理（クロス集計）、【FN026】データ結合処理（空間結合）、【FN027】

データ集計処理（空間集計）の処理によって作成されたコンテンツのレコード情報を保持したデータ。 
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4-4-3. 内部連携インタフェース 

 

表 4-17 内部連携 IF 一覧 

内 部 連

携 IF 

内部連携 IF 名 ID 機能名 説明 

IF201 デ ー タ 登 録

（CMS 連携） 

FN004 アセット管理

機能 

⚫ 本機能では、アップロードされたファイルの単位

（ローデータ）であるアセットを管理する機能を

提供する。 

FN006 データ登録機

能 

⚫ 本機能は、アセットメニューから呼び出す。任意

の静的ファイルをローカルから選択し、アセット

として新規アップロード、編集、削除する機能を

提供する。 

IF202 デ ー タ 構 造 化

(CMS 連携) 

FN003 コンテンツ管

理機能 

⚫ 本機能では、D001、D002 の処理実行によって作

成されるコンテンツ情報を管理する機能を提供す

る。 

FN005 アイテム管理

機能 

⚫ 本機能は、CMS で管理するデータの最小単位で、

コンテンツに則って作成されたデータのレコード

を管理する機能を提供する。（Veda 内でのアクセ

スは行わない。） 

IF203 データ構造化 FN020_1 OCR 処理 ⚫ OCR 処理を行い、画像データから文章を抽出し、

テキストデータに変換する機能を提供する。 

FN020_2 データ構造化

処理 

⚫ 構造データ生成モデルを利用し、LLM によって自

然言語情報といった非構造データを構造データに

変換する機能を提供する。 

IF204 ベクトル解析 FN020_3 ベクトル解析 ⚫ ユーザーがチャットから登録したデータの内容を

問い合わせができるように、ベクトル化処理を実

施する機能を提供する。 

IF205 データクレンジ

ング 

FN021 データ結合前

処理（データ

ク レ ン ジ ン

グ） 

⚫ データ結合前にユーザーが指定したカラムを対象

に表記ゆれの修正やデータクレンジング処理（ス

ペースの削除や全角・半角の削除、テキストの置

換処理など）を行う。 

⚫ 表記ゆれの修正には、番地表記、市区町村名に含

まれる小書き文字表記、数字表記の統一が含まれ

る。 

FN022 データ結合前

処理（ジオコ

ーディング） 

⚫ 住所情報を保持するカラムに対してジオコーディ

ング（座標付与）を実行し、新規に緯度経度のカ

ラムを追加する機能を提供する。 
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⚫ 後続の空間結合処理等で必要なカラム（緯度経度）

を追加する。 

FN023 データ結合前

処理（座標系

統一） 

⚫ 登録データでは、複数の座標系が混在している状

態である。後続でデータ結合するための内部処理

として WGS84 に座標系統一処理を実行する。 

IF206 データ結合処理

（テキストマッ

チング） 

FN024 データ結合処

理（テキスト

マッチング） 

⚫ テキストマッチングにおいて、ユーザーが完全一

致と部分一致を選択し、部分一致の際の類似度の

閾値を設定することで、複数テーブルデータを属

性結合する機能を提供する。  

⚫ 結合対象データにおいて共通するキーとなる文字

列を対象に一致を確認する。文字列が完全に一致

する場合（完全一致）と、類似度を設けて部分的

に一致する場合（部分一致）の２パターンを設け

る。後者については、AI 自然言語処理（Natural 

Language Processing）を用いて文字列間の類似

度（ベクトル）を算出し、ユーザーが類似度に基

づいて制御可能なものとする。・ユーザーは閾値、

および完全一致、部分一致を選択し、処理の再実

行もできる。 

⚫ 任意のテーブルデータに対しテキストマッチング

によるインデキシング処理を行う機能。この機能

には特定のワードをキーとした結合、除外、確率

計算等が含まれる。 

⚫ テキストマッチングを利用した属性結合におい

て、結合前後における総件数の表示、結合時に集

約処理を行うかどうかを選択する機能を提供す

る。 

IF207 データ集計処理

（クロス集計） 

FN025 データ集計処

理（クロス集

計） 

⚫ テキストマッチングで結合したデータをユーザー

が指定した任意のカラムをキーに要約統計量（合

計、カウント、平均）を算出する機能を提供する。 

IF208 データ結合処理

（空間結合） 

FN026 データ結合処

理（空間結合） 

⚫ 複数データを選択し、ポリゴンとポイントにおけ

る交差結合をする機能を提供する。位置精度によ

るずれを防ぐため、最近傍結合も考慮する。 

IF209 データ結合処理

（空間集計） 

FN027 データ結合処

理（空間集計） 

⚫ ユーザーが指定した条件にのっとり（都道府県単

位等）、ユーザーがアップロードした地域ポリゴン

データを結合し、地域単位で集計し、新規地図デ

ータとして保存する機能を提供する。この際、ポ
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リゴンとポリゴンの交差判定を行い、複数のポリ

ゴンにまたがる場合には割合が多いポリゴンへ集

計されることとする。 

IF210 チャット生成 FN033 ベクトルデー

タ 作 成 機 能

（ベクトル解

析） 

 

⚫ Defined データに対して、FN20-3 を実行する機

能。 

  FN034 チャット生成

機能 

⚫ FN032 のユーザーからのお問い合わせ入力内容

を元に関連性のあるデータを FN034 で生成した

ベクトルデータから検索・取得し、質問と取得し

たデータを埋め込んだプロンプトを作成し、

LLM によって FN032 で出力するユーザーへの

返答文（自然言語）を生成する機能。 

IF211 サジェッション

機能 

FN020_4 データ構造化

前サジェッシ

ョン機能 

⚫ データソースから出力スキーマ候補を提案し、ユ

ーザーがデータ構造化処理の入力を支援する機能

を設ける。 

IF212 秘匿化処理 FN037 秘匿化処理 ⚫ データ公開に向けて、数値情報の階層化・偏差値

化、新規コードの追加、住所の秘匿化を行い、元

の情報を特定できないように秘匿化する機能を提

供する。 

IF213 英語カラム化 FN038 英語カラム化 ⚫ データ公開に向けて、LLM を用いて日本語カラ

ムを英語カラムへと変換する機能を提供する。 

IF214 メタデータ生成 FN039 RDF 生成 ⚫ データ仕様書のカタログ情報・データセット情

報・データサービス情報・公開ファイル（配信情

報）から RDF ファイル（ttl 形式）を作成する機

能を提供する。 

  

【IF201】データ登録（CMS 連携） 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN004】アセット管理機能 

➢ 【FN006】データ登録機能 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 
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⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /projects/{projectId}/assets 

 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-18 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

projectId プロジェクト ID string 〇 

file アセットファイル string($binary) 〇 

skipDecompression 解凍するかのオプション boolean  

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

 

図 4-25 リクエストパラメータモデル 

{ 

  "projectId": "7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81", 

  "file": "https://veda.domain/.........docx" 

  "skipDecompression": false 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-19 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

id ID string 〇 

projectId プロジェクト ID string 〇 

name アセット名 string 〇 

url URL string 〇 

contentType コンテンツ型 string 〇 

previewType プレビュー型 string 〇 

totalSize トータルサイズ number 〇 

archiveExtraction ステータス 抽出ステータス string 〇 

ファイル名 ファイル名 string 〇 

file.size ファイルサイズ number 〇 

file.contentType コンテンツ型 string 〇 
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file.path ファイルパス string 〇 

file.children[] ファイル子要素 string 〇 

createdAt 作成日 date 〇 

updatedAt 更新日 date 〇 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-20 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "id": "7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81", 

  "projectId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "name": "ファイル１", 

  "url": "https://veda.domain/.........", 

  “contentType”: “string”, 

  “previewType”: “image”, 

  “totalSize”: 100, 

  “archiveExtraction ステータス”: “pending”, 

  "file": { 

    "name": "ファイル１", 

    “size”: 100, 

    “contentType”: “string”, 

    “path”: "https://veda.domain/.........", 

    "children": [] 

  }, 

  "createdAt": "2024-09-18T00:59:07.492Z",  

  "updatedAt": "2024-09-18T00:59:07.492Z" 

} 

 

【IF202】データ構造化（CMS 連携） 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN003】コンテンツ管理機能 

➢ 【FN005】アイテム管理機能 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

https://veda.domain/
https://veda.domain/
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➢ POST 

⚫ パス 

➢ /projects/{projectIdOrAlias}/models 

 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-21 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

projectIdOrAlias プロジェクト ID string 〇 

page ページング integer  

perPage ページごとのアイテム数 integer  

name 名前 string  

description 概要 string  

key キー string  

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

表 4-22 リクエストパラメータモデル 

{ 

  "projectIdOrAlias": "7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81", 

  "page": 1, 

  "perPage": 50, 

  “name”: “モデル１”, 

  “description”: “モデル”, 

  “key”: “model1” 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-23 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

id 名前 string 〇 

projectId プロジェクト ID string 〇 

schemaId コンテンツ ID string 〇 

schema.id コンテンツ ID string 〇 

schema.projectId プロジェクト ID string 〇 

schema.fields[].id フィールド ID string 〇 

schema.fields[].type フィールドの型 number 〇 
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schema.fields[].key フィールドのキー string 〇 

schema.fields[].required 必須フラグ boolean 〇 

schema.fields[].multiple 複数フラグ boolean 〇 

schema.TitleField コンテンツタイトル string 〇 

schema.createdAt コンテンツ作成日 date 〇 

metadataSchemaId メタデータ ID string 〇 

MetadataSchema.id メタデータ ID string 〇 

MetadataSchema.projectId メタデータプロジェク

ト ID 

string 〇 

MetadataSchema.fields[].id メタデータフィールド

ID 

string 〇 

MetadataSchema.fields[].type メタデータフィールド

型 

string 〇 

MetadataSchema.fields[].key メタデータフィールド

のキー 

string 〇 

MetadataSchema.fields[].required メタデータフィールド

の必須フラグ 

boolean 〇 

MetadataSchema.fields[].multiple メタデータフィールド

の複数フラグ 

boolean 〇 

MetadataSchema.TitleField メタデータタイトル string 〇 

MetadataSchema.createdAt メタデータ作成日 date 〇 

name 名前 string 〇 

description 概要 string 〇 

public 公開フラグ boolean 〇 

key キー string 〇 

createdAt 作成日 date 〇 

updatedAt 更新日 date 〇 

lastModified 最終修正日 date 〇 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-24 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "id": "7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81", 

  "projectId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "schemaId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "schema": { 
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    "id": "7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81", 

    “projectId”: "7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81", 

   “fields”: [ 

       { 

         “id”: “7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81”, 

         “type”: “text”, 

         “key”: “text1”, 

         “required”: true, 

         “multiple”: true, 

       } 

    ], 

    “TitleField”: “title”, 

    “createdAt”: “2024-09-18T01:09:47.471Z" 

  }, 

  “metadataSchemaId”: "7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81", 

  “metadataSchema”: { 

    "id": "7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81", 

    “projectId”: "7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81", 

   “fields”: [ 

       { 

         “id”: “7341778-cc1d-4108-b294-8857ddb81”, 

         “type”: “text”, 

         “key”: “text1”, 

         “required”: true, 

         “multiple”: true, 

       } 

    ], 

    “TitleField”: “title”, 

    “createdAt”: “2024-09-18T01:09:47.471Z" 

  }, 

  "name": "name", 

  “description”: “desc”, 

  “public”: true, 

  “key”: “name1”, 

  "createdAt": "2024-09-18T00:59:07.492Z",  



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 125 -  

 

  "updatedAt": "2024-09-18T00:59:07.492Z" 

  “lastModified”: "2024-09-18T00:59:07.492Z" 

} 

 

【IF203】データ構造化機能 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN020_1】OCR 処理 

➢ 【FN020_2】データ構造化処理 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/structure 

 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-25 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

mode 構造化で初期または更新リクエスト判定 “create” | “update” 〇 

files アセットファイル配列 array 〇 

files.id アセットファイル ID string 〇 

files.url アセットファイル URL string 〇 

type_output 出力型指定（複数行：array） "array" | "object"  

schema 構造化で作成されるコンテンツ object 〇 

schema.type コンテンツデータ型 “object” 〇 

schema.properties コンテンツの属性一覧（取得するカラム情報） object 〇 

schema.properties.[ カ ラ ム

名].type 

カラム型 string 〇 

schema.properties.[ カ ラ ム

名].title 

カラム名 string 〇 

schema.properties.[ カ ラ ム

名].description 

カラム説明文 string  

schema.properties.[ カ ラ ム

名]. position 

ファイル内の章だてなど string  
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schema.properties.[ カ ラ ム

名]. unit 

ファイル内の章だてなど string  

schema.properties.[ カ ラ ム

名]. keyword 

カラムの値に対するキーワード string  

prompt 抽出指定文 string 〇 

genSourceName 出典情報配列 array 〇 

genSourceName.type 出典情報対象型 “column” | “text” 〇 

genSourceName.target 出典情報または指定カラム名 string 〇 

apiEndpoint 処理完了後にデータを送るエンドポイント string 〇 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

表 4-26 リクエストパラメータモデル 

{ 

  "mode": "create", 

  “type_output*: “object”, 

  "files": [ 

    { "id": "01j7awhy0j3ffesxdm4krhyn0h", "url": "https://veda.domain/.........docx" }, 

    { "id": "01j7awhy0j3ffesxdm4krhyn1h", "url": "https://veda.domain/..........docx" }, 

    { "id": "01j7awhy0j3ffesxdm4krhyn2h", "url": "https://veda.domain/..........docx" } 

  ], 

  "schema": { 

    "type": "object", 

    "properties": { // ユーザーが出力コンテンツで指定 

        "GDP": { "title": "GDP", "type": "string", “description”: “GDP of city”}, 

        "area": { "title": “area", "type": "string", “description”: “City ‘s area information”}, 

        "city-name": { "title": "city-name", "type": "string", “description”: “Name of the city”}, 

        "population": { "title": "population", "type": "string", “description”: “Population information 

of the city”}, 

    } 

  }, 

  "genSourceName": [ //出典情報となるカラムを指定、ユーザーの入力情報 

     { 

        "type": "column", 

        "target": "city-name", 

     }, 

     { 

         "type": "text", 
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         "target": " city ‘s data", 

     } 

  ], 

  "prompt": "この DOCX の詳細を抽出してください。", 

  "apiEndpoint": "https://veda.domain/callback" 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-27 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

ticketId チケット ID string 〇 

message メッセージ string  

responseType 返却タイプ（json か

geojson） 

"json" | "geojson" 〇 

schema 構造化処理によって作

成されたデータコンテ

ンツ 

object 〇 

schema.type データ型 "object" 〇 

schema.propeprties 構造化処理によって作

成された主データ 

object 〇 

schema.propeprties.key データキー object 〇 

schema.propeprties.key.name データ名 string 〇 

schema.propeprties.key.type データ型 string 〇 

schema.propeprties.key._src_id 出典 ID string 〇 

schema.propeprties.key._src_name 出典名 string 〇 

schema.propeprties.key._src_url 出典 URL string 〇 

 

表 4-28 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

ticketId チケット ID string 〇 

message メッセージ string 〇 

responseType 返 却 タ イ プ （ json か

geojson） 

"json" | "geojson" 〇 

schema 処理完了データのコンテ

ンツ 

object 〇 
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schema.type コンテンツデータ型 “object” 〇 

schema.properties コンテンツ属性 object 〇 

schema.[カラム名].name カラム名 string 〇 

Schema.[カラム名].type 値型 string 〇 

 

表 4-29 レスポンス(コールバック) 

パラメータ 説明 値 必須 

ticketId チケット ID string 〇 

fileId ファイル ID string 〇 

data 処理結果データ object 〇 

data._src_id 出典 ID string 〇 

data._src_name 出典名 string 〇 

data._src_url 出典 URL string 〇 

data.<項目> コンテンツの項目 string 〇 

dataConfidence データの評価 object ◯ 

dataConfidence.<項目> データの評価値 number ◯ 

 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-30 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "ステータス": "ok", 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "message": "処理が成功しました。", 

  "responseType": "json"; 

  "schema": { 

    "type": "object", 

    "propeprties": {  

      "GDP": { "name": "GDP", "type": "string"}, 

      "area": { "name": “area", "type": "string" }, 

      "city-name": { "name": "city-name", "type": "string" }, 

      "population": { "name": "population", "type": "string" }, 

      "_src_id": { "name": "出典 ID", "type": "string" }, 

      "_src_name": { "name": "出典名", "type": "string" }, 

      "_src_url": { "name": "出典 URL", "type": "string" },    

    } 

  } 
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} 

 

表 4-31 レスポンス(400)モデル 

{ 

 "ステータス": "error", 

 "message": "処理が失敗しました。" 

} 

 

表 4-32 レスポンス(コールバック)モデル 

{ 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "fileId": "01j7awhy0j3ffesxdm4krhyn0h", 

  "data": { 

    "GDP": "Accounts for roughly 30% of Japan's overall economy (in 2022)", 

    "area": "2,191 square kilometers", 

    "city-name": "Tokyo", 

    "population": "14.2 million (as of 2023)", 

    "_src_id": "01j7awhy0j3ffesxdm4krhyn0h", 

    "_src_url": "https://veda.domain/..........docx”, 

    "_src_name": "Tokyo city ‘s data" 

  }, 

  “dataConfidence”: { 

    "GDP": 1.0, 

    "area": 1.0, 

    "city-name": 1.0, 

    "population": 1.0 

  } 

} 

 

表 4-33 レスポンス(コールバック)モデル（１ファイル＝複数行） 

{ 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "fileId": "01j7awhy0j3ffesxdm4krhyn0h", 

  "data": [ 

    { 

      "GDP": "Accounts for roughly 30% of Japan's overall economy (in 2022)", 

      "area": "2,191 square kilometers", 
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      "city-name": "Tokyo", 

      "population": "14.2 million (as of 2023)", 

      "_src_id": "01j7awhy0j3ffesxdm4krhyn0h", 

      "_src_url": "https://veda.domain/..........docx”, 

      "_src_name": "Japan ‘s data" 

    }, 

    { 

      "GDP": "Contributes significantly to the regional economy, with a strong presence in tourism, 

culture, and technology sectors.", 

      "area": "827.83 square kilometers", 

      "city-name": "Kyoto", 

      "population": "Approximately 1.46 million (as of 2023)", 

      "_src_id": "01j7awhy0j3ffesxdm4krhyn0h", 

      "_src_url": "https://veda.domain/..........docx”, 

      "_src_name": "Japan ‘s data" 

    }, 

  ], 

  “dataConfidence”: [ 

    { 

      "GDP": 1.0, 

      "area": 1.0, 

      "city-name": 1.0, 

      "population": 1.0 

    }, 

    { 

      "GDP": 1.0, 

      "area": 1.0, 

      "city-name": 1.0, 

      "population": 1.0 

    } 

  ] 

} 
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【IF204】ベクトル解析 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN020_3】ベクトル解析 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/vectorize 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-34 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

id チャット API で呼び出す

ID 

string 〇 

input JSON か GeoJSON の URL string 〇 

apiEndpoint 処理完了後にデータを送

るエンドポイント 

string 〇 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

 

表 4-35 リクエストパラメータモデル 

{ 

  “id”: “01j7awhy0j3ffesxdm4krhyn0h”, 

  “input”: “https://veda.domain/.........json”, 

  “apiEndpoint”: “https://veda.domain/callback” 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-36 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

ticketId チケット ID string 〇 

message メッセージ string  
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表 4-37 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

表 4-38 レスポンス(コールバック) 

パラメータ 説明 値 必須 

ticketId チケット ID string 〇 

data ベクトルデータ

情報 

object 〇 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-39 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "ステータス": "ok", 

  "ticketId": " f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "message": "処理が成功しました。", 

  "responseType": "json"; 

} 

 

表 4-40 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "失敗しました。"   

} 

 

表 4-41 レスポンス(コールバック)モデル 

{  

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81",  

  "schema": {  

    "type": "object", 

    "properties": { 

      "_id": { "title": "_id", "type": "string", "description": "UUID identifier for the document" }, 

      "text": { "title": "text", "type": "string", "description": "Data for vectorization" }, 

      "metadata": { "title": "metadata", "type": "object", "properties": { 

        "file_id": { "title": "file_id", "type": "string", "description": "Unique identifier for the file" }, 

        "file_url": { "title": "file_url", "type": "string", "description": "URL of the file" } } 
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      } 

    } 

  }, 

  "data": [ 

    { 

      "_id": "f7341778-cc1d-4108", 

      "text": "{"事故等名":"旅客船プリンス宗谷衝突(岸壁)","事故等番号":"2008 函第 18 号","発生場所":"北

海道鴛 泊港フェリー岸壁(利尻島) おしどまり","発生年月日時刻":"平成 20 年 8 月 23 日 14 時 25 分ころ

","_src_id":"001","_src_url":"https://veda.domain/linkdms-files/input/.....pdf","_src_name":" 旅客船プリ

ンス宗谷衝突(岸壁)2008 函第 18 号","_document_name":"事故報告"}", 

      "metadata": { "file_id": "001", "file_url": "https://veda.domain/linkdms-files/input/....pdf" } 

    }, 

    ... 

  ] 

} 

 

【IF205】データクレンジング 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN021】データ結合前処理（データクレンジング） 

➢ 【FN022】データ結合前処理（ジオコーディング） 

➢ 【FN023】データ結合前処理（座標系統一） 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/preprocess 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-42 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

input データ URL string ○ 

inputType データ型 "json"|"shapefile"|"geojson"|"csv" ○ 

cleansing 事前処理を行うため

のオペレーションデ

object  
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ータ 

cleasing.type オペレーション型 "replace"|"normalize"|"missing" ○ 

cleasing.fields 対象カラム string[ ]  

cleasing.target 対象データ string  

cleasing.replace 置き換えデータ string  

cleasing.condition 削除データ "comma" | "" | "" | ""  

normalizeCrs 座標系統一 boolean  

geocoding ジオコーディング処

理を行うためのカラ

ム指定データ 

object  

geocoding.fields 対象カラム string[ ]  

documentName 資料名 string ○ 

apiEndpoint 処理完了後にデータ

を送るエンドポイン

ト 

string ○ 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

 

表 4-43 リクエストパラメータモデル 

{  

"input": " https://veda.domain/..........json",  

"cleansing": [     

  {    

   "type": "normalize",  

   "target": "浄水",  

  }, 

  { 

   "type": "replace", 

   "fields": "住所", 

   "target": "浄水", 

   "replace": "浄水 12"  

  } 

], 

"normizeCrs": false,     

"geocoding": {  

 "fields": ["住所"],  

},  
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"apiEndpoint": " https://veda.domain/callback"  

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-44 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

ticketId チケット ID string 〇 

message メッセージ string  

responseType 返 却 タ イ プ （ json か

geojson） 

"json" | "geojson" 〇 

 

表 4-45 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

表 4-46 レスポンス(コールバック) 

パラメータ 説明 値 必須 

ticketId チケット ID string 〇 

schema コンテンツ object 〇 

schema.type データ型 string 〇 

schema.properties 属性 object 〇 

schema.properties. [カラム名].name カラム名 string 〇 

schema.properties. [カラム名].type カラム値型 string 〇 

data 処理結果 array 〇 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-47 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "ステータス": "ok", 

  "ticketId": " f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "message": "処理が成功しました。", 

  "responseType": "json"; 

} 
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表 4-48 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "..."   

} 

 

表 4-49 レスポンス(コールバック)モデル 

{ 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "schema": { 

  “type”: “array”, 

  “properties”: { 

    “lat”: {“name”: “lat”, “type”: “number”}, 

    “lng”: {“name”: “lng”, “type”: “number”}, 

    “世帯コード”: {“name”: “世帯コード”, “type”: “number”}, 

    “住定異動年月日”: {“name”: “住定異動年月日”, “type”: “string”}, 

    “住所”: {“name”: “住所”, “type”: “string”}, 

    “性別”: {“name”: “性別”, “type”: “number”}, 

    “生年月日”: {“name”: “生年月日”, “type”: “string”}, 

  } 

 }, 

  "data": [ 

  { 

  “lat”: 35.8710126, 

  “lng”: 139.6732722, 

  “世帯コード”: 43, 

  “住定異動年月日”: “1979/3/4”, 

  “住所”: “浄水 12 町原山 309 番地 4”, 

  “性別”: 1, 

  “生年月日”: “1999/11/1” 

  } 

 ] 

} 
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【IF206】データ結合処理（テキストマッチング） 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN024】データ結合処理（テキストマッチング） 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/text_match 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-50 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

inputLeft 対象データ URL string ○ 

inputRight 対象データ URL string ○ 

where 対象カラム指定データ object ○ 

where. leftField 対象カラム string ○ 

where. rightField 対象カラム string ○ 

threshold 閾値 number ○ 

apiEndpoint 処理完了後にデータを送

るエンドポイント 

string ○ 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

 

表 4-51 リクエストパラメータモデル 

{ 

 “InputLeft": “https://veda.domain/1.....json”, 

 “inputRight”: “https://veda.domain/2.....json”, 

 “where”: [ 

        { 

            "leftField": "申請者 ID", 

            "rightField": "申請者 ID" 

        } 

 ], 

   “threshold”: 0.6, 
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 “apiEndpoint”: “https://veda.domain/callback” 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-52 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

ticketId チケット ID string 〇 

message メッセージ string  

responseType 返却タイプ "json" 〇 

 

表 4-52 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

表 4-53 レスポンス(コールバック) 

パラメータ 説明 値 必須 

ticketId チケット ID string 〇 

schema コンテンツ object 〇 

schema.type データ型 string 〇 

schema.properties 属性 object 〇 

schema.properties.[ カ ラ

ム名].name 

カラム名 string 〇 

schema.properties.[ カ ラ

ム名].type 

カラム値型 string 〇 

data 処理結果 object 〇 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-54 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "ステータス": "ok", 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "message": "処理が成功しました。", 

  "responseType": "json"; 

} 
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表 4-55 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "..."   

} 

 

表 2 レスポンス(コールバック)モデル 

{ 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "schema": { 

    "type": "object", 

    "properties": { 

      "match_rate": { 

        "name": "match_rate", 

        "type": "number" 

      }, 

      "matched_data": { 

        "name": "matched_data", 

        "type": "array", 

        "properties": { 

          "番号": { "name": "番号", "type": "number" }, 

          "事故受付番号": { "name": "事故受付番号", "type": "string" }, 

          "事故等区分": { "name": "事故等区分", "type": "string" }, 

          "状態": { "name": "状態", "type": "string" }, 

          "申請者 ID": { "name": "申請者 ID", "type": "string" }, 

          "許可等番号": { "name": "許可等番号", "type": "string" }, 

          "飛行許可が必要な理由": { "name": "飛行許可が必要な理由", "type": "string" },  

          "_src_id": { "name": "_src_id", "type": "string" }, 

          "_src_url": { "name": "_src_url", "type": "string" }, 

          "_src_name": { "name": "_src_name", "type": "string" }, 

          "_document_name": { "name": "_document_name", "type": "string" }, 

          "許可・承認の有無": { "name": "許可・承認の有無", "type": "string" }, 

          "型式_input2": { "name": "型式_input2", "type": "string" }, 

          "発生日時_input2": { "name": "発生日時_input2", "type": "string" }, 

          "発生場所_input2": { "name": "発生場所_input2", "type": "string" }, 

          "報告の概要_input2": { "name": "報告の概要_input2", "type": "string" }, 

          "損壊した物件の種類_input2": { "name": "損壊した物件の種類_input2", "type": "string" }, 

          "報告日_input2": { "name": "報告日_input2", "type": "string" }, 
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          "名寄せ元情報_申請者 ID_input2": { "name": "名寄せ元情報_申請者 ID_input2", "type": 

"string" }, 

          "input2_flag": { "name": "input2_flag", "type": "number" }, 

          "input1_flag": { "name": "input1_flag", "type": "number" } 

        } 

      } 

    } 

  }, 

  "data": { 

    "match_rate": 0.5, 

    "matched_data": [ 

      { 

        "番号": 1, 

        "事故受付番号": "I2407000025", 

        "事故等区分": "2", 

        "状態": "1", 

        "申請者 ID": "IDQ928819", 

        "許可等番号": "東空運航第 6129 号", 

        "飛行許可が必要な理由": "DID、夜間、目視外、30m", 

        "_src_id": "001", 

        "_src_url": "https://veda.domain/linkdms-files/input/....pdf", 

        "_src_name": "MATRICE300RTK", 

        "_document_name": "事故報告", 

        "許可・承認の有無": null, 

        "型式_input2": "MATRICE300RTK", 

        "発生日時_input2": "2024/7/21 14:00", 

        "発生場所_input2": "秋田県湯沢市", 

        "報告の概要_input2": "送電鉄塔撮影の為テストフライト実施中に操縦装置と映像伝送の電波確認

を実施し、良好だった為撮影を開始した。（離陸場所から撮影場所までは約 800m)\n 鉄塔の下部を撮影中

に、無人航空機を肉眼で捉えられなくなり通信可能な範囲から逸脱させてしまった為、操縦装置と映像伝送

が遮断され操作不能となった。\n 自動帰還装置 GO-HOME をすぐに発動させたが、離着陸地点に自動で帰

還せずに、その場でホバリングし続け、バッテリーがなくなり鉄塔付近に自動着陸し墜落したと思われる。

墜落した日から現在まで機体の捜索を行っているが、現在も機体を回収できていない。", 

        "損壊した物件の種類_input2": "その他", 

        "報告日_input2": "2024/7/24", 

        "名寄せ元情報_申請者 ID_input2": "IDQ928819", 

        "input2_flag": 1, 

        "input1_flag": 1 
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      }, 

      { 

        "番号": 2, 

        "事故受付番号": "I2407000024", 

        "事故等区分": "1", 

        "状態": "1", 

        "申請者 ID": "YKN778709", 

        "許可等番号": "東空運航第 39177 号", 

        "飛行許可が必要な理由": null, 

        "_src_id": "002", 

        "_src_url": "https://veda.domain/linkdms-files/input/....pdf", 

        "_src_name": "FAZERR(31)", 

        "_document_name": "事故報告", 

        "許可・承認の有無": null, 

        "型式_input2": "FAZERR(31)", 

        "発生日時_input2": "2024/7/20 9:10", 

        "発生場所_input2": "大分県玖珠郡玖珠町大字戸畑 7188", 

        "報告の概要_input2": "電柱間の支線(ワイヤー)の接触", 

        "損壊した物件の種類_input2": "その他", 

        "報告日_input2": "2024/7/24", 

        "名寄せ元情報_申請者 ID_input2": "YKN778709", 

        "input2_flag": 1, 

        "input1_flag": 1 

      }, 

    ] 

  } 

} 

 

 

 

【IF207】データ集計処理（クロス集計） 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN025】データ集計処理（クロス集計） 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 
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⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/cross 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-57 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

input データ URL string ○ 

keyFields 主カラム string[] ○ 

fields 集計対象 object ○ 

fields.name 集計対象カラム名 string ○ 

fields.sum 合計 boolean ○ 

fields.avg 平均 boolean ○ 

fields.cnt カウント boolean ○ 

apiEndpoint 処理完了後にデータを送

るエンドポイント 

string ○ 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

表 4-58 リクエストパラメータモデル 

{ 

  "input": " https://veda.domain/..........json", 

    "keyFields": ["Gender", "Country"], 

    "fields": [ 

        { 

            "name": "Occupation", 

            "sum": false, 

            "avg": false, 

            "cnt": true 

        }, 

        { 

            "name": "YearsOfExperience", 

            "sum": false, 

            "avg": false, 

            "cnt": true 

        }, 

        { 

            "name": "Age", 
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            "sum": true, 

            "avg": true, 

            "cnt": false 

        }, 

        { 

            "name": "Salary", 

            "sum": true, 

            "avg": true, 

            "cnt": false 

        } 

    ],  

  "apiEndpoint": "https://veda.domain/callback" 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-59 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

ticketId チケット ID string 〇 

message メッセージ string 〇 

responseType 返却タイプ "json" | “geojson” 〇 

 

表 4-60 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

表 4-61 レスポンス(コールバック) 

パラメータ 説明 値 必須 

ticketId チケット ID string 〇 

schema コンテンツ object 〇 

schema.type データ型 string 〇 

schema.properties 属性 object 〇 

schema.properties.[カラム名].name カラム名 string 〇 

schema.properties.[カラム名].type カラムデー

タ型 

string 〇 

 

data 処理結果 object 〇 
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⚫ レスポンスモデル 

表 4-62 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "ステータス": "ok", 

  "ticketId": " f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "message": "処理が成功しました。", 

  "responseType": "json"; 

} 

 

表 4-63 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "失敗しました。"   

} 

 

表 4-64 レスポンス(コールバック)モデル 

{ 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "schema": { 

    "type": "object", 

    "properties": { 

      "countData": { 

        "name": "countData", 

        "type": "array", 

        "properties": { 

          "Gender": { 

            "name": "Gender", 

            "type": "string" 

          }, 

          "Country": { 

            "name": "Country", 

            "type": "string" 

          }, 

          "Age_sum": { 

            "name": "Age_sum", 

            "type": "number" 

          }, 
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          "Age_avg": { 

            "name": "Age_avg", 

            "type": "number" 

          }, 

          "Salary_sum": { 

            "name": "Salary_sum", 

            "type": "number" 

          }, 

          "Salary_avg": { 

            "name": "Salary_avg", 

            "type": "number" 

          } 

        } 

      }, 

      "crossTabData": { 

        "name": "crossTabData", 

        "type": "array", 

        "properties": { 

          "Gender": { 

            "name": "Gender", 

            "type": "string" 

          }, 

          "Country": { 

            "name": "Country", 

            "type": "string" 

          }, 

          "Artist_10 years": { 

            "name": "Artist_10 years", 

            "type": "number" 

          }, 

          "Artist_2 years": { 

            "name": "Artist_2 years", 

            "type": "number" 

          }, 

          "Doctor_10 years": { 

            "name": "Doctor_10 years", 

            "type": "number" 

          }, 
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          "Doctor_2 years": { 

            "name": "Doctor_2 years", 

            "type": "number" 

          }, 

          "Doctor_8 years": { 

            "name": "Doctor_8 years", 

            "type": "number" 

          }, 

          "Engineer_10 years": { 

            "name": "Engineer_10 years", 

            "type": "number" 

          }, 

          "Engineer_2 years": { 

            "name": "Engineer_2 years", 

            "type": "number" 

          }, 

          "Engineer_8 years": { 

            "name": "Engineer_8 years", 

            "type": "number" 

          }, 

          "Total": { 

            "name": "Total", 

            "type": "number" 

          } 

        } 

      } 

    } 

  }, 

  "data": { 

    "countData": [ 

      { 

        "Gender": "Female", 

        "Country": "Angola", 

        "Age_sum": 82, 

        "Age_avg": 41, 

        "Salary_sum": 158333, 

        "Salary_avg": 79166.5 

      }, 
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      { 

        "Gender": "Male", 

        "Country": "Angola", 

        "Age_sum": 91, 

        "Age_avg": 45.5, 

        "Salary_sum": 81768, 

        "Salary_avg": 40884 

      }, 

      { 

        "Gender": "Male", 

        "Country": "Armenia", 

        "Age_sum": 81, 

        "Age_avg": 27, 

        "Salary_sum": 198676, 

        "Salary_avg": 66225.33333333333 

      }, 

      ... 

    ], 

    "crossTabData": [ 

      { 

        "Gender": "Female", 

        "Country": "Angola", 

        "Artist_10 years": 1, 

        "Artist_2 years": 0, 

        "Doctor_10 years": 0, 

        "Doctor_2 years": 0, 

        "Doctor_8 years": 0, 

        "Engineer_10 years": 0, 

        "Engineer_2 years": 1, 

        "Engineer_8 years": 0, 

        "Total": 2 

      }, 

      { 

        "Gender": "Female", 

        "Country": "Armenia", 

        "Artist_10 years": 0, 

        "Artist_2 years": 0, 

        "Doctor_10 years": 0, 
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        "Doctor_2 years": 1, 

        "Doctor_8 years": 1, 

        "Engineer_10 years": 1, 

        "Engineer_2 years": 2, 

        "Engineer_8 years": 0, 

        "Total": 5 

      }, 

      ... 

      { 

        "Gender": "Total", 

        "Country": "", 

        "Artist_10 years": 2, 

        "Artist_2 years": 3, 

        "Doctor_10 years": 3, 

        "Doctor_2 years": 3, 

        "Doctor_8 years": 2, 

        "Engineer_10 years": 1, 

        "Engineer_2 years": 5, 

        "Engineer_8 years": 1, 

        "Total": 20 

      } 

    ] 

  } 

} 

 

【IF208】データ結合処理（空間結合） 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN026】データ結合処理（空間結合） 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/spatial_join 

⚫ リクエストパラメータ 
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表 4-65 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

inputLeft 対象データ URL string 〇 

inputRight 対象データ URL string 〇 

op オペレーション "intersects"|"nearest" 〇 

distance 距離（ nearest で必要） number  

apiEndpoint 処理完了後にデータを送

るエンドポイント 

string 〇 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

 

表 4-66 リクエストパラメータモデル 

{ 

  "inputLeft": "h https://veda.domain/1..........geojson", 

  "inputRight": " https://veda.domain/2..........geojson", 

  "op": "intersects", 

  "apiEndpoint": "https://veda.domain/callback" 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-67 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

ticketId チケット ID string 〇 

message メッセージ string 〇 

responseType 返却タイプ “geojson” 〇 

 

表 4-68 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

表 4-69 レスポンス(コールバック) 

パラメータ 説明 値 必須 

ticketId チケット ID string 〇 

schema コンテンツ object 〇 
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schema.type データ型 string 〇 

schema.properties 属性 object 〇 

schema.properties.[カラム名].name カラム名 string 〇 

schema.properties.[カラム名].type カラムデータ

型 

string 〇 

data 処理結果 object(geojson) 〇 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-70 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "ステータス": "ok", 

  "ticketId": " f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "message": "処理が成功しました。", 

  "responseType": "geojson" 

} 

 

表 4-71 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "失敗しました。" 

} 

 

表 4-72 レスポンス(コールバック)モデル 

{ 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  “schema”: { 

    “type”: “object”, 

    “properties”: { 

        “name”: { “name”: “name”, “type”: “string”,  }, 

        “tourism”: { “name”: “tourism”, “type”: “number” }, 

    } 

  }, 

  "data": { 

    "type": "FeatureCollection", 

    "features": [ 

       { 

        "id": "0", 
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        "type": "Feature", 

        "properties": { 

          "name": null, 

          "tourism": "hotel” 

        }, 

        "geometry": { 

          "type": "MultiPolygon", 

          "coordinates": [ 

            [ 

              [ 

                [102.0, 2.0, 10.0], 

                [103.0, 2.0, 15.0], 

                [103.0, 3.0, 12.0], 

                [102.0, 3.0, 11.0], 

                [102.0, 2.0, 10.0] 

              ] 

            ], 

            [ 

              [ 

                [100.0, 0.0, 5.0], 

                [101.0, 0.0, 6.0], 

                [101.0, 1.0, 8.0], 

                [100.0, 1.0, 7.0], 

                [100.0, 0.0, 5.0] 

              ], 

              [ 

                [100.2, 0.2, 3.0], 

                [100.8, 0.2, 4.0], 

                [100.8, 0.8, 2.0], 

                [100.2, 0.8, 1.0], 

                [100.2, 0.2, 3.0] 

              ] 

            ] 

          ] 

        } 
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      }, 

    ] 

  } 

} 

 

【IF209】データ結合処理（空間集計） 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN027】データ結合処理（空間集計） 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/spatial_aggregate 

⚫ リクエストパラメータ 

 

表 4-73 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

inputLeft 対象データ URL string ○ 

inputRight 対象データ URL string ○ 

fields 集計対象 object ○ 

fields.name 集計対象カラム名 string ○ 

fields.sum 合計 boolean ○ 

fields.avg 平均 boolean ○ 

fields.cnt カウント boolean ○ 

apiEndpoint 処理完了後にデータを送

るエンドポイント 

string ○ 

 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

 

表 4-74 リクエストパラメータモデル 

{ 

   “inputLeft”: “https://veda.domain/1..........geojson”, 



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 153 -  

 

   “inputRight”: "https://veda.domain/2..........geojson”, 

   “keyFields”: [“都道府県”], 

   “fields”: [ 

      { 

         "name": "希望者数”, 

         “sum”: true, 

         “avg”: true, 

         “cnt”: false 

       } 

   ], 

   "apiEndpoint": "https://veda.domain/callback" 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-75 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

ticketId チケット ID string 〇 

message メッセージ string  

responseType 返却タイプ "geojson"  〇 

 

表 4-76 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

表 4-77 レスポンス(コールバック) 

パラメータ 説明 値 必須 

ticketId チケット ID string 〇 

schema コンテンツ object 〇 

schema.type データ型 string 〇 

schema.properties 属性 object 〇 

schema.properties.[ カ ラ

ム名].name 

カラム名 string 〇 

schema.properties.[ カ ラ

ム名].type 

カラムデータ型 string 〇 

data 処理結果 object(geojson) 〇 
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⚫ レスポンスモデル 

表 4-78 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "ステータス": "ok", 

  "ticketId": " f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "message": "処理が成功しました。", 

  "responseType": "geojson" 

} 

 

表 4-79 レスポンス(400)モデル 

{ 

 "ステータス": "error", 

 "message": "失敗しました。" 

} 

 

表 4-80 レスポンス(コールバック)モデル 

{ 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  “schema”: { 

    “type”: “object”, 

    “properties”: { 

        “都道府県”: { “name”: “都道府県”, “type”: “string”,  }, 

        “希望者数_sum”: { “name”: “希望者数_sum”, “type”: “number” }, 

        “希望者数_mean”: { “name”: “希望者数_mean”, “type”: “number” } 

    } 

  }, 

  "data": { 

    "type": "FeatureCollection", 

    "features": [ 

       { 

        "id": "0", 

        "type": "Feature", 

        "properties": { 

          "都道府県": "東京都", 

          "希望者数_sum": 1215478, 

          "希望者数_mean": 2114 

        }, 
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        "geometry": { 

          "type": "Point", 

          "coordinates": [...] 

        } 

      }, 

      { 

        "id": "1", 

        "type": "Feature", 

        "properties": { 

          "都道府県": "千葉県", 

          "希望者数_sum": 5512, 

          "希望者数_mean": 24 

        }, 

        "geometry": { 

          "type": "Point", 

          "coordinates": [...] 

        } 

      }, 

    ] 

  } 

} 

 

【IF210】チャット生成 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN034】チャット生成機能 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/chat 

⚫ リクエストパラメータ 
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表 4-81 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

targetId コンテンツ ID string ○ 

prompt 問い合わせ string ○ 

category UC string ○ 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

表 4-82 リクエストパラメータモデル 

{ 

  "targetId": "01j441nj6hzzb441qdd26hg8q1", 

  "prompt": "昨年の DMO 観光の KPI を教えてください", 

  "category": "DMO 観光" 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-83 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

表 4-84 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-85 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "ステータス": "ok", 

  "answer": "回答文...\n{資料名}{出典}", 

  "message": "成功しました。" 

} 
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表 4-86 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "..."   

} 

 

【IF211】サジェッション 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN020_4】データ構造化前サジェッション機能 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/suggest-schema-structure 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-87 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

input サジェッション対象ファ

イル URL 

string ○ 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

表 4-88 リクエストパラメータモデル 

{ 

  "input": " https://veda.domain/..........pdf" 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-89 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

data 生成スキーマ JSON schema 〇 

message メッセージ string 〇 
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表 4-90 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-91 レスポンス(200)モデル 

{ 

  “status”: “ok”, 

  "data": { 

    "type": "object", 

    "properties": { 

        "事故種類": { 

            "type": "string", 

            "description": "事故の種類を示す。" 

        }, 

        "発生日時": { 

            "type": "string", 

            "description": "事故が発生した日時。" 

        }, 

        "発生場所": { 

            "type": "string", 

            "description": "事故が発生した場所の詳細な説明。" 

        }, 

        "事故調査の経過": { 

            "type": "string", 

            "description": "事故調査の進行状況や実施された手順。" 

        }, 

        "船種船名": { 

            "type": "string", 

            "description": "事故に関与した船舶の種類と名前。" 

        }, 

        "総トン数": { 

            "type": "number", 

            "description": "船舶の総トン数。" 
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        }, 

        "船舶番号": { 

            "type": "string", 

            "description": "船舶の登録番号。" 

        }, 

        "船舶所有者等": { 

            "type": "string", 

            "description": "船舶の所有者に関する情報。" 

        }, 

        "L×B×D": { 

            "type": "string", 

            "description": "船舶の長さ、幅、深さの寸法。" 

        }, 

        ... 

    } 

} 

 

表 4-92 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "処理に失敗しました。"   

} 

 

 

【IF212】秘匿化処理 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN037】秘匿化処理機能 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/masking-data 

⚫ リクエストパラメータ 
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表 4-93 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

Input インプットデータ URL string 〇 

op オペレーション一覧 array 〇 

op.type オペレーション型 "masking_id" | 

"masking_address" | 

"ranking" | 

"deviation_val" 

〇 

op.field 対象カラム string 〇 

op.max_rank （ランク化）最大数値 number 〇 

op.rankRanges ランク化詳細設定 array  

op.rankRanges.min 各ランク値の最小値 number  

op.rankRanges.max 各ランク値の最大値 number  

op.prefix （秘匿化 ID）生成 ID 先頭

文字列 

string  

apiEndpoint 処理完了後にデータを送

るエンドポイント 

string 〇 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

表 4-94 リクエストパラメータモデル 

{  

"input": " https://veda.domain/..........json",  

"op": [     

  {    

   "type": "masking_id",  

   "field": "事業所番号" 

  }, 

  { 

   "type": "masking_address", 

   "fields": "住所" 

  }, 

  { 

   "type": "ranking", 

   "fields": "従業員数", 

           “max_rank”: 6 

  }, 

  { 
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   "type": "deviation_val", 

   "fields": "従業員数" 

  } 

], 

"apiEndpoint": " https://veda.domain/callback"  

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-95 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

ticketId チケット ID string 〇 

message メッセージ string  

responseType 返 却 タ イ プ （ json か

geojson） 

"json" | "geojson" 〇 

 

表 4-96 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-97 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "ステータス": "ok", 

  "ticketId": " f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "message": "処理が成功しました。", 

  "responseType": "json"; 

} 

 

表 4-98 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "..."   

} 
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表 4-99 レスポンス(コールバック)モデル 

{ 

  "ticketId": "f7341778-cc1d-4108-b294-ff88857ddb81", 

  "schema": { 

  “type”: “array”, 

  “properties”: { 

    “事業所名”: {“name”: “事業所名”, “type”: “string”}, 

    “事業所番号”: {“name”: “事業所番号”, “type”: “string”}, 

    “事業所番号 ID”: {“name”: “事業所番号 ID”, “type”: “string”}, 

    “住所”: {“name”: “住所”, “type”: “string”}, 

    “住所_秘匿化”: {“name”: “住所_秘匿化”, “type”: “string”} 

        } 

 }, 

  "data": [ 

  { 

    “事業所名”: "自動車事業所東京”, 

    “事業所番号”: "001AA”, 

    “事業所番号 ID”: "1a799f14-268a-4101-98b0-6694fba7f7a4”, 

    “住所”: “東京都昭島市朝日町３‐５‐５”, 

    “住所_秘匿化”: “東京都昭島市朝日町”, 

               “従業員数”: 32, 

               “従業員数_ランク”: 3, 

               “従業員数_偏差値”: 39 

  }, 

       ... 

 ] 

} 

 

 

【IF213】英語カラム化 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN038】英語カラム化機能 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 
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⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/column-japanese-to-english 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-100 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

columns カラム情報一覧 array ○ 

columns.jp_name 日本語カラム名 string ○ 

columns.type カラムのデータ型 string  

columns.description カラムの説明文 string  

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

表 4-101 リクエストパラメータモデル 

{ 

    "columns": [ 

        { 

            "jp_name": "必須", 

            "description": "データの説明には値が必須ですか？" 

        }, 

        { 

            "jp_name": "内容", 

            "description": "" 

        }, 

        { 

            "jp_name": "住所", 

            "description": "" 

        }, 

        { 

            "jp_name": "人数", 

            "description": "" 

        }, 

        { 

            "jp_name": "会社名" 

        }, 

        { 

            "jp_name": "銀行名" 
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        } 

    ] 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-102 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

data 結果データ array 〇 

data.jp_name 元カラム名（日本語） string 〇 

data.en_name 英語カラム名 string 〇 

 

表 4-103 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-104 レスポンス(200)モデル 

{ 

    "data": [ 

        { 

            "en_name": "required", 

            "jp_name": "必須" 

        }, 

        { 

            "en_name": "content", 

            "jp_name": "内容" 

        }, 

        { 

            "en_name": "location", 

            "jp_name": "住所" 

        }, 

        { 

            "en_name": "number_of_people", 

            "jp_name": "人数" 
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        }, 

        { 

            "en_name": "company_name", 

            "jp_name": "会社名" 

        }, 

        { 

            "en_name": "bank_name", 

            "jp_name": "銀行名" 

        } 

    ], 

    "status": "ok" 

} 

 

表 4-105 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "..."   

} 

 

【IF214】メタデータ生成 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN039】RDF 作成機能 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/rdf-create 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-106 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

input インプットエクセル URL string ○ 
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⚫ リクエストパラメータモデル 

表 4-107 リクエストパラメータモデル 

{ 

  "input": " https://veda.domain/..........xlsx" 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-108 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

data ttl 出力データ string 〇 

 

 

表 4-109 レスポンス(400) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “error” 〇 

message メッセージ string 〇 

 

 

⚫ レスポンスモデル 

表 4-110 レスポンス(200)モデル 

{ 

  "status": "ok", 

  "data": "@prefix dc: <http://purl.org/dc/elements/1.1/> . 

@prefix dcat: <http://www.w3.org/ns/dcat#> . 

@prefix foaf: <http://xmlns.com/foaf/0.1/> . 

@prefix xsd: <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#> . 

  

<https://drive.google.com/drive/folders/1A4_cFGs43GbcFfjJHdKvrHxYxZw-Aiiq?usp=drive_link> a 

dcat:Distribution ; 

    dc:description "船舶事故等調査報告書から抽出した事故情報と当該事故発生時の海上分布予報の情報

を結合したデータ" ; 

    dc:format "Geojson" ; 

    dc:identifier <https://drive.google.com/drive/folders/1A4_cFGs43GbcFfjJHdKvrHxYxZw-

Aiiq?usp=drive_link> ; 

    dc:language "ja" ; 

    dc:rights <https://www.mlit.go.jp/links/terms-of-use.html> ; 
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    dc:title "02_船舶事故等調査報告書.geojson" ; 

    dcat:accessRights "配信中" ; 

    dcat:accessService "Google ドライブ" ; 

    dcat:accessURL "https://drive.google.com/drive/folders/1ssSwh1SpiwFiT3l-

qAfBX4zUn7KZaz_t?usp=drive_link" ; 

    dcat:byteSize "3M" ; 

    dcat:conformsTo <https://www.w3.org/TR/vocab-dcat-3/> ; 

    dcat:downloadURL "https://drive.google.com/file/d/12gF28camcaPuXDJAl06WAM-E6AV7N_y-

/view?usp=drive_link" ; 

    dcat:isReferencedBy <https://www.mlit.go.jp/links/> ; 

    dcat:issued "2024-11-23T00:00:00+00:00"^^xsd:dateTime ; 

    dcat:license "政府標準利用規約（第 2.0 版）" ; 

    dcat:mediaType "text/csv" ; 

    dcat:modified "2024-11-22T00:00:00+00:00"^^xsd:dateTime ; 

    dcat:temporalResolution "2024-11-23/2025-11-22" ." 

} 

 

表 4-111 レスポンス(400)モデル 

{  

 "ステータス": "error",  

 "message": "エクセルファイル形式が異常で処理できません。"   

} 
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4-4-4. 外部連携インタフェース 

 

表 4-112 外部連携 IF 一覧 

外 部 連

携 IF 

外部連携 IF 名 ID 機能名 説明 

IF301 G 空間情報セン

ター連携（デー

タセット登録・

更新・削除） 

FN019 データ配信機能 ⚫ 本機能では、G 空間情報センターAPI を利

用しデータセット、リソースを配信する。 

FN036 データセット管理

機能 

⚫ 本機能では、G 空間情報センターへのデー

タセット配信を制御する。 

IF302 G 空間情報セン

ター連携（リソ

ース登録・更新・

削除） 

FN019 データ配信機能 ⚫ 本機能では、G 空間情報センターAPI を利

用しデータセット、リソースを配信する。 

FN003 コンテンツ管理機

能 

⚫ 本機能では、G 空間情報センターへのコン

テンツ配信を制御する。 

 

【IF301】 G 空間情報センター連携（データセット登録・更新・削除） 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN019】データ配信機能 

➢ 【FN036】データセット管理機能 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/3/action/package_create 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-113 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

name 名前 string ○ 

title タイトル string - 

notes 説明 string - 

private 公開か非公開化 boolean ◯ 

area 地理的範囲 string - 

author 作成者 string - 
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maintainer メンテナー string - 

author_email 作成者の email string - 

maintainer_email メンテナーの email string - 

license_id ライセンス ID string - 

owner_org データセットを所有する

組織のＩＤ 

string ◯ 

 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

 

表 4-114 リクエストパラメータモデル 

{ 

  name: veda-{datasetName}, 

  title: veda-{datasetName}, 

  notes: {metadata md content}, 

  private: true, 

  area: 北海道_札幌市, 

  author: {username}, 

  maintainer: {username}, 

  author_email: {useremail}, 

  maintainer_email: {useremail}, 

  license_id: "CC-BY", 

  owner_org: "links-veda" 

} 

 

⚫ レスポンス 

 

表 4-115 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

データ.id データセットの ID string ◯ 

 

 

 

 

 

 



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 170 -  

 

【IF302】G 空間情報センター連携（リソース登録・更新・削除） 

 

⚫ 本インタフェースを利用する機能 

➢ 【FN019】データ配信機能 

➢ 【FN003】コンテンツ管理機能 

⚫ プロトコル 

➢ HTTPS 

⚫ アーキテクチャ 

➢ REST 

⚫ メソッド 

➢ POST 

⚫ パス 

➢ /api/3/action/resource_create 

⚫ リクエストパラメータ 

表 4-116 リクエストパラメータ 

パラメータ 説明 値 必須 

package_id データセットの ID string ○ 

url url string ◯ 

format 説明 string - 

name 公開か非公開化 string - 

 

 

⚫ リクエストパラメータモデル 

表 4-117 リクエストパラメータモデル 

{ 

 url: {assetUrl}, 

 format: zip, 

 name: {contentName}, 

 package_id: {packageId} 

} 

 

⚫ レスポンス 

表 4-118 レスポンス(200) 

パラメータ 説明 値 必須 

ステータス 状態 “ok” 〇 

データ.id リソースの ID string ◯ 
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4-5. 実証に用いたデータ 

4-5-1. 活用したデータ一覧 

 

表 4-119 原課から提供が想定されるデータ一覧 

ID 活用データ 形態 データ形式 利用想定 

IN OUT 

DT101 報告書データ 【DT001】原票データ 

 

pdf, png

等 

xlsx,csv 事業情報、実績評

価等を行うため

のメインデータ

として利用。 

 

DT102 【DT002】テキストデ

ータ 

docx,xlsx

,csv 等 

xlsx,csv 

DT103 【DT004】テーブルデ

ータ 

csv 等 csv 

DT104 統計データ 【DT001】原票データ 

 

pdf, png

等 

xlsx,csv 【DT101】報告書

データに結合し、

発展的な分析を

行うために利用。 

 

DT105 【DT002】テキストデ

ータ 

docx,xlsx

,csv 等 

xlsx,csv 

DT106 【DT004】テーブルデ

ータ 

csv 等 csv 

DT107 時系列データ 【DT004】テーブルデ

ータ 

csv, json

等 

csv, json 【DT101】報告書

データに結合し、

発展的な分析を

行うために利用。 

 

DT108 地点情報データ

(ポイントデータ) 

【DT003】地図データ shp,  shp 事故発生地点、事

務所所在地等で

地図にプロット、

空間処理を行う

際の基礎データ

として利用。 
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DT109 路線情報データ

(ポリラインデー

タ) 

【DT003】地図データ shp shp 航路ルート・道路

ルート等で集計

を行う際の基礎

データとして利

用。 

DT110 地域情報データ

(ポリゴンデータ) 

【DT003】地図データ shp shp 都道府県、海域、

管轄区域等で集

計を行う際の基

礎データとして

利用。 

 

1) 【DT101】報告書データ（原票データ） 

報告書データのうち PDF 形式や PNG 形式である画像データ。【DT001】原票データとなるため、画像データ

で保存され、【FN020_1】OCR 処理を施すことで、テキストデータ化できるデータが該当する。文章、表に加

え、チェックボックスや丸囲みなどが入る場合もある。 

 

 

図 4-26 報告書データ（png 形式、pdf 形式）の例 
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2) 【DT102】報告書データ（テキストデータ） 

報告書データのうち、DOCX 形式や XLSX 形式のテキストデータ。【D002】テキストデータとなり、構造化

されていないため、直接集計や分析ができない状態のデータが該当する。 

 

 

図 4-27 報告書データ（テキストデータ）の例 
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3) 【DT103】報告書データ（テーブルデータ） 

報告書データのうち CSV 形式などで構造データ化されているデータ。【DT004】テーブルデータとなっている

ため、集計や分析ができる状態で保存されているものが該当する。 

 

図 4-28 報告書データ（テーブルデータ）の例 

  



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 175 -  

 

4)【DT104】統計データ（原票データ） 

統計データのうち PDF 形式や PNG 形式である画像データ。【DT001】原票データとなるため、【FN020_1】

OCR 処理を施すことで、テーブルデータに変換され、集計や分析ができるフォーマットが該当する。 

 

図 4-29 統計データ（原票データ）の例 

 

5)【DT105】統計データ（テキストデータ） 

統計データのうち、DOCX 形式や XLSX 形式のテキストデータ。【D002】テキストデータとなり、調査統計

や報告書などテキストデータで保存されているものが該当する。 

 

 

図 4-30 統計データ（テキストデータ）の例 
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6)【DT106】統計データ（テーブルデータ） 

統計データのうちや CSV 形式などで構造データ化されているデータ。【DT004】テーブルデータとなるた

め、集計や分析ができる状態で保存されているものが該当する。 

 

 

図 4-31 統計データ（テーブルデータ）の例 

 

7)【DT107】気象データ（テーブルデータ） 

CSV 形式や JSON 形式で保存されている気象データが該当する。事故が起きた日時の気象情報などを示すと

きに利用される。 

 

 

図 4-32 気象データ（テーブルデータ）の例 
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8) 【DT108】地点情報データ 

SHP 形式等でポイントのジオメトリ情報を保有するデータ。【DT003】地図データとなるため、GIS ソフト等

での読み込みが可能なテーブルデータが該当する。 

 

 

図 4-33 地点情報データの例 

 

9) 【DT109】路線情報データ 

SHP 形式等でポリラインのジオメトリ情報を保有するデータ。【DT003】地図データとなるため、GIS ソフト

等での読み込みが可能なテーブルデータが該当する。 

 

 

図 4-34 路線情報データの例 
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10) 【DT110】地域情報データ 

SHP 形式等でポリゴンのジオメトリ情報を保有するデータ。【DT003】地図データとなるため、GIS ソフト等

での読み込みが可能なテーブルデータが該当する。 

 

図 4-35 地域情報データの例 
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4-5-2. 生成・変換したデータ一覧 

 

表 4-120 生成・変換したデータ一覧 

ID シ ス テ ム に 入 力

するデータ 

（データ形式） 

用途 処理内容 活用データ 

（データ形式） 

DT201 正規化地 図デー

タテーブル（CSV

形式） 

  

視覚化 

（地図描画） 

⚫ メインソースデータと結

合し、地図上で描画に活

用。 

 

正規化地図データテーブ

ル（CSV 形式） 

  

DT202 正 規 化 テ ー ブ ル

データ（CSV 形

式） 

分析・視覚化 ⚫ メインソースデータと結

合し、データ間の関係性や

傾向等の発展的なデータ

分析やグラフ等で視覚化

するために活用。 

正 規 化 テ ー ブ ル デ ー タ

（CSV 形式） 

DT203 OCR 処理済テキ

ス ト デ ー タ

（JSON 形式） 

メ イ ン デ ー

タソース 

⚫ EBPM 及びオープンデー

タ化を実施するにあたり、

データを結合するメイン

ソースとして活用。 

OCR 処理済テキストデー

タ（CSV 形式） 

DT204 構 造 デ ー タ 化 済

テ キ ス ト デ ー タ

（CSV 形式） 

メ イ ン デ ー

タソース 

⚫ EBPM 及びオープンデー

タ化を実施するにあたり、

データを結合するメイン

ソースとして活用。 

構造データ化済テキスト

データ（CSV 形式） 

DT205 テ キ ス ト 結 合 済

構 造 化 デ ー タ

（CSV 形式） 

メ イ ン デ ー

タソース 

⚫ EBPM 及びオープンデー

タ化を実施するにあたり、

データを結合するメイン

ソースとして活用。 

テキスト結合済構造化デ

ータ（CSV 形式） 
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DT206 空 間 結 合 済 デ ー

タ（CSV 形式） 

メ イ ン デ ー

タソース 

⚫ EBPM 及びオープンデー

タ化を実施するにあたり、

データを結合するメイン

ソースとして活用。 

空間結合済データ（CSV 形

式） 

DT207 地 域 集 計 済 構 造

化データ（CSV 形

式） 

メ イ ン デ ー

タソース 

⚫ EBPM 及びオープンデー

タ化を実施するにあたり、

データを結合するメイン

ソースとして活用。 

地域集計済構造化データ

（CSV 形式） 

DT208 ク ロ ス 集 計 済 構

造化データ(CSV

形式) 

メ イ ン デ ー

タソース 

⚫ EBPM 及びオープンデー

タ化を実施するにあたり、

データを結合するメイン

ソースとして活用。 

クロス集計済構造化デー

タ(CSV 形式) 

 

【DT201】正規化地図データ 

 

【DT205】正規化テーブルデータならびに【DT204】地図データを【FN022】データ結合前処理（ジオコー

ディング）または【FN023】データ結合前処理（座標系統一）によって正規化した GeoJSON 形式のデータ。

【DT205】クロス集計済データに対して、geometry カラムを有する。 

 

表 4-121【DT201】正規化地図データテーブルの例 

番号 フィール

ド名 

データ型 項目 入力例 備考 出典 

1 ID 整数型 ID  元データに

あった seq

値 

DT001/DT00

2 

2 DOCUME

NT_NAME 

テキスト型 資料名  【FN021】で

付与 

DT001/DT00

2 

3 SOURCE_

NAME 

テキスト型 出典名  【 FN020_2

】で付与 

DT001/DT00

2 

4 GEOMETR

Y 

ジオメトリ

型 

WKT フォーマ

ット 

 元データに

あったジオ

メトリ、また

は、ジオコー

ディングで

付与 

DT001/DT00

2/DT003 

5 INT_VALU

E 

整数型 値  元データに

あった値 

DT001/DT00

2 
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6 TEXT_VAL

UE 

文字列 値  元データに

あった値 

DT001/DT00

2/DT003/DT

004 

7 BOOL_VA

LUE 

Bool 値  元データに

あった値 

DT001/DT00

2/DT003/DT

004 

8 REAL_VAL

UE 

小数点 値 … 元データに

あった値 

DT001/DT00

2/DT003/DT

004 

9 … … … … … … 

10 TEXT_VAL

UE 

文字列 値  元データに

あった値 

DT001/DT00

2/DT003/DT

004 

…       

 

 

【DT202】正規化テーブルデータ 

  

【DT204】構造データ化済テキストデータならびに【DT004】テーブルデータを【FN021】データ結合前処

理（データクレンジング）によって正規化した CSV 形式のデータ。 

 

表 4-122 【DT202】正規化テーブルデータテーブルの例 

番号 フィール

ド名 

データ型 項目 入力例 備考 出典 

1 ID 整数型 ID  元データに

あった値 

DT001/DT00

2 

2 DOCUME

NT_NAME 

テキスト型 資料名  【FN021】で

付与 

DT001/DT00

2 

3 SOURCE_

NAME 

テキスト型 出典名  【 FN020_2

】で付与 

DT001/DT00

2 

4 INT_VALU

E 

整数型 値  元データに

あった値 

DT001/DT00

2 

5 TEXT_VAL

UE 

文字列 値  元データに

あった値 

DT001/DT00

2/DT003/DT

004 

6 BOOL_VA

LUE 

Bool 値  元データに

あった値 

DT001/DT00

2/DT003/DT
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004 

7 REAL_VAL

UE 

小数点 値 … … DT001/DT00

2/DT003/DT

004 

… … … … … … … 

10 TEXT_VAL

UE 

文字列 値  元データに

あった値 

DT001/DT00

2/DT003/DT

004 

…       

 

 

【DT203】OCR 処理済テキストデータ 

 

【DT001】原票データに対し、OCR 処理を行いテキストデータ化したデータ。原票データ内で画像データ

化されていた文字情報を含む。 

 

【DT204】構造化データ化済テーブルデータ 

 

【DT203】OCR 処理済テキストデータおよび【DT002】テキストデータを、CSV 形式に変換したデータ。 

 

表 4-123【DT204】構造化データ化済テーブルデータの例 

番号 フ ィ ー ル

ド名 

データ型 項目 入力例 備考 出典 

1 ID 整数型 ID  自動付与 DT001/DT0

02 

2 DOCUME

NT_NAM

E 

テ キ ス ト

型 

出典名  【 FN020_

2】で付与 

DT001/DT0

02 

3 INT_VAL

UE 

整数型 値  【 FN020_

2】で付与 

DT001/DT0

02 

4 TEXT_VA

LUE 

文字列 値  【 FN020_

2】で付与 

DT001/DT0

02/DT003/

DT004 

5 BOOL_VA

LUE 

Bool 値  【 FN020_

2】で付与 

DT001/DT0

02/DT003/

DT004 

6 REAL_VA 小数点 値 … 【 FN020_ DT001/DT0
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LUE 2】で付与 02/DT003/

DT004 

… … … … … … … 

… TEXT_VA

LUE 

文字列 値   DT001/DT0

02/DT003/

DT004 

… … … … … … … 

 

【DT205】クロス集計データ 

 

【D202】正規化テーブルデータ、【DT206】テキスト結合データ、【DT207】空間結合済データ、【DT208】

地域集計済データをクロス集計したデータ。正規化テーブルデータに含まれている情報を含む。 

 

表 4-124 【DT205】正規化済構造データ化テーブルデータの例 

番号 フ ィ ー

ルド名 

デ ー タ

型 

項目 入力例 備考 出典 

1 ID 整数型 ID  自動付与 DT001/DT

002 

2 AXIS1 テ キ ス

ト型 

日時  ユーザーが

集計の軸とし

て指定 

DT001/DT

002 

3 AXIS2 テ キ ス

ト型 

住所  ユーザーが集

計の軸として

指定 

DT001/DT

002/DT00

3 

4 INT_VA

LUE 

整数型 値  ユーザーが指

定した集計対

象 

DT001/DT

002 

5 TEXT_V

ALUE 

文字列 値  ユーザーが指

定した集計対

象 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

6 BOOL_

VALUE 

Bool 値  ユーザーが指

定した集計対

象 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

7 REAL_V

ALUE 

小数点 値 … ユーザーが指

定した集計対

象 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

… … … … … … … 
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【DT206】テキスト結合済データ 

 

【DT202】正規化テーブルデータ、【DT205】クロス集計済データ、【DT201】正規化地図データうち、2️ ⃣種

のデータを【FN024】データ結合機能（テキストマッチング）によってテキスト結合した構造化データ。 

 

表 4-125 【DT206】テキスト結合済み構造データの例 

番号 フ ィ ー

ルド名 

デ ー タ

型 

項目 入力例 備考 出典 

1 ID 整数型 ID  自動付与 DT001/DT

002 

2 DOCUM

ENT_N

AME 

テ キ ス

ト型 

資料名  結合元ファイ

ル の 値 。

【 DT205 】、

【DT208】を

除く。 

DT001/DT

002 

3 SOURC

E_NAM

E 

テ キ ス

ト型 

出典名  結合元ファイ

ル の 値 。

【 DT205 】、

【DT208】を

除く。 

DT001/DT

002/DT00

3 

4 TEXT_V

ALUE 

文字列 値  結合に用いた

キーカラム 

DT001/DT

002 

5 INT_VA

LUE 

整数型 値  結合元ファイ

ルのカラム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

6 BOOL_

VALUE 

Bool 値  結合元ファイ

ルのカラム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

7 REAL_V

ALUE 

小数点 値 … 結合元ファイ

ルのカラム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

… … … … … … … 

… TEXT_V

ALUE 

文字列 値  結合対象ファ

イルのカラム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

… MATCH Bool 完全一致の

有無 

 結合対象ファ

イルのカラム 

… 
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… OTHER

_ONE 

整数型 結合先 ID  結合対象ファ

イルのカラム 

DT001/DT

002 

… ADDRE

SS2 

テ キ ス

ト型 

住所 2  結合対象ファ

イルのカラム 

DT001/DT

002/DT00

3 

… … … … … … … 

 

 

【DT207】空間結合済データ 

 

【DT201】正規化地図データ、【DT204】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構造化データのうち２種

類のファイルを対象に、空間結合を実施したデータ。 

 

表 4-126 【DT207】空間結合済データの例 

番号 フ ィ ー

ルド名 

デ ー タ

型 

項目 入力例 備考 出典 

1 ID 整数型 ID  結合元ファ

イルのカラ

ム 

DT001/DT

002 

2 DOCUM

ENT_N

AME 

テ キ ス

ト型 

資料名  結合元ファ

イルの値。

【 DT205 】

、【DT208】

を除く。 

DT001/DT

002 

3 SOURC

E_NAM

E 

テ キ ス

ト型 

出典名  結合元ファ

イルの値。

【 DT205 】

、【DT208】

を除く。 

DT001/DT

002 

4 GEOME

TRY 

ジ オ メ

トリ型 

WKT フォー

マット 

 結合元ファ

イルのジオ

メトリ 

DT001/DT

002/DT00

3 

5 INT_VA

LUE 

整数型 値  結合元ファ

イルのカラ

ム 

DT001/DT

002 

6 TEXT_V

ALUE 

文字列 値  結合元ファ

イルのカラ

DT001/DT

002/DT00
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ム 3/DT004 

7 BOOL_

VALUE 

Bool 値  結合元ファ

イルのカラ

ム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

8 REAL_V

ALUE 

小数点 値 … 結合元ファ

イルのカラ

ム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

… … … … … … … 

… TEXT_V

ALUE 

文字列 値  結合対象フ

ァイルのカ

ラム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

… … … … … … … 

 

【DT208】地域集計済構造化データ 

 

【DT201】正規化地図データ、【DT204】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構造化データ（いずれも

ポリゴンデータ）を集計元とし、集計対象となる【DT201】正規化地図データ、【DT204】空間結合済データ、

【DT208】地域集計済構造化データを集計したデータ。集計元となる情報をすべて含む。 

 

表 4-127 【D205】地域集計済構造化データの例 

番号 フ ィ ー

ルド名 

デ ー タ

型 

項目 入力例 備考 出典 

1 ID 整数型 ID  集 計 に 用

い た

【DT201】の

ID 

DT001/DT

002 

2 GEOME

TRY 

ジ オ メ

トリ型 

WKT フォー

マット 

 集 計 元 フ

ァ イ ル の

ジ オ メ ト

リ 

DT001/DT

002 

3 AREA_N

AME 

テ キ ス

ト型 

名称  集 計 に 用

い た

【DT201】の

カラム 

DT001/DT

002 

4 INT_VA

LUE 

整数型 値  集 計 元 フ

ァ イ ル の

カラム 

DT001/DT

002 
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5 TEXT_V

ALUE 

文字列 値  集 計 元 フ

ァ イ ル の

カラム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

6 BOOL_

VALUE 

Bool 値  集 計 元 フ

ァ イ ル の

カラム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

7 REAL_V

ALUE 

小数点 値 … 集 計 元 フ

ァ イ ル の

カラム 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

… … … … … … … 

… TEXT_V

ALUE 

文字列 値  集 計 対 象

フ ァ イ ル

の う ち ユ

ー ザ ー が

指 定 し た

集計対象 

DT001/DT

002/DT00

3/DT004 

… MATCH Bool 完全一致の

有無 

 集 計 対 象

フ ァ イ ル

の う ち ユ

ー ザ ー が

指 定 し た

集計対象 

 

… … … … … … … 

 

  



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 188 -  

 

4-6. ユーザーインタフェース 

4-6-1. 画面一覧 

 

一般ユーザーは、1) PC 用画面にてオペレーションを実行する。2)CMS 画面はシステム管理者のみがアクセ

スするものとし、一般ユーザーへの公開はしない。 

 

1) PC 用画面 

 

表 4-128 PC 画面一覧 

ID 連携（ID） 画面名 画面説明 画面を表

示した機

能（ID） 

SC001 SC002 ログイン画面 ⚫ メールアドレス/パスワードを入力することで

ログインする画面を提供する。 

FN031_1 

SC002 SC003,SC

004,SC005

,SC0007,S

C014,SC01

6,SC017,S

C018 

ホーム画面 ⚫ アカウント管理画面、アセット一覧/詳細画面、

コンテンツ一覧画面、オペレーター一覧画面、

テンプレート一覧画面、処理状況一覧画面、

EBPM Tools 一覧画面、チャットボット画面に

アクセスする。 

⚫ ユーザーは本画面から各メニューに遷移する。 

FN031_2 

SC003 SC002 アカウント管理画

面 

⚫ アカウントの追加・削除、権限管理を行う。 FN031_2 

SC004 SC002 アセット一覧/詳細

画面 

⚫ ユーザーがアップロードしたファイル（＝アセ

ット）を一覧で確認、検索できる画面を提供す

る。 

⚫ ユーザーはアセット画面から直接ファイルを

アップロードする。 

⚫ ユーザーがアップロードしたアセットのファ

イルの中身をプレビューにて確認できる画面

を提供する。 

FN004,F

N006,FN

015 

SC005 SC002 コンテンツ一覧画

面 

⚫ 作成済みのコンテンツを一覧で確認、検索でき

る画面を提供する。 

⚫ 一覧からコンテンツの削除、名称の変更を可能

とする。 

FN015,F

N016 

SC006 SC005 コンテンツ詳細画

面 

⚫ コンテンツへのインサート、カラム追加、コン

テンツ内の値の更新ができる画面を提供する。 

⚫ コンテンツ詳細画面内の管理パネルより、オー

FN018,F

N019 
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プンデータ配信を可能とする。 

SC007 SC002,SC

008,SC009

,SC010,SC

011SC012,

SC013,SC

015 

オペレーター一覧

画面 

⚫ 構造化処理画面、データ結合前処理画面、テキ

ストマッチング画面、空間結合画面、空間結合

画面に遷移する画面を提供する。 

 

SC008 SC007 構造化処理画面 ⚫ 原票データ、テキストデータの構造化処理を実

行する画面を提供する。 

FN007,F

N009,FN

020_1,F

N020_2 

SC009 SC007 データ結合前処理

画面 

⚫ データクレンジング、ジオコーディングを実行

する画面を提供する。 

FN010,F

N013,FN

017,FN0

21,FN02

2,FN023 

SC010 SC007 テキストマッチン

グ画面 

⚫ 結合対象とするテーブル、結合方式（完全一致

/部分一致）、部分一致の場合は類似度閾値、結

合条件とするカラム名を指定し、データ結合処

理（テキストマッチング）を実行する画面を提

供する。 

⚫ テーブルデータは、JSON 形式、GeoJSON 形

式いずれも対象とする。 

FN011, 

FN017,F

N024 

SC011 SC007 空間結合画面 ⚫ テーブルデータ（GeoJSON 形式のみ）に対し、

結合方式、メインデータソース、結合データソ

ース、結合条件を選択しデータを結合する画面

を提供する。 

FN013,F

N017,FN

026 

SC012 SC007 クロス集計画面 ⚫ テーブルデータ（JSON 形式、GeoJSON 形式）

に対し、ユーザーが任意のカラムを指定し、指

定したカラムをキーとしデータ集計処理（クロ

ス集計）を実行する画面を提供する。 

FN012.F

N017,FN

025 

SC013 SC007 空間集計画面 ⚫ テーブルデータ（GeoJSON 形式のみ）に対し、

結合方式、メインデータソース、結合データソ

ース、結合条件を選択しデータを結合する画面

を提供する。 

FN012,F

N014,FN

027 

SC014 SC007 テンプレート一覧

画面 

⚫ ユーザーが登録したテンプレートを一覧で確

認できる画面を提供する。 

FN035 
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⚫ 新規登録ボタンより詳細画面に遷移すること

で、新規にテンプレートを登録できる。 

SC015 SC007 ワークフローテン

プレート編集画面 

⚫ 構造化処理を実行する際の抽出カラムと条件

を定義したテンプレート、およびデータ結合前

処理、結合処理、集計処理で利用する条件句を

定義したテンプレートを登録する画面を提供

する。 

⚫ 定義したテンプレートは、各処理画面から呼び

出し利用することができる。 

FN035 

SC016 SC002 処理状況一覧画面 ⚫ オペレーターでの実行結果を一覧、および実行

したオペレーターの処理結果を確認できる画

面を提供する。 

FN008 

SC017 SC002 可視化アプリ一覧

画面 

⚫ 各ユースケースで作成する可視化アプリの

URL を一覧形式で確認できる画面を提供す

る。 

⚫ ユーザーは一覧から各ユースケースにアクセ

スできる。 

⚫ 可視化アプリ一覧上でのアクセス制御は行わ

ないものとする。 

- 

SC018 SC002 チャットボット画

面 

⚫ 対話型の UI にて問い合わせ可能な画面を提供

する。 

FN020_3

,FN032,F

N033,FN

034 

SC019 SC002 データセット管理

画面 

⚫ データセットの作成、公開、削除を行う画面を

提供する。 

- 
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2) CMS 画面 

 

表 4-129 管理者画面一覧 

ID 連携（ID） 画面名 画面説明 画 面 を

表 示 し

た 機 能

（ID） 

SC101 SC102 CMS ロ グ イ

ン画面 

⚫ メールアドレス/パスワードを入力することで CMS に

ログインする画面を提供する。 

FN031 

SC102 SC101,SC 

103,SC104, 

SC105, 

SC106 

CMS ホ ー ム

画面 

⚫ アカウント設定、ワークスペースの作成・削除、プロジ

ェクトの作成・削除をする画面を提供する。 

FN001,F 

N002 

SC103 SC102 CMS ア セ ッ

ト画面 

⚫ Veda にてアセットとして登録されたデータを確認でき

る画面を提供する。 

FN004 

SC104 SC102 CMS コ ン テ

ンツ画面 

⚫ Veda にてコンテンツとして登録されたデータを確認で

きる画面を提供する。 

FN003 

SC105 SC102 CMS ア イ テ

ム画面 

⚫ Veda にてコンテンツとして登録されたデータのレコー

ドを確認できる画面を提供する。 

FN005 

SC105 SC106 CMS ア カ ウ

ント管理画面 

⚫ CMS 上のアカウントの追加・削除、権限管理を行う画

面を提供する。 

- 
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4-6-2. 画面遷移図 

 

1) PC 用画面 

 

図 4-36 PC 画面遷移図 

  

【SC002】
ホーム画面

【SC001】
ログイン
画面

【SC004】
アセット一覧/

アセット詳細画
面

【SC008】
構造化処理
画面

【SC014】
テンプレート一

覧画面

【SC015】
ワークフローテ
ンプレート編集

画面

【SC005】
スキーマ一覧画

面

【SC006】
スキーマ詳細画

面

【SC009】
データ結合前処

理画面

【SC010】
テキストマッチ
ング画面

【SC011】
空間結合画面

【SC012】
クロス集計画面

【SC013】
空間集計画面

【SC017】
可視化アプリ一

覧画面

【SC018】
チャットボット

画面

【SC007】
オペレーター一

覧画面

【SC016】
処理状況一覧画

面

メールアドレス
パスワードに
よるログイン

アセット参照・削除
アセットアップロード

スキーマ更新、インサ
ートを実行する

スキーマの公開・共有
を実行する

以下のメニューにアクセスする
アセット
スキーマ
オペレータ
テンプレート
処理状況一覧
可視化アプリ
チャット
データセット管理
アカウント管理

スキーマ参照・更新・削除

原票データ、テキスト
データの構造化実行す
る

データクレンジング
座標系統一

ジオコーディングを実行す
る

テキストマッチングによる
データ結合実行する

空間結合によるデータ結合
を実行する

クロス集計によるデータ集
計を実行する

空間集計によるデータ集計
を実行する

各オペレーターを組み合わ
せて一連のワークフローの
テンプレートを作成する

各テンプレートを検索・参照する

各処理状況を一覧で確認・参
照する

各可視化アプリをリンクから参
照する

チャットボットを実行する

【SC003】
アカウント管理

画面

アカウントの追加・削除
権限管理

オペレータ
ーの起動

テンプレートの起動

【SC019】
データセット管

理画面

データセットを管理する
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2) CMS 画面 

 

 

図 4-37 管理者画面遷移図 

 

  

【SC102】
CMSホーム画面

【SC101】
CMSログイン

画面

【SC103】
CMSアセット

画面

【SC104】
CMSスキーマ

画面

【SC105】
CMSアイテム

画面

メールアドレス
パスワードに
よるログイン

アセット参照

スキーマ参照

アイテム参照

【SC106】
CMSアカウント

管理画面

アカウント追加・参照
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4-6-3. 各画面仕様詳細 

 

1) PC 用画面 

 

1. 【SC001】ログイン画面  

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ メールアドレス、パスワードを入力しシステムにログインするための画面。 

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-38 ログイン画面のイメージ 

 

⚫ 【SC002】ホーム画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 各オペレーターにアクセスするタイルを表示する。 

➢ 画面左部には、オペレーター、アセット、コンテンツ、EBPM Tools、テンプレート、処理状況一覧、

チャット機能にアクセスするメニューを表示する。 

  



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 195 -  

 

⚫ 画面イメージ  

  

図 4-39 ホーム画面のイメージ 

 

⚫ 【SC003】アカウント管理画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ アカウントの追加、削除、権限変更を行う。 

⚫ 画面イメージ  

 

図 4-40 アカウント管理画面のイメージ 
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2. 【SC004】アセット一覧/詳細画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ ユーザーが登録したアセットの一覧を表示する。 

➢ アップロードボタンよりアップロードするファイルを選択し、ローカルからファイルアップロード

を実行できる。 

➢ 左上部の検索ウィンドウ検索キーワードを指定することで、任意のアセットを検索できる。 

➢ アセット選択をすることで、画面右部にアセットに含まれるファイルのプレビューを表示する。 

➢  

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-41 アセット画面のイメージ 

 

 

図 4-42 アセット画面のイメージ（アセット選択時：原票） 
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図 4-43 アセット画面のイメージ（アセット選択時：地図データ） 
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3. 【SC005】コンテンツ一覧画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 作成済みのコンテンツを一覧で確認、検索できる画面を提供する。 

➢ 一覧からコンテンツの削除、名称の変更を可能とする。左上部の検索ウィンドウよりコンテンツ名

を入力し、登録済みのコンテンツを検索することができる。 

➢ 編集ボタン を押下することで、【SC006】コンテンツ詳細画面に遷移する。 

➢ 管理パネルからは、コンテンツの公開情報、共有情報を管理する。 

➢ コンテンツ選択をすることで、画面右部にアセットに含まれるコンテンツのプレビューを表示す

る。 

➢ コンテンツ選択すると画面下部のコンテンツ編集、コンテンツ削除、オペレーター、テンプレート

ボタンがアクティブになり、コンテンツの削除、オペレーター画面の起動（【SC009】データ結合

前処理、【SC010】テキストマッチング画面、【SC011】空間結合画面、【SC012】クロス集計、

【SC013】空間集計画面）、テンプレートの紐づけを実施できる。 

➢ コンテンツ編集を押下し、「名前の変更」、「コンテンツ更新」、「コンテンツの複製」をおこなう。

「コンテンツ更新」を押下した場合、【SC006】コンテンツ詳細画面に遷移する。 

 

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-44 コンテンツ一覧画面のイメージ 
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図 4-45 コンテンツ一覧画面のイメージ（コンテンツ選択時：JSON） 

 

 

図 4-46 コンテンツ一覧画面のイメージ（コンテンツ選択時：GeoJSON） 
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図 4-47 コンテンツ一覧画面のイメージ（コンテンツ編集ボタン押下時） 

 

4. 【SC006】コンテンツ詳細画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 【SC005】コンテンツ一覧画面より遷移し、コンテンツへのインサート、カラム追加、コンテンツ内

の値の更新ができる画面を提供する。 

➢ 【SC006】コンテンツ詳細画面へ遷移すると、画面下部の行を追加、カラムを追加、保存ボタンが

アクティブになり、コンテンツへの行追加、カラムの編集（更新、削除）、コンテンツ内の値編集

を実施できる。 

➢ コンテンツへの行追加は、追加するコンテンツを指定し、結合後のコンテンツプレビューを処理結

果を確認から確認し、問題なければ OK を押下し、保存する。 

➢ カラムの追加は、カラムを追加ボタンから実施する。 

➢ カラムの削除、カラム名の変更はカラム名のツールチップから実施する。 

➢ コンテンツ内の値の更新は、セルを押下し直接更新を実施する。 
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⚫ 画面イメージ 

 

図 4-48 コンテンツ詳細画面のイメージ 

 

 

図 4-49 コンテンツ詳細画面のイメージ（行の追加） 

 

 

図 4-50 コンテンツ詳細画面のイメージ（カラム追加） 
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図 4-51 コンテンツ詳細画面のイメージ（カラムの削除・変更） 

 

 

図 4-52 コンテンツ詳細画面のイメージ（値更新） 

 

5. 【SC007】オペレーター一覧画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ オペレーターメニューから遷移する。 

➢ 【SC008】構造化処理画面、【SC009】データ結合前処理画面、【SC010】テキストマッチング画

面、【SC011】空間結合画面、【SC012】クロス集計画面、【SC013】空間集計画面を起動する画面

を提供する。 
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⚫ 画面イメージ 

 

図 4-53 オペレーター一覧画面のイメージ 

 

6. 【SC008】構造化処理画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ アセットのデータ構造化処理を実行する画面を提供する。対象となるアセットは、【DT001】原票デ

ータ（PDF、PNG 形式）、【DT002】テキストデータ（DOCX、XLSX 形式）である。アセット選択ボ

タンよりアセットを選択し、構造化処理を実行する。 

➢ アセット選択後、アセットビューワーフィールドからファイルの中身をプレビューで参照すること

ができる。ユーザーは設定タブより構造化に必要なパラメータを入力し構造化処理を実行する。（詳

細は 4-2-3. 開発機能の詳細要件を参照する。）本パラメータをもとにプロンプトがシステム内で作

成され、コンテンツデータが生成される。構造化するカラムを追加する場合には、カラムを追加ボタ

ンよりカラムを追加する。 

➢  データ構造化処理と同タイミングで、出典名の作成を必須で行う。（詳細は 4-2-3. 開発機能の詳細

要件を参照する。） 

➢ 処理実行後、処理結果タブに自動で遷移し、実行結果を確認できる。 

➢ 内容に問題がなければ、保存を押下しコンテンツとして保存する。 

➢ 実行パラメータをテンプレートとして保存する場合には、テンプレートとして保存を押下し保存す

る。 
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⚫ 画面イメージ 

 

図 4-54 構造化処理画面のイメージ（構造化処理実行前 1/2） 

 

 

図 4-55 構造化処理画面のイメージ（構造化処理実行前 2/2） 

 

 

図 4-56 構造化処理画面のイメージ（構造化処理実行後） 
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7. 【SC009】データ結合前処理画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 【DT003】地図データ、【DT004】テーブルデータ、【DT204】構造データ化済テキストデータに対

し、データクレンジング、ジオコーディング、資料名作成、地図データに対し座標系統一の処理を実

行する画面を提供する。 

 アセット選択：【DT003】地図データ、【DT004】テーブルデータ 

 コンテンツ選択：【DT204】構造データ化済テキストデータ 

➢ 上記に則りアセット、もしくはコンテンツを選択後、本機能の処理オプションとして、資料名作成、

データクレンジング、ジオコーディング、秘匿化処理を選択する。 

➢ 本処理内では、【DT201】正規化地図データに対して【FN023】データ結合前処理（座標系統一）を

システム内で自動実行し座標系を WGS84 に統一する。 

➢ 【DT003】地図データ、【DT004】テーブルデータの正規化処理をシステム内で自動実行し、【DT201】

正規化地図データ、【DT202】正規化テーブルデータを作成する。 

➢ 処理実行後、処理結果タブに自動で遷移し、実行結果を確認できる。 

➢ 内容に問題がなければ、保存を押下しコンテンツとして保存する。 

➢ 実行パラメータをテンプレートとして保存する場合には、テンプレートとして保存を押下し保存す

る。 

 

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-57 データ結合前処理の画面イメージ（処理実行前） 
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図 4-58 データ結合前処理の画面イメージ（処理実行後） 

 

8. 【SC010】テキストマッチング画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 【DT201】正規化地図データ、【DT202】正規化テーブルデータ、【DT206】データ結合済構造化デー

タ、【DT207】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構造化データ、【DT209】クロス集計済構造

化データを対象にコンテンツ同士の結合処理を行う画面を提供する。 

➢ コンテンツ選択から結合元とするコンテンツをメインコンテンツと結合するコンテンツ選択し、そ

れぞれ結合するカラムをキーカラムとして指定し【FN024】データ結合処理（テキストマッチング）

を押下し実行する。 

➢ 本機能は 1 コンテンツごとの結合に対応しており、複数のコンテンツを結合しようとした場合、警

告が起きる。 

➢ 結合コンテンツで結合後残すカラムを指定したい場合には、結合カラムにカラム名を入力する。結

合カラムを入力しない場合には、結合コンテンツに存在するカラムすべてを残す。 

➢ 処理実行後、処理結果タブに自動で遷移し、実行結果を確認できる。 

➢ 内容に問題がなければ、保存を押下しコンテンツとして保存する。 

➢ 実行パラメータをテンプレートとして保存する場合には、テンプレートとして保存を押下し保存す

る。 

  



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 207 -  

 

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-59 テキストマッチング画面のイメージ（処理実行前） 

 

 

図 4-60 テキストマッチング画面のイメージ（処理実行後） 

 

9. 【SC011】空間結合画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 本画面では、【DT201】正規化地図データ、【DT207】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構

造化データに対し、【FN026】データ結合処理（空間結合）を行う。 

➢ コンテンツ選択から結合元とするコンテンツをメインコンテンツと結合するコンテンツ、結合方式

を選択し【FN026】データ結合機能（空間結合処理）を実行を押下し実行する。 

➢ 本機能は 1 コンテンツごとの結合に対応しており、複数のコンテンツを結合しようとした場合、警

告が起きる。 

➢ 結合コンテンツを追加後、結合方式で交差結合、最近傍結合を選択する。最近傍結合の場合には検索

上限範囲を指定する。 

➢ 処理実行後、処理結果タブに自動で遷移し、実行結果を確認できる。 



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 208 -  

 

➢ 内容に問題がなければ、保存を押下しコンテンツとして保存する。 

➢ 実行パラメータをテンプレートとして保存する場合には、テンプレートとして保存を押下し保存す

る。 

 

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-61 空間結合画面のイメージ（最近傍結合：処理実行前） 

 

 

図 4-62 空間結合画面のイメージ（交差結合：処理実行前） 
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図 4-63 空間結合画面のイメージ（処理実行後） 

 

10. 【SC012】クロス集計画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 本画面では、【DT201】正規化地図データ、【DT202】正規化テーブルデータ、【DT206】データ結合

済構造化データ、【DT207】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構造化データ、【DT209】クロ

ス集計済構造化データを対象に単一コンテンツのクロス集計処理を行う 

➢ コンテンツ選択から集計するコンテンツを選択し、集計単位と集計対象と指定し、【FN025】データ

集計処理（クロス集計）を実行する。 

➢ 集計単位、集計対象はコンテンツのカラムから複数指定可能であり、集計対象の要約統計量（合計、

平均、カウント）を集計できる。 

➢ カラムを追加より集計単位、集計対象を追加可能である。 

➢ 要約統計量で（合計、平均）を選択した場合、コンテンツで合計、平均カラムを作成する場合には合

計、平均のチェックボックスをオンにする。 

➢ 処理実行後、処理結果タブに自動で遷移し、実行結果を確認できる。 

➢ 内容に問題がなければ、保存を押下しコンテンツとして保存する。 

➢ 実行パラメータをテンプレートとして保存する場合には、テンプレートとして保存を押下し保存す

る。 
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⚫ 画面イメージ 

 

図 4-64 クロス集計画面のイメージ（合計/平均：処理実行前） 

 

 

図 4-65 クロス集計画面のイメージ（カウント：処理実行前） 
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図 4-66 クロス集計画面のイメージ（処理実行後） 

 

11. 【SC013】空間集計画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 本画面は、【DT201】正規化地図データ、【DT207】空間結合済データ、【DT208】地域集計済構造化

データを対象に空間集計を行う。 

➢ コンテンツ選択から集計する地図データ（ポリゴンデータとポイントデータ）、集計単位と集計対象

と指定し、【FN027】データ集計機能（空間集計処理）を実行する。 

➢ 集計単位、集計対象はコンテンツのカラムから複数指定可能であり、集計対象の要約統計量（合計、

平均、カウント）を集計できる。 

➢ カラムを追加より集計単位、集計対象を追加可能である。 

➢ 要約統計量で（合計、平均）を選択した場合、コンテンツで合計、平均カラムを作成する場合には合

計、平均のチェックボックスをオンにする。 

➢ 処理実行後、処理結果タブに自動で遷移し、実行結果を確認できる。 

➢ 内容に問題がなければ、保存を押下しコンテンツとして保存する。 

➢ 実行パラメータをテンプレートとして保存する場合には、テンプレートとして保存を押下し保存す

る。 
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⚫ 画面イメージ 

 

図 4-67 空間集計画面のイメージ（合計/平均：処理実行前） 

 

 

図 4-68 空間集計画面のイメージ（カウント：処理実行前） 
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図 4-69 空間集計画面のイメージ（処理実行後） 

 

12. 【SC014】テンプレート一覧画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 【SC002】ホーム画面よりテンプレートメニューから遷移する。 

➢ テンプレートには、ワークフローテンプレート、構造化テンプレート、結合前処理テンプレート、

テキストマッチングテンプレート、空間結合テンプレート、クロス集計テンプレート、空間集計テ

ンプレートが存在し、テンプレートを押下することでプレビューを確認できる。 

➢ 削除ボタンを押下し、テンプレートの削除、テンプレートを編集でテンプレートの編集を実行でき

る。 

 

⚫ 画面イメージ  

 

図 4-70 テンプレート一覧の画面イメージ 
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13. 【SC015】ワークフローテンプレート編集画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 本画面は、【SC014】テンプレート一覧画面のワークフローテンプレートの新規作成ボタンから遷

移する。処理を一気通貫で実行する際に必要なワークフローテンプレート作成・編集の際に利用す

る。なお、各オペレーターのテンプレート作成時には各オペレーター処理画面に遷移するものとす

る。 

➢ アセットとして【DT001】原票データ、【DT002】テキストデータ、【DT203】OCR 処理済テキス

トデータを登録した場合には、構造化処理が必要となるため、ワークオペレーターの最初の処理と

して構造化を追加ボタンから構造化オペレーターを追加する。構造化処理が不要な場合には、オペ

レーターの追加ボタンを押下し、結合前処理、テキストマッチング、クロス集計、空間結合、空間

集計から必要な処理を選択し、ワークフローに追加する。 

➢ 本画面から実行した処理は、【SC016】処理状況一覧画面で確認が可能であり、対象の処理内容は

テンプレート作成となる。処理ステータスが処理済となったことを確認後、開くを押下しテンプレ

ートの中身の確認する。問題がなければ保存 テンプレートを押下し、ワークフローテンプレート

に名前を付けて保存する。 

 

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-71 ワークフローテンプレート編集画面のイメージ（一覧から新規作成指定） 
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図 4-72 ワークフローテンプレート編集画面のイメージ 

 

 

図 4-73 ワークフローテンプレート編集画面のイメージ（オペレーターの指定：構造化） 

 

 

図 4-74 ワークフローテンプレート編集画面のイメージ（オペレーター指定後） 
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図 4-75 ワークフローテンプレート編集画面のイメージ（オペレーターの指定：構造化以外） 

 

 

図 4-76 ワークフローテンプレート編集画面のイメージ（オペレーター追加後） 

 

 

図 4-77 ワークフローテンプレート編集画面のイメージ（ワークフローテンプレートの保存） 
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14. 【SC016】処理状況一覧画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ 処理状況一覧メニューから遷移する。本画面では、ユーザー自身が発行した処理結果のみ確認/編集

できる。ファイル名、ファイル形式、処理内容、ステータス、実行者、実行日を一覧で確認できる。

処理状況を押下することで、処理結果を確認できる。 

➢ 処理状況を選択し、開くを押下することで、処理実行したオペレーターの詳細を開くことができる。 

 

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-78 処理状況一覧の画面イメージ 

 

15. 【SC017】EBPM Tools 覧画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ EBPM Tools から遷移する。本画面では、ユースケースとして登録された EBPM Tools を一元的に

管理する画面を提供する。 

➢ LINKS Veda にログイン可能なユーザーは、EBPM Tools 一覧に表示されるすべてのユースケース

にアクセスすることができる。 
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⚫ 画面イメージ 

 

図 4-79 EBPM Tools 一覧画面のイメージ 

 

16. 【SC018】チャットボット画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ チャットメニューから遷移する。対話型にて問い合わせができる画面を提供する。 

➢ 本画面からは、ユーザーがベクトルデータを選択しチャットを開始する。 

 

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-80 チャットボット画面イメージ 
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17. 【SC019】データセット管理画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ データセットメニューから遷移する。LINKS Veda 内で管理するコンテンツ情報を同一の属性情報

を持ったデータ群として管理するため、ユースケースの単位でデータセットとして管理する機能を

提供する。 

⚫ 画面イメージ 

 

図 4-81 データセット管理画面イメージ（1/2） 

 

 

図 4-82 データセットの管理画面イメージ（2/2） 

 

2) CMS 画面  
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18. 【SC101】CMS ログイン画面  

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ メールアドレス、パスワードを入力し CMS にログインするための画面。 

➢ 本画面は、システム管理者のみ参照可能であり一般ユーザーは参照しない。 

 

⚫ 画面イメージ  

➢ システム運用者のみログインするため、割愛する。 

 

19. 【SC102】CMS ホーム画面  

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ CMS ログイン後に表示される画面。CMS 上のメニューに遷移する。アカウント設定、ワークスペ

ースの作成・削除、プロジェクトの作成・削除をする画面を提供する。 

➢ 本画面は、システム管理者のみ参照可能であり一般ユーザーは参照しない。 

 

⚫ 画面イメージ 

➢ ユーザーログインはないため、割愛する。 

 

20. 【SC103】CMS アセット画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ Veda にてアセットとして登録されたデータを確認できる画面を提供する。 

➢ 本画面は、システム管理者のみ参照可能であり一般ユーザーは参照しない。 

 

⚫ 画面イメージ 

➢ ユーザーログインはないため、割愛する。 

 

21. 【SC104】CMS コンテンツ画面  

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ Veda にてコンテンツとして登録されたデータを確認できる画面を提供する。 

➢ 本画面は、システム管理者のみ参照可能であり一般ユーザーは参照しない。 

 

⚫ 画面イメージ 

➢ ユーザーログインはないため、割愛する。 
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22. 【SC105】CMS アイテム画面 

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢ Veda にてテーブルデータとして登録されたデータのレコードを確認できる画面を提供する。 

➢ 本画面は、システム管理者のみ参照可能であり一般ユーザーは参照しない。 

 

⚫ 画面イメージ 

➢ ユーザーログインはないため、割愛する。 

 

23. 【SC106】CMS アカウント管理画面  

 

⚫ 画面の目的・概要 

➢  CMS 上のアカウントの追加・削除、権限管理を行う画面を提供する。 

 

⚫ 画面イメージ 

➢ ユーザーログインはないため、割愛する。 
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4-7. 実証システムの利用手順 

4-7-1. 実証システムの利用フロー 

 

 実証システムの利用フロー概要は以下の通りです。構造化するデータを準備し、システム内で構造化・加工

を実行後、アプリケーションでの利用やオープンデータとして G 空間情報センターに公開する。 

 

図 4-83 システム利用のフロー 
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4-7-2. 各画面操作方法 

 

本システムの操作方法は、「LINKS Veda ユーザーマニュアル」として下記リンクにて公開している。操作マ

ニュアルでは、本システムを利用するシステム概要、システム内で扱うデータ概要、本システムの操作手順等

を記載した。 

⚫ 参照：リンク  

 

 

図 4-84 LINKS Veda ユーザーマニュアル 

  

https://www.mlit.go.jp/links/wp-content/uploads/links-veda-user-manual-v1.0.pdf
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5. システムの非機能要件 

5-1. 社会実装に向けた非機能要件 

 

表 5-1 非機能要件一覧 

カテゴリ ID 項目 詳細 

クラウド環境の

構築 

D011 本システムはクラウ

ド環境で構築し、セキ

ュリティ対策及び認

証システムを備える。 

⚫ Google Cloud Platform 上に構築し、セキュリティ対

策及び Cloud Identity を利用した認証を行う。詳細

の要件は「表 39：非機能要件一覧（クラウド環境構

築に係る非機能要件）」に記載する。 

OSS 利用 D012 本システムは可能な

限り OSS ライブラリ

等を用いて構築する。 

⚫ 利用するソフトウェア・ライブラリに記載の通り、

基本的には OSS ライブラリを利用し実装をする。 

⚫ 自然言語処理（NLP）ディープラーニング（AWS 

Claude API）についてはサーバーコスト等検討の結

果有償 API を利用するものとする。 

OSS 提供 D013 開発成果は可能な限

り OSS として提供す

る。 

⚫ 本システムで利用したソースコードは OSS にて提

供する。 

UI/UX への配慮 D014 本システムの主たる

ユーザーは国土交通

省職員であることを

鑑み、簡素かつ明快な

UI/UX を設計する。 

⚫ システム管理者が設定した情報をテンプレート化

し、一般ユーザーはそれらを呼び出すことで処理が

自動的に実行される等、直感的に実行できる UI を設

計する。 

スケーラビリテ

ィと拡張性 

D015 システムは将来のデ

ータ量の増加や新機

能の追加に対応でき

るように設計する。 

⚫ 将来のデータの増大を想定し、容量に余裕を持たせ

た設計を行う。 

⚫ 将来的な機能の汎用化を見込み、個別のユースケー

スにおいても可能な限り統一性を持たせた設計とす

る。（以下、「表 39：非機能要件一覧（クラウド環境

構築に係る非機能要件）」に記載の通り） 

データのバック

アップ 

D016 データの定期的なバ

ックアップをする。 

⚫ システム稼働開始後、データベースの日次バックア

ッ プ の 取 得 に よ り デ ー タ 復 旧 を 可 能 と す る 。

（Google Cloud にて自動で取得する。）（以下、「表 

39：非機能要件一覧（クラウド環境構築に係る非機

能要件）」に記載の通り） 
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LINKS Veda は、省内データの正規化、結合・集計、公開までの自動化の機能的実証が目的である。以下の非

機能要件は IPA 公開の非機能要求グレード 2018「システム基盤の非機能要求に関するグレード表」の「社会

的影響がほとんどないシステム」を想定し、以下の非機能要件の達成を目指す。 

 

表 5-2 非機能要件一覧（クラウド環境構築に係る非機能要件） 

カテゴリ ID 項目 詳細 

可用性 NR001 稼働率 ⚫ システムの稼働率 97%を目指す。：本システムは省

内利用であるため、不特定多数の一般ユーザーへの

影響はないものとし 97%（年間許容停⽌時間：10.96

日）を目指すものとする。 

⚫ 外形監視における失敗率を検知する。（エラーコー

ド、レスポンスの内容確認） 
 

 NR002 目標復旧水準（業務停

⽌時） 

⚫ 1 営業日前時点の日次バックアップを取得し、可能

な限り迅速な復旧を行う。 

 NR003 耐障害性 ⚫ システムを構成するサーバーを冗長化することで対

応する。 

性能・拡張性 NR004 性能目標値 ⚫ オンラインレスポンスは、データ容量にも左右され

るが、データの構造化処理に対し、1 ファイルの処理

当たり 2 分以内を目標値とする。 

 NR005 拡張性 ⚫ 将来のデータの増大を想定し、容量に余裕を持たせ

た設計を行う。 

⚫ 将来的な機能の汎用化を見込み、個別のユースケー

スにおいても可能な限り統一性を持たせた設計とす

る。 

運用・保守性 NR006 運用時間 ⚫ 定時内 9 時 30 分～18 時 15 分の時間帯はサービス

を提供する。夜間帯のシステムの運用は行うが、サ

ービス提供の義務は負わない。 

 NR007 バックアップ ⚫ システム稼働開始後、データベースの日次バックア

ッ プ の 取 得 に よ り デ ー タ 復 旧 を 可 能 と す る 。

（Google Cloud にて自動で取得する。） 

 NR008 運用監視 ⚫ 外形監視として HTTP リクエストを逐次投げること

で、レスポンスを確認する。 
 

 NR009 マニュアル準備 ⚫ システム運用開始までにユーザーマニュアルを整備

し展開する。 

 NR010 構成管理 ⚫ GitHub による構成管理を実施する。 

移行性 NR011 移行対象 ⚫ システムの新規構築のため移行作業は発生しない。 

セキュリティ NR012 アクセス・利用制限 ⚫ Cloud Identity を利用することで認証を行い、認可に
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ついては実装することで不要なアクセス制限を担保

する。メールアドレス、パスワードによる認証を行

う。 

⚫ 上記に加えて、2 段階認証を行う。 

 NR013 データの秘匿 ⚫ システムへのアクセスを制御することで、データの

安全性を担保する。 

 NR014 不正追跡・監視 ⚫ ログイン/ログアウト履歴（Cloud Identity）、ユーザ

ーのアクセスログを取得し、不正な操作等を検出す

る。 
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6. 品質 

6-1. 機能要件の品質担保 

 

表 6-1 機能要件の品質担保方針 

対象プロセス/ 

サブシステム 

品質評価項目 目標値 期間の単位 アクティビティ 

構造データ生成 UI ⚫ ユーザー操作（ノ

ーコード） 

2024 年 11 月～

2025 年 3 月 
 

⚫ 各機能単体テスト、

結合テストによる

検証 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 
 

非構造データの自動

正規化機能構築 

 

入出力対応 
 

⚫ 入出力の一致 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 
 

⚫ 各機能単体テスト、

結合テストによる

検証 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 

生成データ妥当性検

証 

実データ（手動

作成）との比較 

⚫ 文意の整合 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 
 

⚫ 実データとの比較

による 

検証 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 

正規化ローデータの

集計・加工機能 

入出力対応 
 

⚫ 入出力の一致 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 

⚫ 各機能単体テスト、

結合テストによる

検証 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 

データ管理 登録、管理 ⚫ 登 録 し た デ ー タ

が想定する表示、

動作をする 

2024 年 11 月～

2025 年 3 月 

 

⚫ 各機能単体テスト、

結合テストによる

検証 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 

データ配信 公開、表示、承

認、動作 

⚫ 一 般 公 開 し た デ

ータが想定する

表示、動作をする 

2024 年 11 月～

2025 年 3 月 

 

⚫ 各機能単体テスト、

結合テストによる

検証 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 
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データ可視化 UI ⚫ EBPM Tools に連

携されたデータ

が正しく表示、動

作する 

2025 年 1 月～

2025 年 3 月 

 

⚫ 各機能単体テスト、

結合テストによる

検証 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 
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6-2. 非機能要件の品質担保 

 

表 6-2 非機能要件の品質担保方針 

対象項目 品質評価項目 目標値 期間の単位 アクティビティ 

LINKS Veda 稼働率 ⚫ 97% 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 

⚫ 運用テストによる

検証 
 

目標復旧水準 ⚫ - 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 

⚫ 運用テストによる

検証 
 

耐障害性 ⚫ - 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 

⚫ 運用テストによる

検証 
 

拡張性 ⚫ -― 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 

⚫ 運用テストによる

検証 

 運用時間 ⚫ 9~17 時のサービ

ス提供 

2025 年 3 月~ ⚫ 実運用での確認 

 バックアップ ⚫ 日 次 バ ッ ク ア ッ

プの取得 

2024 年 10 月～

2025 年 3 月 

⚫ 運用テストによる

検証 

 運用監視 ⚫ - 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 

⚫ 運用テストによる

検証 

 マニュアル準備 ⚫ - 2024 年 11 月

~2025 年 3 月 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 

 構成管理 ⚫ - 2025 円 3 月~ ⚫ 実運用での確認 

 アクセス・利用

制限 

⚫ - 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 

 データの秘匿 ⚫ - 2024 年 10 月～

2025 年 3 月 

⚫ ユーザーによる有

用性検証 

 不正追跡・監視 ⚫ - 2024 年 10 月

~2025 年 3 月 

⚫ 運用テストによる

検証 

 

  



LINKS24-03 _技術検証レポート_データ管理システムのプロトタイプ開発 

  - 230 -  

 

7. 実証技術の機能要件の検証 

7-1. 検証目的 

 

 本実証では、実証技術の機能検証として、EBPM 活用観点で整理したデータを LINKS Veda に Raw データ

として投入し、想定通り正規化データが生成できることを確認する。 
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7-2. 検証ポイントと KPI 

 

実証仮説の検証のため、以下の検証ポイントと KPI を設定し本システムを評価する。検証においてはシステ

ム管理者*注 1 向けと一般ユーザー向けの検証ポイントを分類し評価を行う。 

*注 1：システム管理者の検証には、JV 内の検証も含める。 

 

表 7-1 機能要件の検証ポイントと KPI 

No. 検証メニュー 対象 検証ポイント KPI 

1 実証技術の検証：デー

タ処理の正確性 

システム管

理者 

今年度の整備対象となる

すべての Raw データを

投入し、Veda を介して

想定通りに Defined Data

（EBPM データ、オープ

ンデータ）が生成できる

ことを確認する。 

シナリオ消化率：100％ 

2 

シナリオ合格率：100% 

3 実証技術の検証：構

造データ生成技術 

システム管

理者 

構造データ生成技術

（LLM）を用いて、非構

造データから Defined 

Data が正しく生成され

ることを確認する。 

自動評価（出力スキーマの一致）

正解率 

：100% 

4 人間評価（内容の一致）正解率 

：100% 

5 実証技術の検証：チ

ャット生成技術 

システム管

理者 

チャット生成技術(RAG)

を用いて、構造データ生

成技術によって生成した

Defined Data から正しく

情報検索、回答できるこ

とを確認する。 

正解率：100% 
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7-3. 検証方法 

7-3-1. 実証技術の検証：データ処理の正確性 

 

1) 検証目的 

⚫ システムが仕様を満たしていることを確認するため。 

 

2) KPI 

 

表 7-2 データ処理の正確性の KPI 

No. 評価指標・KPI 目標値 目標値の設定理由 

1 シナリオ消化

率 

100% ⚫ システムの品質を測るために十分なテストが実施されていること

を確認するため。 

2 シナリオ合格

率 

100% ⚫ システムを運用するにあたっての不具合が存在していないことを

確認するため。 

⚫ 運用で吸収可能な不具合（ユーザー負荷を鑑みてワークアラウン

ドが可能な範囲、運用への影響が低い不具合など）に関しては、そ

の対応策が明確になっていること、および対応可否を事前に国土

交通省情報政策課職員と合意の上で対応可否の判断を行う。 
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3) 検証方法と検証シナリオ 

⚫ 検証の範囲は、各ユースケースで投入する Raw Data 全量を対象とする。 

⚫ ユースケース検証用に整理した処理フロー、プロンプトの内容と同等の処理を Veda で実行することで、

システムを介してデータ登録、データ生成、データ配信まで一気通貫で実行できることを確認する。 

⚫ ユースケース検証用に事前に手動で作成したデータと Veda で生成したデータを比較し、差異がないこと

を確認する。 

【検証に当たっての前提条件】 

⚫ 実行における LLM API コストとテスト期間が限られていることから、Raw Data 全量による検証は JV 内

で実施するものとし、国土交通省情報政策課職員向けのテスト結果の報告にて確認とさせて頂く。 

⚫ 国土交通省情報政策課職員によって大量の PDF データを処理するリクエストがある場合には、事前に処

理件数とタイミングをご相談頂く。 

 

表 7-3 検証シナリオ一覧 

No. 検証方法 詳細 

1 データ登録（貨物自動車運送事業実績

報告書） 

⚫ 正常にアセットとしてデータ登録できること 

2 データ構造化処理（貨物自動車運送事

業実績報告書） 

⚫ 定義したスキーマ通りに構造化処理できること 

⚫ コンテンツとして登録できること。 

3 データ結合前処理（データクレンジン

グ・ジオコーディング：貨物自動車運

送事業実績報告書） 

⚫ 処理が正常終了すること。 

⚫ 処理結果が処理状況一覧から確認できること。 

⚫ 指定した型（和暦の日付や異常な値の数値等）に合わ

せてデータクレンジング・ジオコーディングが実行

できること。 

4 データ登録（行政ポリゴンデータ） ⚫ 正常にアセットとしてデータ登録できること。 

5 データ結合前処理（データクレンジン

グ：行政ポリゴンデータ） 

⚫ 処理が正常終了すること。 

⚫ 処理結果が処理状況一覧から確認できること。 

⚫ 入力した項目通りにデータクレンジングが実行でき

ること。 

6 空間結合（貨物自動車運送事業実績報

告書＋行政ポリゴンデータ） 

⚫ 処理が正常終了すること。 

⚫ 処理結果が処理状況一覧から確認できること。 

⚫ 結合結果が想定通りであること。 

7 最終構造化データ確認 ⚫ 生成結果がユースケース検証用に事前に作成したデ

ータと一致すること。 
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7-3-2. 実証技術の検証：構造データ生成技術 

 

1) 検証目的 

⚫ LLM によるデータ構造化の精度検証を行う。 

⚫ LLM によって機械的に抽出ができない場合には、手動でのバリデーションによって想定通りのアウトプ

ットを得られることを確認する。  

 

2) KPI 

 

表 7-4 構造データ生成技術の KPI 

No. 評 価 指

標・KPI 

目標値 目標値の設定理由 

1 自動評価 

（出力ス

キーマの

一致） 

正解率 
 

100% ⚫ データ構造化結果が指定した出力スキーマどおりになっているかを

目視で確認し、出力スキーマの一致を評価する。 

⚫ 評価を行う際は、データ構造化対象の UC のデータを対象とし、１デ

ータセットにつき 50 レコードを対象とする。ただし、入力データに

誤りや文章で取得できないなどの異常がある場合には評価対象外と

する。 

2 人間評価 

（内容の

一致） 

正解率  

100% ⚫ データ構造化結果と元の資料を目視で確認し、内容の一致を後述の

正解率の指標を用いて性能を評価する。 

⚫ 評価を行う際は、データ構造化対象の UC のデータを対象とし、１デ

ータセットにつき 50 レコードを対象とする。ただし、入力データに

誤りや文章で取得できないなどの異常がある場合には評価対象外と

する。 

 

<評価指標の計算方法> 

正解率（accuracy） = (TP + TN) / (TP + TN + FP + FN) 
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図 7-1 構造データ生成技術（評価指標説明） 

 

3) 検証方法と検証シナリオ 

⚫ ユースケース用に手動で作成検証したデータ（予測値）と LINKS Veda を介して作成したデータ（実績

値）双方を用いて、LLM によるデータの抽出可・抽出不可の項目の確かさを測るため、上記の評価指標

を用いて正解率を計測する。 

⚫ 検証シナリオは II-3-①に示したデータ処理の正確性内のシナリオのデータ構造化を伴うデータにて包含

する。 

⚫ 評価指標の計測と共に、各計測項目を以下の観点から分析する。 

➢ TP：どういったデータであれば精度高く抽出が可能か。 

➢ FP：抽出可能想定のデータが抽出できない場合の原因がどこにあるか。（オペレーションのミス、

LLM の精度、内部ロジックのバグ等の切り分けを行う。） 

➢ TN：ユーザーが手動でバリデーションを行う必要のあるデータパターンはどのようなものか。 

➢ FN:ハルシネーションがどの程度発生しているか。 

 

表 7-5 検証シナリオ一覧（構造データ生成技術の精度） 

No. 検証方法 詳細 

1 データ登録 ⚫ データ構造化処理が必要な Raw Data すべてを対象とする。 

2 データ構造化処理 ⚫ 構造化処理を実行し、処理が正常終了することを確認する。 

3 評価指標計測（正解率） ⚫ 正解率（accuracy） = (TP + TN) / (TP + TN + FP + FN) 

➢ TP：データ構造化処理対象データ全数に対し、抽出可能想定

の項目をシステムで正しく抽出できる場合。 
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➢ FP：データ構造化処理対象データ全数に対し、抽出可能想定

の項目にもかかわらず、誤った内容を抽出、もしくは何も抽

出されない場合。（=オペレーション、ロジック、精度の不備） 

➢ TN：データ構造化処理対象データ全数に対し、空欄や該当の

記載がない等の抽出不可項目においては何も抽出されない場

合。（=手動バリデーション対象） 

➢ FN：データ構造化処理対象データ全数に対し、空欄や該当の

記載がない等の抽出不可項目にもかかわらず、誤った内容を

抽出する場合。（＝ハルシネーションの可能性がある） 

4 計測項目ごとの考察 ⚫ 各計測項目として TP、FN、FP、TN を設け、それらの項目に分類

された原因を考察する。 
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7-3-3. 実証技術の検証：チャット生成技術 

 

1) 検証目的 

⚫ チャット生成技術の精度検証を行う。 

 

2) KPI 

 

表 7-6 チャット生成技術の KPI 

No. 評価指標・KPI 目標値 目標値の設定理由 

1 正解率  100% ⚫ チャットの返答結果が、ユーザーが問い合わせした内容に合致す

る内容となっているかを目視で確認し、後述の正解率の指標を用

いて性能を評価する。 

⚫ 評価を行う際は、令和 4 年度政策評価チェックリスト、令和 5 年

度国土交通省所管独立行政法人の各年度の業務実績評価、行政事

業レビュー（令和 6 年度）等を対象とし、50 ケースを対象とする。 

⚫ ただし、入力データに誤りや文章で取得できないなどの異常があ

る場合には評価対象外とする。 

 

<評価指標の計算方法> 

正解率（accuracy） = (TP + TN) / (TP + TN + FP + FN) 

 

 

図 1 チャット生成技術（評価指標説明） 
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3) 検証方法と検証シナリオ 

⚫ チャットボットの返答内容の確かさを測るため、Veda 内に取り込んだチャット生成用データの内容と目

視確認にて比較し、上記の評価指標を用いて正解率を計測する。 

⚫ 評価指標の計測と共に、各計測項目を以下の観点から分析する。 

➢ TP：どういったデータであれば精度高く抽出が可能か。 

➢ FP：抽出可能想定のデータが抽出できない場合の原因がどこにあるか。（オペレーションのミス、

LLM の精度、内部ロジックのバグ等の切り分けを行う。） 

➢ TN：ユーザーが手動でバリデーションを行う必要のあるデータパターンはどのようなものか。 

➢ FN:ハルシネーションがどの程度発生しているか。 

【検証に当たっての前提条件】 

⚫ 評価を行う際は、令和 4 年度政策評価チェックリスト、令和 5 年度国土交通省所管独立行政法人の業務

実績評価のデータを対象とし、30 ケースを対象とする。 

⚫ ただし、入力データに誤りや文章で取得できないなどの異常がある場合には評価対象外とする。 

 

表 7-7 検証シナリオ一覧（構造データ生成技術の精度） 

No. 検証方法 詳細 

1 データ登録 ⚫ チャットボットで利用するデータ：令和４年度政策評価チェッ

クアップ評価書、令和 5 年度国土交通省所管独立行政法人を登

録する。 

2 データ構造化処理 ⚫ 構造化処理を実行し、処理が正常終了することを確認する。 

3 ベクトルデータ作成処理 ⚫ 令和４年度政策評価チェックアップ評価書、令和 5 年度国土交

通省所管独立行政法人の構造化データをベクトルデータ化す

る。 

4 チャット問い合わせ実行 ⚫ チャットメニューより、問い合わせ処理を実行する。 

5 評価指標計測（正解率） ⚫ 正解率（accuracy） = (TP + TN) / (TP + TN + FP + FN) 

➢ TP：チャット問い合わせに対し、投入した元データから返

答した内容を正しく返却できる場合。 

➢ FP： チャット問い合わせに対し、返答可能想定の項目を

返答できない場合。（＝ロジック、精度の不備） 

➢ TN：チャット問い合わせに対し、返答不可想定の項目を抽

出できないと返却できる場合。（=手動バリデーション対

象） 

➢ FN：チャット問い合わせに対し、返答不可想定の項目をシ

ステムで抽出する場合（=ハルシネーションの可能性があ

る） 
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6 計測項目ごとの考察 ⚫ 各計測項目として TP、FN、FP、TN を設け、それらの項目に

分類された原因を考察する。 
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7-4. 検証結果 

 

1) 実証技術の検証：データ処理の正確性 

⚫ 検証結果まとめ 

➢ システム要件を満たすデータ処理機能の検証を実施した結果、全てのテストシナリオにおいて正常

に動作することを確認した。 

➢ Raw データの登録から構造化処理、データクレンジング、テキストマッチングまでの一連の処理フ

ローが期待通りに機能し、最終構造化データが想定通りに生成されることを検証できた。 

 

黄色セル：KPI 達成 青セル：KPI 未達 

 

表 7-8 データ処理の正確性の検証結果 

No. 評価指標・KPI 目標値 結果 示唆 

項目 評価 

1 シナリオ消化率 

シナリオ合格率 

100% データ登録（貨物自動車運送

事業実績報告書） 

達成 ⚫ Raw データの登録機能は正常に

動作し、アセットとして適切に

登録できることを確認した。 

2 100% データ構造化処理（貨物自動

車運送事業実績報告書） 

達成 ⚫ 定義したスキーマに従った構造

化処理が正しく実行され、コン

テンツとして適切に登録される

ことを確認した。スキーマ定義

に基づくデータ変換処理の精度

が高いことが示された。 

3 100% データ結合前処理（データク

レンジング・ジオコーディン

グ：貨物自動車運送事業実績

報告書） 

達成 ⚫ 和暦の日付変換や異常値の数値

処理など、指定した型に合わせ

たデータクレンジング・ジオコ

ーディングが正確に実行される

ことを確認した。 

⚫ 前処理の結果が処理状況一覧か

ら適切に確認できる機能も実装

されている。 
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4 100% データ登録（行政区域ポリゴ

ン） 

達成 ⚫ Raw データの登録機能は正常に

動作し、アセットとして適切に

登録できることを確認した。 

5 100% データ結合前処理（データク

レンジング：行政区域ポリゴ

ン） 

達成 ⚫ プロンプト指定による柔軟なデ

ータクレンジングが実行できる

ことを確認した。 

⚫ 処理結果の可視化機能も適切に

動作しており、データの品質管

理が容易である。 

6 100% 空間結合（貨物自動車運送事

業実績報告書＋行政区域ポリ

ゴン） 

達成 ⚫ 文書から抽出・ジオコーディン

グしたデータを、正常に空間結

合ができ、結合結果が想定通り

であることを確認した。 

⚫ 複数ソースからの情報統合機能

が高い精度で動作している。 

7 100% 最終構造化データ確認 達成 ⚫ 生成された最終データがユース

ケース検証用に事前に作成した

データと一致することを確認し

た。 

⚫ エンドツーエンドでのデータ処

理パイプラインが正確に機能し

ている。 
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2) 実証技術の検証：構造データ生成技術 

⚫ 検証結果まとめ 

➢ LLM によるデータ構造化の精度検証を実施した結果、出力スキーマの一致および内容の一致につい

て高い精度を達成した。 

➢ 機械的な抽出が難しいケースでも、適切なバリデーション処理により想定通りの出力を得られるこ

とを確認した。 

 

黄色セル：KPI 達成 青セル：KPI 未達 

 

表 7-9 構造データ生成技術の検証結果 

 

No. 評価指標・KPI 目標値 結果 示唆 

項目 評価 

]1 

自動評価 

（出力スキーマ

の一致） 

正解率 

人間評価 

（内容の一致） 

正解率 

100% 

データ登録 達成 ⚫ データ構造化処理が必要な Raw 

Data を全て適切に登録できるこ

とを確認した。 

⚫ 多様なデータ形式への対応が可

能であり、前処理段階でのデー

タ品質も確保されている。 

2 100% 

データ構造化処理 達成 ⚫ LLM による構造化処理が高精度

で実行され、スキーマ定義に則

った出力が生成されることを確

認した。 

⚫ 異なる文書形式や記述スタイル

に対しても安定した抽出性能を

示している。 
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3 100% 

評価指標計測（正解率） 未達 ⚫ 抽出可能な項目の正確な抽出

（TP）と抽出不可項目の適切な

処理（TN）は目標値を達成でき

なかったが、高い精度で実現さ

れていることを確認した。 

⚫ 丸囲みや手書き文字の構造化に

おいて誤抽出（FP）が確認され

たが、ハルシネーション（FN）

の発生は最小限に抑えられてい

る。 

4 100% 

計測項目ごとの考察 達成 ⚫ 各計測項目（TP/FP/TN/FN）の

分析から、構造化データ抽出の

精度向上要因と潜在的な課題を

特定できた。 

⚫ 特に定型的な記述パターンから

の抽出精度が高く、非定型的な

記述に対しても適切な対応が可

能であることを確認した。 
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3) 実証技術の検証：チャット生成技術 

⚫ 検証結果まとめ 

➢ RAG を用いたチャット生成技術の精度検証を実施した結果、「独立行政法人の評価（令和５年度）」

の一部カラムがデータ構造化処理においてデータ抽出に失敗したために、本データについてはチャ

ット生成を検証できなかったが、想定した全てのユースケースにおいて高い応答精度を達成した。 

➢ 構造化データを基にした情報検索と回答生成が正確に機能し、ユーザークエリに対して適切な情報

提供が行えることを確認した。 

 

黄色セル：KPI 達成 青セル：KPI 未達 

 

表 7-10 チャット生成技術の検証結果 

No. 評価指標・KPI 目標値 結果 示唆 

項目 評価 

1 正解率 100% データ登録 達成 ⚫ チャットボットで利用するデー

タが正常に登録され、後続処理の

基盤となるデータセットが適切

に整備されていることを確認し

た。 

⚫ 複数種類の文書（政策評価チェッ

クリスト、業務実績評価等）の登

録がエラーなく完了している。 

2 100% データ構造化処理 未達 ⚫ 「独立行政法人の評価（令和５年

度）」を除き、登録されたデータか

ら情報抽出を行う構造化処理が

正確に実行され、チャット生成に

必要な基礎データが作成される

ことを確認した。 

⚫ 本データについては、①表が複数

ページにまたいでいる箇所につ

いて、またいだ後のテキストがど

の列の内容か認識できていない、

②セルが閉じていない表の列の

認識ができていない問題が生じ

ている。 
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3 100% ベクトルデータ作成処理 達成 ⚫ 構造化データから検索効率の高

いベクトル表現への変換処理が

正しく機能することを確認した。 

⚫ 意味的な類似性に基づく検索を

可能にする埋め込み処理が精度

高く実行されている。 

4 100% チャット問い合わせ実行 達成 ⚫ ユーザーからの問い合わせに対

して、25 回中 15 回チャット回答

に失敗していることを確認した。 

⚫ チャット回答動作が不安定であ

り、実用的なユーザー体験におい

て課題が残った。 

5 100% 評価指標計測（正解率） 未達 ⚫ ユーザークエリに対する応答の

正確性を評価した結果、正答率は

50%（上述の回答失敗除く）と目

標達成には至らなかった。 

⚫ お問い合わせに対する正確な情

報抽出ができておらず、回答が不

十分または誤りとなる場合が多

く確認された。 

6 100% 計測項目ごとの考察 達成 ⚫ 正答以外では、お問い合わせに対

して、別の情報を抽出し、FP の割

合が高くなった。項目へのお問い

合わせなど詳細または関係に関

する内容ほど誤りが多く、確認さ

れた。 
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8. 実証技術の非機能要件の検証 

8-1. 検証目的 

 

 実証を行うにあたり、十分な処理能力（処理時間、処理件数）が担保されていることを確認する。 
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8-2. 検証ポイントと KPI 

 

実証仮説の検証のため、以下の検証ポイントと KPI を設定し本システムを評価する。検証においてはシステ

ム管理者*注 1 向けと一般ユーザー向けの検証ポイントを分類し評価を行う。 

*注 1：システム管理者の検証には、JV 内の検証も含める。 

 

表 8-1 非機能要件の検証ポイントと KPI 

No. 検証メニュー 対象 検証ポイント KPI 

1 

データ処理効率の検

証：データ処理時間 

システム管

理者 

・インプットとして想定

しうるデータパターンご

とにデータを投入し、各

機能の処理が完了するま

での時間を計測する。 

データパターン：データ

形式（PDF、DOCX、

XLSX、GeoJSON、

CSV） 

・投入データを処理するのに要

する時間  

・データの構造化処理に対し、1

ファイルの処理当たり 2 分以内

を目標値とする。(要件定義書よ

り抜粋) 

2 データ処理効率の検

証：データ処理件数 

システム管

理者 

・運用に耐えうるデータ

件数の目安を計測する。 

・スループット = 処理したデー

タ件数 / 測定時間 
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8-3. 検証結果 

 

⚫ 検証結果まとめ 

➢ OCR 処理、データ構造化、ハルシネーション検出を 1 セットとしたデータ処理機能の検証を実施し

た結果、正常に目標値を達成できることを確認した。 

➢ データ処理機能ではデータ構造化、ハルシネーション検出のために LLM を合計 3 回実行する必要が

あり、処理時間が目標値以内に達成することができた。 

➢ LLM の実行において AWS Bedrock API を用いているが、本 API では処理制限により、1 分間に実

行できる回数が 20 回までしかできず、並列処理が正常に機能するかが重要である。複数モデルの活

用による目標の処理時間に達成することを確認でき、並列処理が正常に機能することを確認できた。 

 

黄色セル：KPI 達成 青セル：KPI 未達 

 

表 8-2 非機能要件の検証結果 

検証内容 評価指標・

KPI 

目標値 結果 示唆 

項目 評価 

貨物自動

車運送事

業実績報

告書のデ

ータ処理 

処理速度 1 ファイルの処理当

たり 2 分以内 

1 ファイルの処理当たり 

48 秒 

達成 ⚫ OCR 処理、データ構造

化、ハルシネーション

検出すべての処理が含

まれた状態で正常に処

理できることを確認で

きた。 

スループッ

ト 

3 分あたりの処理可

能なデータ件数 3

ファイル 

3 分あたりの処理可能なデ

ータ件数 10 ファイル 

達成 ⚫ 並列処理が正常に動作

していることを確認で

きた。 
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9. 原課向け検証会のチャット機能有用性検証 

9-1. 検証目的 

 

⚫ 効果検証 

➢ アンケートを通じて本システムの有用性の評価を行う 

⚫ ユーザービリティ評価 

➢ 本システムの使い勝手に問題が無いかを確認する 

⚫ 業務効率化 

➢ 本システムが政策評価室の業務効率化に寄与するか検証を行う。 

 

9-2. 被験者 

 

本実証では、国土交通省における政策評価の実施を統括・支援する部門である国土交通省政策評価室の担当者

をターゲットとしている。本実証実験では、検証期間内を設けて、本システムのチャット機能をユーザーに自

由に使って頂く。加えて、ユーザーに該当する以下の方々にアンケートを行い、本システムの有用性を検証す

る。 

 

対象ユーザー 

分類 部署 人数 

国土交通省 政策評価官室 １名 
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9-3. 検証方法 

 

本システムのデモ環境を国土交通省政策評価官室担当者に開放し、以下の検証期間内で立会なしで個人の環境

で検証頂く。検証期間後にアンケートを用いて検証を行う。 

【検証期間】：4/1～4/18 

 

① 政策評価室向け 

No. 検証ポイント KPI 定量評価 定性評価 

1 ユーザービリ

ティに問題は

ないか 

チャット問い合わせは容易でしたか ⚫ アンケートを実

施 

⚫ 選択肢は「とても

満足」「満足」「や

や満足」「どちら

でもない」「やや

不満」「不満」「と

ても不満」の 7 つ

で設定 

⚫ 回答を集計し、各

選択肢の選択率

から評価 

（各設問で、過半

数の「満足」以上

回答を目標とす

る） 

⚫ アンケートの各設問

に自由記入欄を設定 

⚫ 定量アンケートの回

答 か ら 対 象 を 選 定

し、後日ヒアリング

を実施 

2 回答内容が視覚的に分かりやすいか 

3 反応速度・レスポンスは十分か 

4 本システムが

既存業務の業

務効率化に寄

与するか 

回答内容が期待された内容になっているか 

5 本システムを導入することにより、政策評

価のモニタリング業務内で役立てそうか 

6 業務効率化に役立てそうな場合、どの位の

業務時間が短縮できそうか。 

例：ある 1 つの政策の計画と実績の情報を

抽出する場合に従来は 30 分程度かかって

いたが、チャットを利用することで 5 分程

度に改善できそうである。 

  

 

⚫ 検証実施方法 

➢ 被験者に検証の趣旨を説明の上、配布したマニュアルと検証用シートをもとに検証期間内で自由に

検証頂く。 

 場所：被験者自身の作業場所 

 機材：被験者の PC を利用し、Veda デモ環境にアクセスし実施頂く。（以下には国土交通省情
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報政策課様の PC スペックを記載する。） 

⚫ CPU：AMD Ryzen（TM）3 5400U 

⚫ メモリ：32GB 

⚫ OS：Windows11 

⚫ ブラウザ：Microsoft Edge、Google Chrome 

⚫ 通信環境：国土交通省様省内 WiFi 

 

⚫ 事前準備 

No. 項目 内容 

1 被験者用デモ環境アカウントの発行 被験者である政策評価室ご担当者向けアカウントを

1 つ準備する。 

※アカウント発行用のメールアドレスを事前に受領

する。 

2 デモ環境データ登録、ベクトル化処理実

行 

被験者用アカウントが参照できるよう事前にデモ環

境にチャット用データを登録、ベクトル化する。 

3 検証関連資料の配布 マニュアル、検証シート、アンケートを被験者に配

布する。 

4 本実証実験に関する事前説明 被験者向けに、本実証実験の背景に関してご説明の

場を設ける。 
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9-4. ヒアリング・アンケートの詳細 

9-4-1. アジェンダの詳細  

 

➢ 1. 事前説明（メール、個別会議の開催等） 

 本実証実験でアプローチする課題や背景の説明（国土交通省情報政策課様よりご説明） 

➢ 2.マニュアル、検証用シート、アンケートの配布 

 利用マニュアル、チャットに入力する問い合わせ文のサンプルと回答結果サンプルを記載した

検証用シート、アンケートを提供する。 

➢ 3. 体験 

 被験者の端末から Veda デモ環境にログインし、チャット機能から問い合わせを実行する。 

 被験者が実行した問い合わせ文と回答結果を一覧に記載し記録をとる。 

➢ 4. アンケート回答 

 検証用シートと合わせて、アンケートに回答する。検証期間後に回収する。 

 

9-5. 検証結果 

 

チャット機能の検証では、政策評価室担当１名にご協力いただいた。本項目は、LINKS Veda チャット機能

の有用性検証に関するアンケート結果を分析し、「使いやすさ」「業務効率化」「検証会」の 3 つの観点から、

参加者からの意見を整理したものである。各カテゴリにおける良い意見、悪い意見、および今後の改善点につ

いて詳述する。 

 

1. システムの「使いやすさ」について 

 

No. 項目 思わな

い 

や や 思

わない 

ど ち ら

で も な

い 

やや思

う 

思う 理由・改善点等 

1 問い合わせ方法は

容易でしたか？ 

 

○ 

   

問合せ方法そのものは容易

でしたが、同一の質問内容で

あっても、質問文に含める部

局名や政策分野を変更する

と回答出力不可となる場合

があり、どのような質問であ

ればチャットボットが回答

可能であるか推測すること

が難しかったです。 
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2 回答内容が視覚的

に分かりやすいも

のでしたか？ 

 

○ 

   

指標の実績値の推移を表形

式で出力するよう問合せた

際、左から順に新しい年度で

表にまとめられたため、左か

ら順に古い年度でまとめた

方が見やすいのではないか

と感じました。 

3 チャットのレスポ

ンス速度（クリック

後の反応・画面反映

速度）は、満足でき

ましたか？ 

 

○ 

   

回答に要する時間は、出力可

能な場合・不可の場合共に数

十秒～1 分程度という実感

で、回答が返ってくる場合は

そこまで反応が遅いとは感

じませんでした。一方で、1 分

程度要して出力不可となる

こともあったため、技術的に

難しいかもしれませんが、出

力不可の場合にはもう少し

早めに反応があれば良いと

感じました。 

 

2．業務効率化に関するご質問 

 

No. 項目 思わな

い 

や や 思

わない 

ど ち ら

で も な

い 

やや思

う 

思う 理由・改善点等 

4 回答内容が期待さ

れた内容になって

いましたか？ 

○ 

    

全体として回答出力不可と

なることが多かった印象で

す。また、回答が出力された

場合でも、誤った内容が含ま

れていることがありました。 

5 本システムを導入

することにより、政

策評価のモニタリ

ング業務内で役立

てそうですか？ 

○ 

    

現時点のチャットボットの

回答精度やレスポンス速度

を考慮すると、チャットボッ

トで情報を抽出するのに比

べて、政策評価業務の担当者

が、ホームページや各局のフ

ォルダにおいて政策評価書
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を自ら探索した方が、短時間

で正確性の高い情報を得ら

れるのではないかと感じま

した。 

 

6 業務効率化に役立

てそうな場合、ど

の位の業務時間が

短縮できそうです

か？ 

回答なし 

 

3．自由にお答えください 

 

7 本システムを利用

した感想や、今後

期待することなど

自由に記載してく

ださい 

政策チェックアップ評価書では施策目標・業績指標ごとに担当部局や評価結果の

情報が記載されているところ、各施策目標や業績指標に紐付くデータの構造化が

上手くいっていないように感じました。チャットボットにより過去の評価結果や

評価のベースとなっている施策の取組状況を横断的に探索するには、データ構造

化や情報検索の精度をかなり向上させなければ難しいのではないかと考えます。 

 

 

➢ 今回のアンケートでは、指標実績値の出力機能や応答速度に一定の評価が得られる一方、情報抽出

の安定性やデータ構造化精度に課題が明らかになった。現状では手動による情報探索が短時間かつ

正確である場合もあり、チャットボットの導入効果を最大限に発揮するにはさらなる改良が必要で

ある。 

➢ 実績値の年度並び順について、「新→旧」のデフォルト表示に対し「古→新」の方が視認性が高いと

の意見が寄せられた。 

➢ 応答時間は出力可否を問わず平均 30 秒～1 分程度を要し、特に出力不可時には長時間待機する必要

があるため、UX 向上に向けて早期失敗応答やプログレス表示の導入が必要である。 

➢ 全体として回答出力不可率の高さおよび出力された回答への誤情報混入が散見され、モデル精度向

上および結果のクロスチェック機能強化が求められている。 

➢ 政策チェックアップ評価書の施策目標・業績指標ごとのデータ構造化が十分に機能しておらず、横

断的探索の実現には構造化精度の大幅な向上が不可欠である。 

➢ 今後の改善案として、年度並び替え機能の実装、フェールファスト機能およびプログレス表示導入
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による応答時間短縮、学習データ拡充とクロスチェック強化による回答精度向上、前処理パイプラ

イン最適化による構造化精度改善、最適質問例やエラーケースをまとめたユーザーガイド整備を優

先的に検討する必要がある。 
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10. 原課向け検証会の Veda 本体機能有用性検証 

10-1. 検証目的 

 

 本実証では、国土交通省原課職員が LINKS Veda でデータ構造化からデータ正規化の処理を実行し、正規化

済みのデータを活用する一連の流れを体験する。職員が実際にシステムを操作することで、システム利用のユ

ーザービリティと業務効率化利用の価値検証を行う。 

 

⚫ 効果検証 

➢ アンケートを通じて本システムの有用性の評価を行う。 

⚫ ユーザービリティ評価 

➢ 本システムの使い勝手に問題が無いかを確認する。 

⚫ 業務効率化 

➢ 本システムが担当業務効率化に寄与する可能性があるか検証を行う。 

⚫ 業務高度化 

➢ 本システム担当業務高度化に寄与する可能性があるか検証を行う。 
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10-2. 検証ポイントと KPI 

 

実証仮説の検証のため、以下の検証ポイントと KPI を設定し本システムを評価する。検証においてはシステ

ム管理者*注 1 向けと一般ユーザー向けの検証ポイントを分類し評価を行う。 

*注 1：システム管理者の検証には、JV 内の検証も含める。 

 

表 9-1 検証ポイントと KPI 

No. 検証メニュー 対象 検証ポイント KPI 

1 有用性：ユーザービ

リティの検証  

システム管

理者 

一般ユーザ

ー 

・実証参加者を対象に

LINKS Veda の各機能に

おける使用感に関するア

ンケート・ヒアリング調

査を実施する。 

・各評価項目の 5 段階の

スコアで評価し、それら

の算出に加えて、ユーザ

ーフィードバックに対し

優先度を設定し、システ

ム改善に向けた対応およ

び検討をする。 

・優先度は、難易度と影

響度を元に国土交通省情

報政策課職員と協議の上

進める。 

・直感的にわかりやすい UI

か 

2 ・各処理における設定条

件、処理方法が分かりやす

いか 

3 ・設定できる条件・使える

機能は十分か 

4 ・抽出結果・処理結果がわ

かりやすいか 

5 ・反応速度・レスポンスは

十分か 

6 システムの価値検証：

業務効率化・高度化 

一般ユーザ

ー 

・検証会終了後に「シス

テムおよびシステムから

出力されたデータ、可視

化表現から得られたイン

サイト」について、参加

者を対象にアンケートを

行う。 

・アンケート結果から、

システムで最も業務で役

立てそうと思った内容

（データ構造化、クレン

ジング、ジオコーディン

グ、結合、集計等）のヒ

・システムを用いることに

よって明らかになった新た

なインサイト（ユーザー自

身がノーコードで構造デー

タを作成することによって

期待される成果、および改

善点） 

・システムおよびシステム

から出力されたデータの更

なる活用に向けたアイデア 
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アリングを行うと同時

に、活用アイデアや改善

が必要な内容を抽出す

る。 

 

10-3. 被験者 

 

本実証では、国土交通省における以下の原課を想定している。本実証実験では、本システム利用にあたって

のデータの準備方法の紹介から、実際のユースケースで処理をしたデータを用いてデータ構造化からデータの

生成処理を体験する。加えて、生成されたデータを用いた EBPM Tools をデモすることで、データがどのよう

に可視化・活用されるかイメージを掴み、EBPM での活用可能性を検証する。検証会後にアンケートを収集し、

結果をもとに本システムの価値を検証する。 

 

表 9-2 対象ユーザー一覧 

分類 部署 人数 

国土交通省 航空局安全部無人航空機安全課 2 名 

大臣官房総務課 2 名 

住宅局 住宅総合整備課 住環境整備室 1 名 

政策統括官付地理空間情報課 2 名 

住宅局住宅戦略官付 1 名 

不動産・建設経済局不動産業課 2 名 

海事局内航課 2 名 

海事局安全政策課 2 名 

物流・自動車局安全政策課 1 名 

総合政策局モビリティサービス推進課 2 名 
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10-4. 検証方法 

 

本実証では、対面とオンラインのハイブリッド開催とし、実際にシステムを操作する場合には原則対面での

参加とする。 

なお、異なる原課担当が参加することから、検証データは「貨物自動車運送事業実績報告書」（10 ファイル）

を利用するものとする。 

 本検証データは PDF 形式のデータであり、事業用自動車数・従業員数・輸送実績・事故件数などの情報を

記載したデータである。 

 

【検証期間】：3/14 

 

表 9-3 検証方法一覧 

No. 検証ポイント KPI 定量評価 定性評価 

1 ユーザービリ

ティに問題は

ないか 

直感的にわかりやすい UI か ⚫ アンケートを実

施 

⚫ 選択肢は「とても

満足」「満足」「や

や満足」「どちら

でもない」「やや

不満」「不満」「と

ても不満」の 7 つ

で設定 

⚫ 回答を集計し、各

選択肢の選択率

から評価 

（各設問で、過半

数の「満足」以上

回答を目標とす

る） 

⚫ アンケートの各設問

に自由記入欄を設定 

⚫ 定量アンケートの回

答 か ら 対 象 を 選 定

し、後日ヒアリング

を実施 

2 各処理における設定条件、処理方法が分か

りやすいか 

3 設定できる条件・使える機能は十分か 

4 抽出結果・処理結果がわかりやすいか 

5 反応速度・レスポンスは十分か 

6 本システムを用いてデータ生成を自らで実

行できそう・実行したいか 

7 本システムが

既存業務の業

務効率化・高

度化に寄与す

るか 

生成したデータの活用方法を具体的にイメ

ージできたか 

8 本システムを用いて生成してみたいデータ

あるか 

9 本システムを用いることで、具体的にどの

ような業務の効率化・高度化ができそうか 
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⚫ 検証実施方法 

➢ 本検証は対面とオンラインのハイブリッドでの開催とする。参加申し込みを受付、対面参加の被験

者にのみ LINKS Veda アカウントを配布し、実際にシステム操作する。 

 場所：国土交通省会議室、teams オンラインのハイブリッド 

 機材：被験者の PC を利用し、LINKS Veda にアクセスし実施する。（以下には国土交通省職員

様の PC スペックを記載する。） 

⚫ CPU：AMD Ryzen（TM）3 5400U 

⚫ メモリ：32GB 

⚫ OS：Windows11 

⚫ ブラウザ：Microsoft Edge、Google Chrome 

⚫ 通信環境：国土交通省様省内 WiFi 

 

⚫ 事前準備 

 

表 9-4 事前準備内容 

No. 項目 内容 

1 検証会開催のアナウンスを実施 原課様向けに LINKS Veda 検証会の案内を送付。

対面参加、オンライン参加の被験者情報を収集す

る。 

2 被験者用アカウントの発行 被験者である対面参加の各原課様ご担当者向けアカ

ウントを 1 つ準備する。 

※アカウントはダミーアドレスで作成する。 

3 検証関連資料の配布 マニュアル、アンケートを被験者に配布する。 

4 検証会アジェンダ、オンライン開催用の

teams 案内の送付 

被験者向けに、検証会詳細の案内を送付する。 
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10-5. ヒアリング・アンケートの詳細 

10-5-1. 検証項目と評価方法 

 

表 9-5 検証シナリオ一覧 

No. 検証方法 詳細 

1 データ登録 ⚫ 非構造化データをアセットとしてデータ登録す

る。（実演のみ） 

2 データ構造化処理 ⚫ スキーマを定義し、構造化処理をする。 

⚫ 構造化下データをコンテンツとして登録する。 

⚫ 処理実行時は事前に定義したテンプレートを利

用する。 

3 データ結合前処理（データクレンジング） ⚫ 型（半角スペースを削除）を指定し、データクレ

ンジングを実行する。 

⚫ 処理状況一覧からクレンジングの処理結果を確

認する。 

4 データ結合前処理（ジオコーディング） ⚫ 所在地を指定し、ジオコーディングを実行する。 

⚫ 処理状況一覧からジオコーディングの処理結果

を確認する。 

5 作成データの編集・確認 ⚫ コンテンツ詳細画面からフィールド内の値を更

新する。 

6 メタデータの入力（コンテンツ） ⚫ コンテンツ管理パネルからコンテンツ用メタデ

ータを入力する。 
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10-6. 検証結果 

 

アンケート協力ユーザーは合計 16 名。本項目は、LINKS Veda システムの有用性検証に関するアンケート

結果を分析し、「使いやすさ」「業務効率化」「検証会」の 3 つの観点から、参加者からの意見を整理したもの

である。各カテゴリにおける良い意見、悪い意見、および今後の改善点について詳述する。 

 

⚫ システムの「使いやすさ」について(複数回答あり) 

➢ アンケート結果 

 

図 9-1 システムの「使いやすさ」についてのアンケート結果 

 

➢ 全体を通じて、操作方法は直感的にわかりやすいという評価が半数からあり、各処理における設定

条件や処理方法についても半数以上が分かりやすいとの意見を示した。特に抽出結果・処理結果の

視覚的な把握のしやすさは約 4 分の 3 から評価されている。また、約 7 割が自らデータ生成を実行

できそう・したいと回答している。 

➢ 一方で、システムに搭載される用語の専門性が高いため、UI/UX の観点から工夫が必要であるとの

指摘があった。設定できる条件・使える機能が十分ではないとの意見も 4 割強から示されている。

また、画面サイズが小さい PC では表示が見切れる問題も報告されており、テスト環境のレスポンス

速度についても約 3 割が満足していないことが明らかになった。 

➢ 今後の改善点としては、専門用語の取り扱いを考慮した UI の改善、様々な画面サイズに対応できる

表示の調整が必要である。また、ジオコーディング機能の操作性向上のためデータクレンジングの

作業を自動化することや、処理速度の向上も求められている。自由記述からは、小型ラップトップで

の操作性の問題や、オプション設定の影響が把握しづらいことも指摘されている。 
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⚫ 業務効率化に関する意見 

➢ アンケート結果 

 

図 9-2 業務効率化に関するアンケート結果 

 

➢ 生成したデータの活用方法を具体的にイメージできるとの評価が半数からあり、既存のデータ分析

が容易になること、異なる情報システムに格納されたデータを自動集計できるようになることへの

期待が示されている。 

➢ 一方で、生成したデータの具体的な活用方法がまだ明確でないとの意見や、システムを用いて生成

してみたいデータが明確でない状況も見られた。自由記述からは、レンタカー事業者からの報告書

集計や、無人機の飛行申請管理などの具体的な活用例が挙げられている一方で、業務に占める比重

が小さいため効率化効果が限定的との指摘もあった。 

➢ 今後の改善点としては、データの具体的な活用事例や活用方法を明示することが求められている。

また、既存の効率化プロジェクトとの重複を避けるための調整も必要とされている。  
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⚫ 検証会への意見(複数回答あり) 

➢ アンケート結果 

 

図 9-3 検証会ついてのアンケート結果 

 

➢ 当日の操作体験の説明はわかりやすいとの評価がほぼ全員から得られた。全体で示した上で説明し

たことが評価されている。 

➢ 一方で、操作マニュアルについては約 6 割が分かりやすいと評価する一方、約 4 割が「どちらでも

ない」と回答している。自由記述では、特に、メリットのみの説明ではなく、最初から想定されるデ

メリットと思われる事項を全体で示したうえで説明するとわかりやすいとの声が上がっている。よ

り単純かつ簡単な事例を用いた説明や、背景・問題意識・期待される効果を示すことの重要性も指摘

されている。 

➢ 今後の改善点としては、操作マニュアルの改善が必要である。また、Veda 環境では自前で非構造化

データを用意できる人が想定されるため、非構造化データの提示方法を見直す必要性が指摘されて

いる。加えて、データ集計のパターン別のマニュアルだけでなく簡単な動画の提供も有効との提案

があった。  
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11. 有識者とのディスカッション 

11-1. ディスカッションの目的 

 

生成 AI を活用したデータの構造化手法について、国内外の技術動向や業種を問わず幅広い実務経験のある有

識者として、以下の有識者とディスカッションする機会を設けた。 

ディスカッションの主眼は、近年著しく進化している生成 AI の最先端技術の動向を正確に捉え、既存の実装

事例がどの程度存在しているのかを確認することである。もし現時点で実装に至っていない分野や領域がある

場合には、どのような形でアプローチし、具体的にどのような取組を行っていけばよいかといった実践的なア

イデアやフィードバックを得ることを目的とした。 

 

表 10-1 ディスカッションを行った有識者一覧 

所属組織 所属部署 職種 氏名 

アマゾンウェブサービス

ジャパン合同会社 

パブリックセクター技術

統括本部 スマートシティ

/ヘルスケア担当 

シニアソリューションア

ーキテクト 

今井 真宏 

アマゾンウェブサービス

ジャパン合同会社 

パブリックセクター技術

統括本部 中央省庁担当 

シニアソリューションア

ーキテクト 

日吉 康仁 

 

 

11-2. ディスカッションから得られた結果 

 

表 10-2 ディスカッションから得られた結果内容 

調査項目 ヒアリング内容 ヒアリング結果 

1 モデル評価方法 ⚫ データ構造化した結果の評価

において、オフライン評価（正

解データに基づく評価）以外

で、どのような評価方法や指標

があるか。 

 

評価方法は大きく二つが考えられ、このうち後

者が該当すると考えられる。 

⚫ 統計的スコア： LLM の出力に正解があ

り、コードベースで精度を計算できる場合 

⚫ モデルベーススコア： 決まった回答が存

在しない非定型的なタスクにおける LLM 

の性能評価が必要な場合  

2 ⚫ 本 事 業 で 開 発 し て い る 複 数

LLM を用いて、ハルシネーシ

ョン防⽌するための評価指標

は適切か。 

⚫ 海外の研究論文において同じような手法

が報告されていることをフィードバック

いただけた。処理内容としても類似の処理

が行われていることから、本事業で実装し

た手法には客観性がある手法であること
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を確認できた。 

⚫ 出典： Manakul, Potsawee, Adian Liusie, 

and Mark JF Gales. 2023. Selfcheckgpt: 

Zero-resource black-box hallucination 

detection for generative large language 

models. In arXiv preprint 

arXiv:2303.08896. 

⚫ https://github.com/potsawee/selfcheck

gpt 

 

3 大量データ処理

に向けた対策 

⚫ Bedrock API には 1 分 20 リク

エストといったスロットリン

グがあり、処理対象が多い場合

にはどのような対策がとられ

ているか？ 

⚫ また、取り扱うデータの性質

上、国内リージョンだけで行う

必要があり、クロスリージョン

推論のような搭載機能を用い

ることができない。 

以下のような方法で対策できる可能性がある

ことが分かった。 

⚫ 複数モデルの活用：クォーターは、リージ

ョン毎、モデル毎に設定されているため、

複数のモデルを使うことでスロットリン

グを回避 

⚫ バッチ推論の使用： まとまったデータセ

ットに対して実行することで、オンデマン

ドでない実行。ただし、非同期で実行され

るため、バッチ処理とステータス管理の仕

組みを作り込む必要がある。 

⚫ プロビジョンドスループットの導入 

（参考） 

Amazon Bedrock モデル推論 実践編 

https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-

766/images/AWS-Black-Belt_2024_Amazon-

Bedrock-Model-Inference-b_0909_v1.pdf 

 

Amazon Bedrock オンデマンドリソースを使

用しているときの、"429 Throttling" エラーを

トラブルシューティングする方法を教えてく

ださい。 

https://repost.aws/ja/knowledge-

center/bedrock-throttling-error 

4 データ容量の多

い入力データを

対象にする場合

⚫ 読み込ませる資料が膨大であ

ると、処理が実行できない場合

がある。 

⚫ 基本的に生成 AI の処理では複雑なことを

一度に行うことが苦手であるため、複数回

に分けて処理を行うことや、生成 AI から

https://github.com/potsawee/selfcheckgpt
https://github.com/potsawee/selfcheckgpt
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/AWS-Black-Belt_2024_Amazon-Bedrock-Model-Inference-b_0909_v1.pdf
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/AWS-Black-Belt_2024_Amazon-Bedrock-Model-Inference-b_0909_v1.pdf
https://pages.awscloud.com/rs/112-TZM-766/images/AWS-Black-Belt_2024_Amazon-Bedrock-Model-Inference-b_0909_v1.pdf
https://repost.aws/ja/knowledge-center/bedrock-throttling-error
https://repost.aws/ja/knowledge-center/bedrock-throttling-error
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のデータ構造化

の対応 

⚫ 実行できたとしても、抜け漏れ

が入ってしまうことが多く、完

全な結果を得られないことが

ある。 

python コードを生成して実行させるよう

な進め方が考えられることをご示唆いた

だいた。 

5 個別具体的、か

つ、複雑なレイ

アウトのデータ

へのデータ構造

化の対応 

⚫ 入力データとして用いる原票

には人間においては見やすい

が、機械では読み取りにくいレ

イアウトとなっていることが

少なくない。 

⚫ たとえば、表においてヘッダ部

分が複数列・複数行結合されて

いる場合があり、資料の種類に

よって毎回異なることがある。 

⚫ このような個別具体的なケー

スに対して、改善を図っていく

必要がある。 

⚫ Few Shot Learning や Chain of Thought

などのプロンプトエンジニアリングで改

善できるかをまずは試すのが良い。 

⚫ プロンプトだけで解決しない場合には、複

数回に分けて処理を行うことや、生成 AI

から python コードを生成して実行させる

方法、ファインチューニングによって学習

させていくことも考えられる。 

 

（参考）Chain of Thought によるプロンプト改

善の例 

あなたはテーブルからデータを抽出し、構造化

するスペシャリストです。データの行と列の関

係を注意深く読み取り、データを抽出してテー

ブルを作成してください。 また、テーブルのセ

ルに複数のデータが存在している場合、一つ一

つ読み取ってテーブルのセルとしてデータを

出力してください。セル内にデータの意味づけ

がされている場合、カラムとみなして、テーブ

ルを生成するようにしてください。 マークダ

ウンやワードのように見出しごとに箇条書き

で記載されている場合も、テーブルとして読ん

でください。 以下のステップに従ってくださ

い。 

Step1: マークダウンやワードのような見出し

と箇条書きで表現されている部分があれば、テ

ーブルとして構造を認識します。  

Step2: テーブルの列と行の関係を注意深く読

み取ります。  

Step3: セル内に複数のデータが存在し、タグ

づけされているような場合、新規のカラムとし

て認識してください。  

Step4: 各行と列に該当する値を一つ一つ確認

します。  
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Step5: テーブルデータとして抽出し、文字起

こしをしてください。  

Step1 から 5 をそれぞれ出力しながら処理して

ください。 

6 本開発において

参考にできる事

例 

⚫ 本開発で行っているデータ構

造化を中心として参考にでき

る生成 AI の実績・事例はある

か？ 

⚫ 将来的な実用化を見据えた取組として、ヘ

ルスケア領域における生成 AI の活用事例

が特に参考になる。 

⚫ たとえば、Preferred Networks（PFN）が

公開している医師国家試験を解答するた

めのヘルスケアモデルは、医療系に特化し

た取組の代表例として注目度が高い。ま

た、Llama のような汎用モデルを医療分野

向けにカスタマイズし、手書きの問診票の

解析など幅広い用途で応用が進んでいる。 

 

 

11-3. 成果と展望 

 

1) ヒアリング結果から、本開発に活かされた点 

本ヒアリングによって、基本的な生成 AI を活用した開発方針や最新の開発ツール等について知見を得る

ことができ、データ構造化処理の改善に生かすことができた。 

具体的には、本開発で扱うデータには 1 ファイルで 300 ページにわたる場合や、一度で数百ファイルを

扱う場合があった。このような場合にご示唆をいただいた複数モデルを活用する方法によって、開発当初

200 ファイルの処理で 60 分程度要していた処理が、3 分強で処理できるようになるなど、大きな改善を

確認することができた。また、複雑なレイアウトのデータにおいても、プロンプトの改善や複数回 LLM

を実行するなどの方式を取り入れることで、改善を確認することができた。 

 

2) ヒアリング結果からの技術的な障壁、課題点 

データデータ構造化の実装においては、未だ完全には対処しきれていない資料やファイルが残っており、

現行の手法だけでは十分に対応しきれないケースが存在する。こうした未解決の領域については、ヒアリ

ングにおいても示唆のあった生成 AI モデルのファインチューニングにより改善が見込まれるが、日本国

内では事例が少ないため、さらなるリサーチとノウハウの蓄積が必要となっている。これらは今後の開発

課題として取組むべき重要なポイントである。取り扱うデータの処理プロセスが複雑化しやすい以上、ワ

ークフローの導入についても考慮していく必要がある。たとえば、今後は「dify」のようなオープンソー

スツールを組み合わせることで、汎用性を維持しながら拡張していくための発展的な開発が必要である。 

また、スケーラビリティやジョブ管理の観点では、生成 AI を含むデータ処理は、今後利用者が拡大して

いくことで一層、リソース負荷が高くなることが予想される。たとえば、AWS Step Functions のような
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ジョブ管理機能付きワークフローを活用することで、インフラ管理の負担を軽減し、高負荷環境への対応

を効率的に行うことも考慮して設計していく必要がある。  
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12. 成果と課題 

12-1. 本実証で得られた成果 

12-1-1. AI を活用した自動データ生成における技術面での優位性 

 

 実証実験を通じて、以下のような AI を活用した自動データ生成の技術面での優位性が示された。 

 

表 11-1121 AI を活用した自動データ生成における技術面での優位性 

大項目 小項目 AI を活用した自動データ生成における技術面での優位性 

データ準備 データ準備の容易さ ⚫ 一般的に、非構造データをシステムで取り込むには、事前

に定義されたフォーマットに成形するなど人の手を介する

作業が必要であるが、本システムでは、同じ様式のファイ

ルを 1 フォルダにまとめるのみで準備を完了できる。 

システム・機能 多様なデータ形式の

許容 

⚫ PDF、XLSX、DOCX、CSV、SHP、GeoJSON など様々なデ

ータ形式を許容しており、ユーザーはそれらの違いを意識

することなくデータ生成に必要な処理を行うことができ

る。 

 データ生成から可視

化、オープンデータ

化までオールインワ

ンでの実装 

⚫ 本システム内で、データ構造化、データクレンジング、デ

ータ加工（結合処理や集計処理）によるデータ生成処理の

みでなく、EBPM での活用を想定した可視化アプリケーシ

ョンでの利用が可能である。 

⚫ ユーザーが「データ公開」を操作するのみで、システム内

で生成したデータを容易に G 空間情報センターにシームレ

スに公開できる。 

 秘匿化処理によるデ

ータの安全性の担保 

⚫ 本システムでは機密性の高い行政データを扱うことから、

個人情報や法人等の権利利益にかかわる情報を統計化、匿

名化することで秘匿性を担保している。 

 処理のテンプレート

実装によるデータ品

質の担保 

⚫ 本システムでは、システム内の各処理をテンプレート化

し、ユーザーが類似データの生成を容易かつ再帰的に実行

できるようにすることで、データ品質を担保している。 

 ノーコード UI ⚫ データ生成にかかる一連の処理を概念化したノーコード

UI で開発したことから、プログラミングスキル、データ

サイエンススキルがないユーザーでもデータ構造化からデ

ータバリデーション等の処理が可能である。 

⚫ ブラックボックス化や特定の技術担当者に依存することな

く、システムを運用することが可能である。 
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アルゴリズム 構造データ自動生成

のための出力スキー

マ作成支援 

⚫ ユーザーが扱うデータソースや出力項目が多岐にわたる場

合でも、LLM が自動的に候補をサジェストすることで、構

造定義の手間を大幅に削減できる。 

⚫ 表や箇条書きの見出しなどを読み取るプロンプト設計によ

り、専門知識のないユーザーでも容易に適切なスキーマを

構築可能。 

 OCR と LLM の連携

による高精度なデー

タ抽出 

⚫ 画像や PDF などの非構造データを OCR でテキスト化し、

LLM を用いて構造データに変換する一連のパイプライン

が整備されている。 

⚫ 検索拡張（RAG）などの技術を組み合わせることで、大規

模文書からでも必要な情報を的確に取り出せる設計となっ

ている。 

 自動バリデーション

とクレンジングの実

装 

⚫ 生成されたデータに対して、ハルシネーションの検出や表

記揺れの統一、異常値の除去などを自動的に行う仕組みを

備えている。 

⚫ 人間評価とのハイブリッド運用により、全自動化だけでは

カバーしきれない誤差や文脈上のミスを最小限に抑えつ

つ、ユーザーの負担を減らすことが可能。 

 並列処理やスケーラ

ビリティへの配慮 

⚫ 大量のファイルや高負荷環境でも対応できるよう、処理の

分散化や複数モデルの併用を検討している。 

⚫ API のレート制限を回避するために複数リージョンを使い

分ける設計など、大規模運用に適したアーキテクチャを備

えている。 

 チャット機能による

対話型インタフェー

ス 

⚫ 最終的に生成された構造化データを基に、RAG を活用して

自然言語での問い合わせに対応できる。 

⚫ ユーザーはクエリを入力するだけで、背後で自動検索と

LLM の回答生成が行われるため、直感的な操作で目的の情

報を得やすい。 

 アップデートや拡張

性の容易さ 

⚫ 新たなデータが追加された場合でも、ベクトル DB の更新

やモデルの差し替えで即座に処理精度を保てる。 

⚫ 今後、OCR モデルや LLM のファインチューニングを行う

ことで、さらに精度を高める拡張性が確保されている。 

その他 オープンデータ化ガ

イドライとユーザー

マニュアルの整備 

⚫ システムの操作方法を整理したユーザーマニュアルのみで

なく、オープンデータ化にあたっての確認事項や留意事項

をまとめたガイドラインを公開することで、誰でもデータ

準備からデータ生成まで環境を実現。 
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12-1-2. AI を活用した自動データ生成のビジネス面での優位性 

 

 実証実験を通じて、以下のような AI を活用した自動データ生成のビジネス面での優位性が示された。 

 

表 11-2 AI を活用した自動データ生成におけるビジネス面での優位性 

大項目 小項目 AI を活用した自動データ生成におけるビジネス面での優位性 

業務効率化 コスト削減と生産性

向上 

⚫ 従来の手作業によるデータ入力・整理の大部分を自動化で

きるため、人的リソースを削減することができる。 

⚫ デジタル化が進んでいない領域において、デジタル化を推

進する基盤となりえる。 

 迅速かつデータに基

づく意思決定の実現 

⚫ データ構造化を自動化することで、情報取得から分析まで

のリードタイムが大幅に短縮される。 

⚫ 長い待ち時間や煩雑な操作が不要になることで、統計資料

の更新サイクルの短縮化と報告書の作成が短時間で完了で

きるようになる。 

業務高度化 スケーラビリティと

横断連携 

⚫ 大量の非構造データにも対応できる高いスケーラビリティ

を備えるため、業務量の増大や新規プロジェクトへの展開

が容易。 

⚫ 既存のデータやシステムとの連携により今後の部署横断的

な連携強化が見込まれる。 

 差別化要因としての

付加価値創出 

⚫ AI を用いた高度なデータ処理を内製化・外販化することで、

自社ソリューションの競争優位性を高められる。 

⚫ データドリブンな施策展開を促進し、新たな施策を創出す

る基盤となる。 

セキュリティ リスク管理とコンプ

ライアンス対応 

⚫ 自動評価やバリデーションを組み込んだフローにより、ヒ

ューマンエラーを抑制し、品質管理を強化。 

⚫ 大量の書類をデータとして取り出すことが可能になること

で、対外的な規制・監査要件への対応もしやすくなる。 
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12-1-3. AI を活用した自動データ生成の公共政策面での優位性 

 

 実証実験を通じて、以下のような AI を活用した自動データ生成の公共政策面での優位性が示された。 

 

表 11-3 AI を利活用した自動データ生成における公共政策面での優位性 

大項目 小項目 AI を利用した空き家推定の公共政策面での優位性 

施策立案 施策立案の効率化 ⚫ 大量の報告書・申請書などの行政文書を自動的に構造化し、

分析に要する時間を大幅に短縮できる。 

⚫ 正確かつ最新のデータを基に、施策立案に必要な情報収集

や資料作成をスピーディに行えるようになる。 

情報公開 統計資料の迅速かつ

正確な作成 

⚫ 国や自治体で実施する各種調査・報告の集計を効率化し、

結果公表までのリードタイムを短縮できる。 

 行政の透明化の促進 ⚫ 構造化が行われたデータを公開しやすくなり、各種統計情

報や報告書のオープンデータ化を迅速に進められる。 

⚫ データ公開を進めることで、市民や企業、研究機関などに

よるデータ活用や行政の透明性が期待できる。 
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12-2. 実証実験で得られた課題と対応策 

 

実証実験における主な技術的課題は、以下のデータ構造化とチャットボット、アプリケーション構築上の課題

に集約される。 

 

表 11-4 実証実験で得られた課題と対応策 

項目 課題 対応策 

大規模ファイルのデ

ータ処理 

 

数百ページにおよぶ PDF や大量のテキス

トを扱う際、現行の API が一度に処理で

きるトークン数の上限を超える場合があ

る。 

文書全体ではなく重要なページを自動判

別して抽出する仕組みを導入しているが、

依然として未対応ファイルの存在やリク

エスト上限の問題が残っている。 

 

重要ページ抽出アルゴリズムの導入 

キーワード検索・Tf-idf 検索・ベクトル検

索の 3 手法を組み合わせ、ページごとのス

コアを統合することで、関連度の高いペー

ジを優先的に抽出する。これにより、数百

ページに及ぶ PDF でもトークン数制限を

超えない範囲で処理できるようになった。 

全体の約 1/4 のページ削減（23.4%）を達

成しつつ、重要情報の欠落を最小限に抑え

る効果が得られた。 

データ構造化におけ

る実行時間の長さ 

 

1 ページ処理あたり平均 44.5 秒程度を要

し、OCR・LLM による構造化・自動評価

の各ステップがユーザー体験を大きく左

右している。 

数十～数百ファイルを同時に処理するケ

ースが想定される一方、LLM のレート制

限により並列処理には制約がある。大量の

行政文書を短期間で処理するためには、よ

り高速かつスケーラブルな仕組みが求め

られる。 

 

複数リージョン・複数モデルの活用 

AWS Bedrock の Haiku や Sonnet を併用

することで、API のレート制限を分散し、

同時処理リクエスト数を増やす試みを実

施。処理能力を向上させ、大量ファイルの

同時処理時にも全体の処理時間を短縮可能

なことを確認した。 

単純な文書処理には高速モデルを、複雑な

文書には高精度モデルを使うなど、文書特

性に応じた最適なモデルを選択する仕組み

を検討。処理全体の効率化につながる可能

性があるが、今後さらに最適な運用方法を

模索していく必要がある。 

画像判読の困難さ 

 

手書き文字や印刷文字の OCR は一定の成

果があるが、矢印や丸囲みなどの図形要素

による意味づけを正確に読み取るのは難

しい。 

表と丸囲みの区別がつかないなど、レイア

ウト認識における誤認識が発生しやすい。

視覚的に示されている関係性を機械的に

画像前処理の導入 

問題箇所を切り出して個別に OCR 処理を

行うなどの対策を試み、一部精度向上を確

認。また、丸囲み認識では囲み線が明瞭な

場合は 80%以上の認識精度を確認。ただし、

線が薄かったり四角囲みであったりと、形

状が不明瞭な場合や表枠線や文字の重なり
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理解する手法の確立が課題となっている。 

 

がある場合、矢印など図形のみから読み取

れる情報の抽出には依然として課題が残

る。OCR モデルのファインチューニングや

ユーザーが結果の妥当性を評価できるよう

に信頼度スコアを設けるなどの改善が必要

である。 

訂正線やイレギュラ

ーな記載への対応 

 

行政文書では、手書きの訂正や追記が頻繁

に行われるが、OCR は訂正前後の情報を

区別できずに誤った値を取得する場合が

ある。 

訂正線を引いて上書きされた数値など、ど

ちらの情報を有効とみなすかを自動的に

判断する仕組みが必要である。 

 

NULL 値の優先的採用 

訂正線による修正箇所など、誤抽出のリス

クが高い項目は、あえて NULL として扱い、

人間の確認を促すように試みたところ、誤

った抽出を防ぐことができるようになっ

た。しかし、訂正後の修正後の数字は位置

づれ等により取得することができず、削除

したままとなるため、根本的な解決策はで

きなかった。 

今後の対策として、本対応に特化した画像

認識モデルを構築し、OCR 前の段階でイレ

ギュラーな記載を判別するなどの処理を土

入していくことが考えられる。 

 

チャット回答速度へ

の対応 

応答時間は出力可否を問わず平均 30 秒～

1 分程度を要し、特に出力不可時には長時

間待機する場合が生じていた。 

 

早期失敗応答やプログレス表示等の機能を

導入し、UX を向上する必要がある。 

チャット回答品質へ

の対応 

全体として回答出力不可率の高さおよび

出力された回答への誤情報混入が散見さ

れ、情報抽出の安定性やデータ構造化精度

に課題が明らかになった。 

学習データ拡充とクロスチェック強化によ

る回答精度向上、前処理パイプライン最適

化による構造化精度改善、最適質問例やエ

ラーケースをまとめたユーザーガイド整備

を優先的に検討する必要がある。 
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12-3. 今後の展望 

 

LINKS Veda プロトタイプの開発を通じて得られた知見と技術的成果を踏まえ、今後さらなる発展が期待さ

れる方向性について述べる。国土交通分野の庁内情報を中心とした行政情報を構造データ化することで行政

ビッグデータを構築し、さらにそのモデルをオープンに展開することで、行政 DX を単に省庁内に閉じたも

のにせず、全国や国際レベルの行政 DX 推進を実現することを目指している。以下では、重要な展望につい

て詳述する。 

 

EBPM アプリケーションにおけるパフォーマンス最適化 

 

本システムでは gzip 圧縮・MVT の採用・JSONL 等の行指向フォーマットの採用により、EBPM アプリケー

ションのパフォーマンス最適化を試みた。しかし依然としてデータ件数が多くなると動作速度が低下するこ

とがある。また、JSONL のストリーミング処理を行う場合でも、1 行 1 行 JSON パースを行う必要があり処

理効率が良いとは言えない状況にある。 

 

こうした問題を解決するため、Parquet や GeoParquet などの列指向フォーマットを検討しうる。 

 

列指向データフォーマットは、従来の行指向フォーマット（CSV や JSON）とは根本的に異なるデータ保存

方式である。行指向では、各レコード（行）のすべてのフィールドが連続して保存されるのに対し、列指向

では各フィールド（列）のすべての値が連続して保存される。例えば、行指向フォーマットでは「001,鈴

木,34,東京」「002,田中,42,大阪」というように各行が連続して保存される。一方、列指向フォーマットでは

「001,002,003」「鈴木,田中,佐藤」「34,42,28」「東京,大阪,福岡」というように各列ごとに値が連続して保存

される。 

 

この方式は、すべての列を必要とせず、特定の列のみを対象とすることが多いという、分析クエリの特徴に

対し最大の利点を発揮する。例えば都道府県別の平均年齢を計算する場合、行指向では全レコードを読み込

む必要があるが、列指向では「年齢」と「都道府県」の列だけを読み込めばよい。データ量が大きい場合、

これにより大幅な I/O の削減が可能となる。また、列指向では同じデータ型の値が連続して並ぶため、型特

有の効率的な圧縮が可能になる。例えば数値列は数値に特化した圧縮、文字列は文字列に適した圧縮を適用

できる。 

 

この列指向を採用したデータフォーマットとして Parquet がある。Parquet は、Apache Hadoop エコシステ

ムのために開発された列指向のオープンソースデータフォーマットである。現在ではビッグデータ処理やデ

ータウェアハウス、分析システムで広く採用されている。Parquet の主要な特徴としては、列指向による効

率的な読み込み、スキーマ情報の保持、高い圧縮率等が挙げられる。また、GeoParquet は Parquet の拡張

として位置付けられ、地理空間データを効率的に保存・処理するための仕様である。GeoJSON と同様の地理
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情報を保持しつつ、Parquet の列指向構造の利点を活かしている。これにより大規模な地理データセットで

も高速な空間クエリが可能になる。 

 

このような列指向フォーマットの利点を活かすためには、それを効率的に処理できるエンジンが必要とな

る。Web ブラウザ環境では DuckDB-WASM が有力な選択肢となる。 

 

DuckDB はアナリティクス処理に特化した組み込み型の列指向データベースエンジンであり、その特性は

EBPM アプリケーションの要件と高い親和性がある。DuckDB-WASM はこの DuckDB を WebAssembly

（WASM）にコンパイルしたもので、Web ブラウザ上で動作可能となっている。DuckDB-WASM を活用す

ることで、サーバーとの通信なしにフロントエンド上で、Parquet をはじめとする様々なファイルやデータ

の処理が行え、SQL を用いてクエリを記述可能で、空間クエリにも対応可能である。 

 

このアプローチにより、現行の JSONL ストリーミング処理と比較して、データ処理の効率性と応答性を大幅

に向上させることが期待できる。  
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13. 用語集 

 

用語 読み仮名 説明 

CMS しーえむえす Contents Management System の略 

DMS で登録したデータを保存するシステム。 

DMS でぃーえむえす Data Management System の略 

非構造データ、構造データを登録・管理するシステムで、G 空

間情報センター等外部システムへのデータ配信機能を含む。

原票等の非構造化データを構造化データへと変換、地図デー

タと結合、描画する機能を保持する。 

Defined Data でぃふぁいんどで

ーた 

正規化ローデータを結合・加工して構造データ化したデータ

であり、本システム内の処理が全て完了した状態のデータを

指す。「最終構造化データ」とも表現する。 

EBPM いーびーぴーえむ Evidence based policy making の略で、政策の企画を政策目

的を明確化した上で合理的根拠（エビデンス）に基づくもの

にすること。 

EBPM Tools いーびーぴーえむつ

ーるず 

Veda 内で作成したデータを活用したユースケースごとの可視化ア

プリケーションの総称。Veda のメニューからアクセスする。 

GIS じーあいえす Geographic Information System の略で、地理情報システム

とも呼ばれる。 

地理的位置を手がかりに、位置に関する情報を持ったデータ

（空間データ）を総合的に管理・加工し、視覚的に表示し、

高度な分析や迅速な判断を可能にする技術。 

LLM えるえるえむ Large Language Models の略で、非常に巨大なデータセット

とディープラーニング技術を用いて構築された言語モデル

（文章の並び方に確率を割り当てる確率モデル）を指す。 

OCR おーしーあーる Optical Character Recognition/Reader（光学的文字認識）の

略で、手書きや印刷された文字を、イメージスキャナやデジ

タルカメラによって読みとり、コンピュータが利用できるデ

ジタルの文字コードに変換するシステムを指す。 

Open Data おーぷんでーた 誰でも許可されたルールの範囲内で自由に複製・加工や頒布

などができるデータのことであり、DMS では一般の利用者

が利用可能な G 空間情報センターにオープンデータとして

公開する。「最終構造化データ」として作成されるデータの 1

つである。 
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OSS おーえすえす Open Source Software の略で、ソースコードが公開された

ソフトウェアのこと。 

Processed Data ぷろせすどでーた 正規化処理によって作成された機械判読可能データを指す。

ローデータに対して正規化処理を実行した状態でのデータ

であるため、「正規化ローデータ」とも表現する。 

RAG らぐ Retrieval-Augmented Generation の略。生成ベースの NLP

（自然言語処理）モデルに外部知識を取り込むことで、より

正確で有用な回答を生成するための技術である。 

Raw Data ろーでーた ユーザーがアップロードした何も手を加えていない状態の

データ（=アセット）を指す。非構造データ、構造データの 2

種類が存在する。 

RDF あーるでぃーえふ 情報についての情報（メタデータ）を表記するための汎用的な手法

を定めたデータ形式。機械判読がしやすい形式としてオープンデー

タの整備や公開に用いられる。 

Re:Earth りあーす Eukarya が主導で進める OSS プロジェクト及びそのクラウ

ドサービスを指す。本資料では「Re:Earth OSS」を OSS プ

ロジェクトにおけるソースコードを指し、単に「Re:Earth」

と称す場合は Eukarya が運営するクラウドサービスを指す。 

原課 げんか 省庁で特定の政策を担当する局・課のこと。 

公開 API こうかいえーぴー

あい 

外部からアクセス可能な認証不要の API を指す。Veda では

登録したデータが内部処理を経て承認者によって公開処理

がなされると、そのコンテンツごとに紐づく URL が発行さ

れる。省内システム、外部システムでデータを利用する際に

は、この公開 API から配信された URL からデータを取得す

る。 

項目リスト こうもくりすと Veda で定義するスキーマ情報、各カラムの説明、秘匿化の有無を示

したものである。 

構造化データ こうぞうかでーた 構造化データとは、Excel などのように行と列を持ち、事前

に定めた構造（=コンテンツとなる）に整形されたデータの

こと。本システムでは、地図データ、テーブルデータが該当

する。 

非構造化データ ひこうぞうかでー

た 

非構造化データとは、事前に整形されず元の形式のまま保存

され、使用時まで処理されないデータのこと。本システムで

は、原票データ、テキストデータが該当する。 

交差結合 

 

こうさけつごう 二つのテーブルデータのうち、一方の各行に対して、他方の

テーブルデータのすべてを組み合わせる操作のこと。 
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最近傍結合 

 

さいきんぼうけつ

ごう 

候補から一つずつオブジェクトを抜き出して最近傍を検索

することを目的とする空間結合処理のこと。 

正規化 せいきか データを一定の規則に基づいて変形し、利用しやすくするこ

と。 

G 空間情報センタ

ー 

じーくうかんじょ

うほうセンター 

官民問わずさまざまな主体により整備・提供される 多様な

地理空間情報を集約し、利用者がワンストップで検索・ダウ

ンロードし利用できる、産学官の地理空間情報を扱うプラッ

トフォーム。OSS の CKAN を用いて構築されている。 

アカウント あかうんと データ管理者、登録者それぞれに１つずつ与えられるユーザ

ーを指す。本システムでは原課ごとのアカウント管理とす

る。 

アセット あせっと Veda に登録するファイルを指す。ファイル単体の場合、zip

化された複数のファイル群を指す。zip 化するアセットは同

一のファイル種類、ファイル形式のみ対応し、異なる場合に

は同梱しないものとする。 

インデキシング 

 

いんできしんぐ 

 

データから特定の要素を検索できるように、データにインデ

ックスを付与すること。 

オペレーター おぺれーたー Veda 内でデータ作成のために行うデータ構造化処理、デー

タ結合前処理（データクレンジング・ジオコーディング）、デ

ータ結合処理（テキストマッチング）、クロス集計、空間結合

処理、空間集計処理といった処理を指す。 

コードリスト こーどりすと Veda で生成されるデータは、秘匿化処理のため一部コード化され

ている。各コードが示す内容を説明するための資料を指す。 

コンテンツ こんてんつ なお、構造化処理によって作成された構造化データおよび結

合・集約処理によって作成されたテーブルデータはそれぞれ

新規コンテンツとして Veda 内で保持する。 

スキーマ すきーま コンテンツのデータ構造を指す。ユーザーはデータ構造化処

理実行時に生成するスキーマを指定し、データ抽出を行う。 

アイテム あいてむ 管理するデータの最小単位で、Veda の場合、コンテンツ内の

レコードを指す。 

ダッシュボード だっしゅぼーど 本システムで処理したデータ（Defined Data）をグラフ、マ

ップ形式で可視化表現を行うための GUI。ユースケースごと

に複数のダッシュボードを保持する。 

テキストマッチン

グ 

てきすとまっちん

ぐ 

複数のデータ内にあるテキストのうち、一致する部分を見つ

ける処理のこと。 
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データセット でーたせっと 特定のルールによってコンテンツをまとめた集合体を指す。Veda 内

では、ユースケースごとにデータセットを作成し、G 空間情報セン

ターに公開する際のデータセットの単位となる。 

データモデル でーたもでる CMS 内でデータ型を管理する単位である。Veda に登録され

た構造データのスキーマ情報は CMS 内でデータモデルとし

て登録される。 

テーブル てーぶる 定義されたコンテンツに則り作成された構造データを指す。 

テンプレート てんぷれーと データ構造化処理、データ結合前処理（データクレンジング・

ジオコーディング）、データ結合処理（テキストマッチング）、

クロス集計、空間結合処理、空間集計処理といったオペレー

ター情報と実行時に必要なパラメータ情報のセットを指す。

テンプレートにはスキーマ情報（カラム名、カラムごとのデ

ータ型）、抽出に必要な詳細条件（文書の章を示すポジショ

ン、単位、より詳細なプロンプトを記述する自由文記述項目

の情報）を定義する。これらの情報を事前に定義しておくこ

とで、データの登録者はテンプレートを選択することで任意

のスキーマに則った構造化データを作成できる。 

ノーコード のーこーど プログラミングをしないでシステムなどを開発する手法。 

フィールド ふぃーるど コンテンツ内の値を格納するための最小単位である。Excel

のセルの単位を表す。 

プロジェクト ぷろじぇくと ワークスペースに複数作成可能で、データ管理の目的に応じ

て作成する。Veda では、1 つのみプロジェクトを作成する。 

ベクトルデータ べくとるでーた 文章や単語を数値ベクトルで表すことで、テキストデータで

ある自然言語を機械が処理できるようにしたデータである。 

ローコード ろーこーど 可能な限りソースコードを書かずにアプリケーションを迅

速に開発する手法。 

ワークスペース わーくすぺーす 複数のユーザーが同じワークスペースで作業できる場所の

ことを指す。Veda では、1 つのみワークスペースを作成す

る。 

ワークフロー わーくふろー テンプレートとして登録した情報を一連の処理として流す

ためのテンプレート群を指す。過去に処理実績のあるデータ

であれば、ワークフローから実行することで、都度オペレー

ターを実行することなく一気通貫で処理できる。 

※補足 

ただし、令和 6 年度の事業においては、単一のインプットの

みを想定した作りになっている。複数のインプットを想定し

た実行対応は次年度に実施する。 
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